
オペレーションマニュアル 

 

Man.No. SBCA-303G

プログラミングコンソール 
形CQM1H-PRO01 
形CQM1-PRO01
形C200H-PRO27

SYSMAC CS/CJシリーズ 
プログラマブルコントローラ 

周辺ツール 

形CS1W-KS001
キーシート 



おことわり�
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s本マニュアルの内容に関しては、改良にため予告なしに仕様などを変更することがありますの

で、予めご了承ください。�

d本マニュアルの内容に関しては万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなどお気付き
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はじめに

このたびは、プログラマブルコントローラSYSMAC CS/CJシリーズをお買い上げいた
だきまして、ありがとうございます。SYSMAC CS/CJシリーズは、弊社の高度な制御技
術と豊富な経験により開発された、小型で高機能なプログラマブルコントローラです。
このマニュアルはSYSMAC CS/CJ シリーズ用プログラミングコンソール形CQM1H
-PRO01、形CQM1-PRO01，形C200H-PRO27の操作方法について説明しています。
本マニュアルをお読みいただき、正しくお使いください。また、本マニュアルはいつ
も参照できるよう大切に保管してください。

■ CS/CJシリーズの定義

本マニュアルで示す「CSシリーズ」は、以下のとおり、「CS1-H CPUユニット」、「CS1
CPUユニット」および「CS1D CPUユニット」「プロセスCPUユニット」の総称です。
また「CJシリーズ」は、「CJ1-H　CPUユニット」「CJ1M CPUユニット」「CJ1 CPUユ
ニット」の総称です。

CS／CJシリーズ 

CSシリーズ 

CS1-H CPUユニット 

形CS1H-CPU□□H 
形CS1G-CPU□□H 
 

CS1 CPUユニット 

形CS1H-CPU□□（-V1） 
形CS1G-CPU□□（-V1） 

CS1D CPUユニット 

形CS1D-CPU□□H 
CPU二重化システム用 
CPUユニット 
形CS1D-CPU□□S 
CPU単独システム用 
CPUユニット 
形CS1D-CPU□□P 
プロセスCPUユニット 
 
 CSシリーズ基本I/Oユニット 

注：CS1D CPUユニットは、CS1D 
　 専用品を使用することが必要。 

CSシリーズ高機能I/Oユニット 

CSシリーズCPU高機能ユニット 

CSシリーズ電源ユニット 

CJシリーズ 

CJ1-H CPUユニット 

形CJ1H- CPU□□H 
形CJ1G-CPU□□H 
形CJ1G-CPU□□P 
ループCPUユニット 

CJ1M CPUユニット 

形CJ1M-CPU□□ 

CJ1 CPUユニット 

形CJ1G-CPU□□ 

CJシリーズ基本I/Oユニット 

CJシリーズ高機能I/Oユニット 

CJシリーズCPU高機能ユニット 

CJシリーズ電源ユニット 
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「プログラマブルコントローラ」の表記について

本マニュアルでは、「プログラマブルコントローラ」の略称をパソコンと区別するた
め、「PLC」とします。ただし、従来からの機能名またはソフトのメニュー名として「PC」
を使用している場合は、限定的に「PC」を使用している場合があります。
なお、パソコンは略称を用いず、「パソコン」と表示します。

対象となる読者の方々

本マニュアルは、次の方を対象に記述しています。
電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）を有する方で
・FA機器の導入を担当される方
・FAシステムを設計される方
・FA現場を管理される方

お願い

本マニュアルは、CS/CJシリーズ プログラミングコンソールを使用する上で、必要な
情報を記載しています。お使いになる前に本マニュアルをよく読んで、十分に理解し
てください。また、お読みになった後も本マニュアルは大切に保管して、いつも手元
においてお使いください。

「ご使用に際してのご承諾事項」について

1．保証内容
①保証期間
当社商品の保証期間は、ご購入後またはご指定の場所に納入後１年といたします。

②保証範囲
上記保証期間中に当社側の責により当社商品に故障を生じた場合は、代替品の提供
または故障品の修理対応を、製品の購入場所において無償で実施いたします。
ただし、故障の原因が次に該当する場合は、この保証の対象範囲から除外いたします。
a) カタログまたは取扱説明書などに記載されている以外の条件･環境･取扱いならび
にご使用による場合

b) 当社商品以外の原因の場合
c) 当社以外による改造または修理による場合
d) 当社商品本来の使い方以外の使用による場合
e) 当社出荷当時の科学・技術の水準では予見できなかった場合
f) その他、天災、災害など当社側の責ではない原因による場合
なお、ここでの保証は、当社商品単体の保証を意味するもので、当社商品の故障
により誘発される損害は保証の対象から除かれるものとします。

2．責任の制限
①当社商品に起因して生じた特別損害、間接損害、または消極損害に関しては、当社
はいかなる場合も責任を負いません。

②プログラミング可能な当社商品については当社以外の者が行ったプログラム、また
はそれにより生じた結果について当社は責任を負いません。

はじめに
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3．適合用途の条件
①当社商品を他の商品と組み合わせて使用される場合、お客様が適合すべき規格・法
規または規制をご確認ください。また、お客様が使用されるシステム、機械、装置
への当社商品の適合性は、お客様自身でご確認ください。これらを実施されない場
合は、当社は当社商品の適合性について責任を負いません。

②下記用途に使用される場合、当社営業担当者までご相談のうえ仕様書などによりご
確認いただくとともに、定格・性能に対し余裕を持った使い方や、万一故障があっ
ても危険を最小にする安全回路などの安全対策を講じてください。
a) 屋外の用途、潜在的な化学的汚染あるいは電気的妨害を被る用途またはカタロ
グ・取扱説明書などに記載のない条件や環境での使用

b) 原子力制御設備、焼却設備、鉄道・航空・車両設備、医用機械、娯楽機械、安全
装置、および行政機関や個別業界の規制に従う設備

c) 人命や財産に危険が及びうるシステム・機械・装置
d) ガス、水道、電気の供給システムや24時間連続運転システムなど高い信頼性が必
要な設備

e) その他、上記a）～d）に準ずる、高度な安全性が必要とされる用途
③お客様が当社商品を人命や財産に重大な危険を及ぼすような用途に使用される場合
には、システム全体として危険を知らせたり、冗長設計により必要な安全性を確保
できるよう設計されていること、および当社商品が全体の中で意図した用途に対し
て適切に配電・設置されていることを必ず事前に確認してください。

④カタログなどに記載されているアプリケーション事例は参考用ですので、ご採用に
際しては機器・装置の機能や安全性をご確認のうえ、ご使用ください。

⑤当社商品が正しく使用されずお客様または第三者に不測の損害が生じることがない
よう使用上の禁止事項および注意事項をすべてご理解のうえ守ってください。

4．仕様の変更
カタログ・取扱説明書などに記載の商品の仕様および付属品は改善またはその他の事
由により、必要に応じて、変更する場合があります。当社営業担当者までご相談のう
え当社商品の実際の仕様をご確認ください。

5．サービスの範囲
本製品の価格には、技術者派遣などのサービス費用は含まれておりません。
お客様のご要望がございましたら、当社営業担当者までご相談ください。

6．適用範囲
以上の内容は、日本国内での取引および使用を前提としております。

海外でのご使用について

本製品のうち、外国為替および外国貿易管理法に定める輸出許可、承認対象貨物（ま
たは技術）に該当するものを輸出（または非居住者に提供）する場合は、同法に基づ
く輸出許可、承認（または役務取引許可）が必要です。

はじめに
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■ ユニットバージョンとは

CS/CJシリーズ（CS1-H/CJ1-H/CJ1M/CS1D）では、バージョンアップ等によるCPUユ
ニットの搭載機能の差異を管理するため、「ユニットバージョン」という考え方を導入
しています。

1）製品での表記
ユニットバージョンによる管理対象の製品には、ユニットバージョンが「Ver.□ .□」
というフォーマットで、銘板上のLot No.の右に記載されています。

・ CS1-H/CJ1-H/CJ1M（ローエンドタイプ除く）CPUユニットでは、2003年11月4日
以前製造のものはユニットバージョンの記載はありません（上図のユニットバー
ジョンの位置は空白になっています）。

・ CS1-H/CJ1-H/CJ1M/CS1D（CPU単独システム用）CPUユニットの場合、ユニット
バージョン表記は、Ver.2.0からスタートしています。

・ CS1D（CPU二重化システム用）CPUユニットの場合、ユニットバージョン表記は、
Ver.1.1からスタートしています。

・ ユニットバージョンNo.が記載されていないユニットは、「ユニットVer.表記なし」
と呼びます。

2）サポートソフトによる確認方法
CX-Programmer Ver.4.0（※）では、以下のいずれかの方法で、ユニットバージョンを
確認することができます。
a）［PC情報］で確認する方法
b）［ユニット生産情報］で確認する方法（高機能I/Oユニット、CPU高機能ユニットも
確認可能）

※ CX-Programmer Ver.3.3以前では、ユニットバージョンを確認することはできません。
a）［PC情報］で確認する方法
1 ・ PC機種およびCPU形式がわかっているとき：
［PC機種変更］ダイアログボックスで選択し、オンライン接続して、［PC］メ
ニューの［PC情報］｜［PC情報］を選択してください。

・PC機種およびCPU形式が不明のとき（ただし、シリアル接続で直接接続のみ可
能）：
［PC］メニューから［自動オンライン接続］を選択し、オンライン接続して、［PC］
メニューの［PC情報］｜［PC情報］を選択してください。

CS/CJシリーズの「ユニットバージョン」について

CS/CJシリーズCPUユニット 製品の銘板 

Lot No. ユニットバーションを示します。 
（例：ユニットVer.2.0） 

CS1H-CPU67H

CPU UNIT

Lot No. 031001 0000

OMRON Corporation MADE IN JAPAN

Ver.2.0
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2 以下の［PC情報］ダイアログボックスが表示されます。

オンライン接続しているCPUユニットのユニットバージョンを確認してください。

b）［ユニット生産情報］で確認する方法
1 I/Oテーブルウィンドウで、CPUユニットを右クリックして、［ユニット生産情報］
｜［CPUユニット］を選択します。

2 以下の［ユニット生産情報］ダイアログボックスが表示されます。

オンライン接続しているCPUユニットのユニットバージョンを確認してください。

ユニットバージョンが表示されます。

ユニットバージョンが表示されます。

CS/CJシリーズの「ユニットバーション」について
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3）ユニットバージョンラベルによる識別
ユニットバージョンラベル（下図）が製品に添付されています。

ユニットバージョンを過去のCPUユニットと区別したいときは、このラベルをCPUユ
ニット前面に貼ってください。

■ユニットバージョンについての表記

本マニュアルおよびCX-Programmerでは、ユニットバージョンについて、以下のよう
に記載しています。

バージョンアップによるユニット 
の搭載機能の差異を管理するため 
のラベルです。 
必要に応じて、製品の前面に貼り 
付けてご使用ください。 
 
These Labels can be  
used to manage  
differences in the  
available functions  
among the Units. 
Place the appropriate  
label on the front of  
the Unit to show what  
Unit version is  
actually being used. 
 

Ver. 2.0 
 

Ver.

Ver. 2.0 
 

Ver.

CPUユニットの1機種を指す場合 CS1-H CPUユニット CS1H-CPU67H
（例：CS1H-CPU67Hの場合） ユニットVer.表記なし ユニットVer.□ .□

CPUユニットの機種群を指す場合 CS1-H CPUユニット CS1-H CPUユニット
（例：CS1-H CPUユニットの場合） ユニットVer.表記なし ユニットVer.□ .□

シリーズ全体を指す場合 CSシリーズ CSシリーズ
（例：CSシリーズのユニットの場合）ユニットVer.表記なし ユニットVer.□ .□

製品の銘板上の記載 ユニットバージョンの記載なし ユニットバージョンの記載あり
（Ver.□ .□）

ケース

Lot No. XXXXXX XXXX

OMRON Corporation    MADE IN JAPAN

Lot No. XXXXXX XXXX      Ver.□ .□

OMRON Corporation    MADE IN JAPAN

CS/CJシリーズの「ユニットバーション」について
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■ ユニットバージョンと製造時期 / Lot No.との関係

種 
類 
 
 

形式 
 

タイプ 

製造時期 
  ～ 2003/9 2003/10 2003/11 2003/12 2004/6 ～ 

 

Ｃ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ 

Ｃ
Ｊ
シ
リ
ー
ズ 

 
サ
ポ
ー
ト
ソ
フ
ト 

CS1 CPU ユニット 形CS1□-CPU□□ 

CS1-V1 CPU ユニット 形CS1□-CPU□□-V1 

CS1-H CPU ユニット 形CS1□-CPU□□H 

 形CS1D-CPU□□H 

 形CS1D-CPU□□S 

CJ1 CPU ユニット 形CJ1G-CPU□□ 

 

 

 

 

CX-Programmer 形WS02-CXPC1-JV□ 
 
 
 
 
 
 

CJ1M CPU ユニット 形CJ1M-CPU11/21 
 
 
 
 
 

CJ1M CPU ユニット 形CJ1M-CPU□□ 
 

CJ1-H CPU ユニット  

ユニットVer. 
表記なし 
 

ユニットVer. 
表記なし 
 

ユニットVer. 
表記なし 
 

ユニットVer.2.0 
（Lot No. : 031105～） 

ユニットVer.3.0 
（Lot No. : 040622～） 

ユニットVer. 
表記なし 
 

ユニットVer.1.1 
（Lot No. : 031120～） 

ユニットVer.2.0 
（Lot No. : 031215～） 

ユニットVer. 
表記なし 
 

ユニットVer. 
表記なし 
 

ユニットVer.2.0 
（Lot No. : 031105～） 
 

ユニットVer. 
表記なし 
 

ユニットVer.2.0 
（Lot No. : 031105～） 

ユニットVer.2.0 
（Lot No. : 031002～） 

注：  

Ver.3.2 Ver.3.3 Ver.4.0 Ver.5.0

CS1D 
CPU 
ユニット 
 

CPU 
二重化 
システム用 

CPU 
単独 
システム用 

（ローエンドタイプ以外） 

（ローエンドタイプ） 

形CJ1□-CPU□□H 
 形CJ1G-CPU□□P 
（ユニットVer.3.0以降のみ） 
 

ユニットVer.3.0 
（Lot No. : 040623～） 

ユニットVer.3.0 
（Lot No. : 040624～） 

ユニットVer.3.0 
（Lot No. : 040629～） 

それぞれのユニットバージョンの製造開始時期は、初回製造時期を表しています。実際のユニットバージョンは、各ユ

ニットの銘板でご確認ください。 

CS/CJ シリーズの「ユニットバージョン」について
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CPUユニットタイプ CS1-H CPUユニット

形式 形CS1□-CPU□□H

　　　　　　　　　　　ユニットバージョン ユニットVer ユニットVer.2.0
機能 表記なし

タスク単位でのプログラムのダウンロード
－ ○/アップロード

パスワードによる読出プロテクトの機能強化 － ○

ネットワーク経由での、CPUユニットに
－ ○対するFINS書込プロテクト

I/Oテーブル作成未状態での、ネットワーク
－ ○経由オンライン接続

最大8階層までのネットワーク越え － ○

NSシリーズPT経由でPLCへオンライン
△（Lot No.030201以降） ○接続可能

スロット先頭CH設定 △（最大8グループ） ○（最大64グループ）

パラメータファイル（.STD）なしでの
－ ○電源ON時自動転送

電源ON時自動転送時の I/O割付方式の － －
自動認識

運転開始／停止時刻記憶機能 － ○

MILH、MILR、MILC － ○

＝DT、＜＞DT、＜DT、
－ ○＜＝DT、＞DT、＞＝DT

BCMP2 － ○

GRY △（Lot No.030201以降） ○

TPO － ○

DSW、TKY、HKY、MTR、
－ ○7SEG

EXPLT、EGATR、ESATR、
－ ○ECHRD、ECHWR

IORD/IOWRによるCPU高機能
△（Lot No. 030418以降） ○ユニットの読み書き

PRV2 － －

■ユニットVer.2.0以降サポート機能一覧

●CS1-H CPUユニットの場合
○：サポートあり、－：サポートなし、△：制限付きサポートあり

CS/CJシリーズの、ユニットバージョンによるサポート機能一覧

CS/CJ シリーズの「ユニットバージョン」について

新規追加応用
命令の使用
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CS/CJ シリーズの「ユニットバージョン」について

●CS1D CPUユニットの場合
○：サポートあり、－：サポートなし

CPUユニットタイプ CS1D CPUユニット CS1D CPUユニット
（CPU二重化システム用） （CPU単独システム用）

形式 形CS1D-CPU□□H 形CS1D-CPU□□S

　　　　　　　　　　　ユニットバージョン ユニットVer. ユニットVer.1.1 ユニットVer.2.0
機能 表記なし

CPUユニットの二重化 ○ ○ －

ユニットオンライン交換 ○ ○ ○

電源の二重化 ○ ○ ○

Controller Linkユニット
○ ○ ○の二重化

Ethernet ユニット二重化機能 － ○ ○

タスク単位でのプログラムのダウンロード
－ － ○/アップロード

パスワードによる読出プロテクトの機能強化 － － ○

ネットワーク経由での、CPUユニットに
－ － ○対するFINS書込プロテクト

I/Oテーブル作成未状態での、ネットワーク
－ － ○経由オンライン接続

最大8階層までのネットワーク越え － － ○

NSシリーズPT経由でPLCへオンライン
－ － ○接続可能

スロット先頭CH設定 － － ○（最大64グループ）

パラメータファイル（.STD）なしでの電源
－ － ○ON時自動転送

電源ON時自動転送時のI/O割付方式の － － －
自動認識

運転開始／停止時刻記憶機能 － ○ ○

MILH、MILR、MILC － － ○

＝DT、＜＞DT、＜DT、
－ － ○＜＝DT、＞DT、＞＝DT

BCMP2 － － ○

GRY － － ○

TPO － － ○

DSW、TKY、HKY、MTR、 － － ○
7SEG

EXPLT、EGATR、ESATR、 － － ○
ECHRD、ECHWR

IORD/IOWRによるCPU － － ○
高機能ユニットの読み書き

PRV2 － － －

CS1D CPU
ユニット
特有機能

新規追加応用
命令の使用
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CPUユニットタイプ CJ1-H CPUユニット CJ1M CPUユニット CJ1M CPUユニット
（ローエンドタイプ以外） （ローエンドタイプ）

形式 形CJ1□ -CPU□□H 形CJ1M-CPU□□ 形CJ1M-CPU11/21

ユニットバージョン ユニットVer. ユニット ユニットVer. ユニット ユニット
機能 表記なし Ver.2.0 表記なし Ver.2.0 Ver.2.0

タスク単位でのプログラムの
－ ○ － ○ ○

ダウンロード/アップロード

パスワードによる読出プロテ
－ ○ － ○ ○

クトの機能強化

ネットワーク経由での、CPU
ユニットに対するFINS書込 － ○ － ○ ○
プロテクト

I/Oテーブル作成未状態での、 － －
ネットワーク経由オンライン ○ ○ ○
接続

最大8階層までの
－ ○ － ○ ○

ネットワーク越え

NSシリーズPT経由でPLCへ △（Lot No. ○ △（Lot No. ○ ○
オンライン接続可能 030201以降） 030201 以降）

スロット先頭CH設定
△（最大 ○（最大 ○（最大 ○（最大64 ○（最大64
8グループ） 64グループ） 8グループ） グループ） グループ）

パラメータファイル（.STD）
－ ○ － ○ ○

なしでの電源ON時自動転送

運転開始／停止時刻記憶機能 － ○ － ○ ○

電源ON時自動転送時のI/O
－ ○ － ○ ○

割付方式の自動認識

MILH、MILR、
－ ○ － ○ ○

MILC

＝DT、＜＞DT、
＜DT、＜＝DT、 － ○ － ○ ○
＞DT、＞＝DT

BCMP2 － ○ ○ ○ ○

GRY △（Lot No. ○ △（Lot No. ○ ○
030201以降） 030201 以降）

TPO － ○ － ○ ○

DSW、TKY、
HKY、MTR、 － ○ － ○ ○
7SEG

EXPLT、EGATR、
ESATR、ECHRD、 － ○ － ○ ○
ECHWR

IORD/IOWRによる
CPU高機能ユニット － ○ － ○ ○
の読み書き

PRV2 － － － ○ ○

CS/CJ シリーズの「ユニットバージョン」について

●CJ1-H/CJ1M CPUユニットの場合
○：サポートあり、－：サポートなし、△：制限付きサポートあり

（電源ON時I/O
テーブル自動生
成方式で可能）

（電源ON時 I/O
テーブル自動生
成方式で可能）

新規追加
応用命令
の使用

（内蔵入出力機能
付きタイプのみ）

（内蔵入出力機能
付きタイプのみ）
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CS/CJ シリーズの「ユニットバージョン」について

■ ユニットVer.3.0以降サポート機能一覧

●CS1-H CPUユニットの場合
○：サポートあり、－：サポートなし、△：制限付きサポートあり

CPUユニットタイプ

形式

CS1-H CPUユニット

形CS1□ -CPU□□H

 ユニットVer. 表記なし
ユニットVer.2.0

ユニットVer.3.0
ユニットバージョン

機能

ファンクションブロック（FB）機能（CX-Programmer Ver.5.0以降
使用時）

－ ○

シリアルゲートウェイ機能（内蔵シリアルポートで、FINS→
CompoWay/Fへ変換）

－ ○

コメントメモリ（内蔵フラッシュメモリ内）機能 － ○

簡易バックアップ対象の拡張 － ○

TXDU、RXDU（シリアルコミュニケーション
ユニット ユニットVer.1.2以降で無手順可能）

－ ○

機種変換用命令（XFERC、DISTC、COLLC、
MOVBC、BCNTC）

－ ○

GETID（ファンクションブロック用特殊命令） － ○

命令機能追加 TXD、RXD命令（シリアルコミュニケーション
ボード／ユニットVer.1.2以降で無手順可能）

－ ○

新規追加応用
命令の使用

● CS1D CPUユニットの場合
　ユニットVer.3.0へは未対応。

● CJ1-H/CJ1M CPUユニットの場合
○：サポートあり、－：サポートなし、△：制限付きサポートあり

CPUユニットタイプ CJ1-H /CJ1M CPUユニット

 ユニットVer. 表記なし
ユニットVer.2.0

ユニットVer.3.0
ユニットバージョン

機能

ファンクションブロック（FB）機能（CX-Programmer Ver.5.0以降
使用時）

－ ○

シリアルゲートウェイ機能（内蔵シリアルポートで、FINS→
CompoWay/Fへ変換）

－ ○

コメントメモリ（内蔵フラッシュメモリ内）機能 － ○

簡易バックアップ対象の拡張 － ○

TXDU、RXDU（シリアルコミュニケーション
ユニット ユニットVer.1.2以降で無手順可能）

－ ○

機種変換用命令（XFERC、DISTC、COLLC、
MOVBC、BCNTC）

－ ○

GETID（ファンクションブロック用特殊命令） － ○

PRV、PRV2でパルス周波数の算出方式に
高周波数対応方式を追加（CJ1Mのみ）

－ ○

新規追加応用
命令の使用

形CJ1□ -CPU□□H
形CJ1G-CPU□□P
形CJ1M-CPU□□

形式

応用命令の
仕様変更
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CS/CJ シリーズの「ユニットバージョン」について

■ ユニットバージョンと周辺ツールの関係

・ユニットVer.2.0で追加された機能を使用したいときは、CX-ProgrammerはVer.4.0
以降を使う必要があります。

・ユニットVer.3.0 で追加されたファンクションブロック機能を使用したいときは、
CX-Programmer はVer.5.0以降を使う必要があります。

ユニットバージョンとCX-Programmer のバージョンには次の関係があります。

●ユニットバージョンと周辺ツールの関係

*1：（上記のように）ユニットVer.2.0または1.1 で強化した機能を使用しない場合、CX-Pro-
grammer側のバージョンを、Ver.4.0 に上げる必要はありません。

必要な周辺ツール

CPUユニット 使用する機能 CX-Programmer

Ver.3.2以前 Ver.3.3 Ver.4.0 Ver.5.0以降

CJ1M ユニットVer.2.0 使用する × × ○ ○

（ローエンドタイプ） で強化した機能 使用しない × ○ ○ ○
ユニットVer.2.0

CS1-H/CJ1-H/ CJ1M ユニットVer.2.0 使用する × × ○ ○

（ローエンドタイプを で強化した機能 使用しない ○ ○ ○ ○
除く）ユニットVer.2.0

CS1D（CPU単独シス ユニットVer.2.0 使用する

× × ○ ○テム用） で強化した機能 使用しない
ユニットVer.2.0

CS1D（CPU二重化 ユニットVer.1.1 使用する × × ○ ○

システム用） で強化した機能 使用しない ○ ○ ○ ○
ユニットVer.1.1

CS/CJシリーズ ユニットVer.3.0 使用する × × × ○

ユニットVer.3.0 で追加された 使用しない ○ ○ ○ ○
ファンクション
ブロック機能

プログラミン
グコンソール

とくに制限
なし

CX-Programmer Ver.4.0以降
シリーズ CPUユニットタイプ CPUユニット形式 での［PC機種変更］ダイアログ

でのPC機種のリスト表記

CS1-H CPUユニット
形CS1G-CPU□□H CS1G-H

形CS1H-CPU□□H CS1H-H

CS1D（CPU二重化システ
形CS1D-CPU□□H CS1D-H（またはCS1H-H）ム用） CPUユニット

CS1D（CPU単独システム
形CS1D-CPU□□S CS1D-S用） CPUユニット

形CJ1G-CPU□□H
CJ1G-H

CJ1-H CPUユニット 形CJ1G-CPU□□P

形CJ1H-CPU□□H CJ1H-H

CJ1M CPUユニット 形CJ1M-CPU□□ CJ1M

CS
シリーズ

CJ
シリーズ

●PC機種のプルダウンリスト
CX-Programmerの［PC機種変更］ダイアログボックスの、［PC機種］のプルダウンリ
スト上には、ユニットバージョンの識別はありません。
ユニットVer.表記なしタイプ、ユニットVer.2.0 以降のタイプも、いずれも従来どお
り、以下の中から選択します。
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CS/CJシリーズの「ユニットバージョン」について

■ ユニットバージョンに関連した、CX-Programmer 操作上のトラブル
シューティング

現象 原因 対処

上記エラーメッセージを表示後、アウトプッ
トウィンドウの［コンパイル（プログラム
チェック）］タブに、コンパイルエラー内容が
表示される。

プログラムをPLCからパソコンへ転送したと
きに、プログラム内に、“？？？？”が表示さ
れる。

CX-Programmer Ver.4.0以降を使
用して、ユニットVer.2.0以降で
のみサポートしている命令が含
まれているユーザプログラムを、
ユニットVer.表記なしのCPUユ
ニットに対してダウンロードし
ようとした。

CX-Programmer Ver.4.0以降を使
用して、ユニットVer.2.0以降で
のみサポートしているPCシステ
ム設定データ（デフォルト以外）
を、ユニットVer.表記なしのCPU
ユニットに対してダウンロード
しようとした。

CX-Programmer Ver.3.3以前を使
用して、ユニットVer.2.0以降で
のみでサポートしている命令が
含まれているユーザプログラム
を、ユニットVer.2.0以降のCPU
ユニットから、アップロードし
ようとした。

ユーザプログラムを見直してく
ださい。または、ダウンロード先
の CPU ユニットを、ユニット
Ver.2.0以降のCPUユニットに交
換してください。

PCシステム設定データを見直し
てください。または、ダウンロー
ド先のCPUユニットを、ユニッ
トVer.2.0以降のCPUユニットに
交換してください。

CX-Programmer Ver.3.3 以前で
アップロードすることはできま
せん。CX-Programmer Ver.4.0以
降でアップロードしてください。
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安全に使用していただくための表示と意味について
このマニュアルでは、製品をより安全に使用していただくために、注意事項を次のよ
うな表示と図記号で示しています。
ここで示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しています。必ず守ってく
ださい。
表示と意味は次のとおりです。

記号は、注意（警告を含む）を意味しています。
具体的な内容は、 の中と文章で示します。
左図の場合は、「感電注意」を表します。

記号は、禁止を意味しています。
具体的な内容は、 の中と文章で示します。
左図の場合は、「分解禁止」を表します。

 記号は、強制を意味しています。
具体的な内容は、  の中と文章で示します。
左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。

記号は、注意（警告を含む）を意味しています。
具体的な内容は、 の中と文章で示します。
左図の場合は、「一般的な注意」を表します。

図記号の説明

注 意

警告
正しい取扱いをしなければ、この危険のために、軽傷・
中程度の傷害を負ったり、万一の場合には重傷や死亡に
至る恐れがあります。また、同様に重大な物的損害をも
たらす恐れがあります。

安全上のご注意

安全上の要点

製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。

使用上の注意

製品が動作不能、誤動作、または性能、機能への悪影響を予防するために実施または
回避すべきことを示します。

お願い

本文中の「お願い」は安全上の要点、使用上の注意と同等の内容を示します。

正しい取扱いをしなければ、この危険のために、軽傷・
中程度の傷害を負ったり、あるいは物的損害を受ける恐
れがあります。
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警 告警 告警告警告警告

通電中は、端子に触れないでください。感電の恐れがあります。

通電中は、分解しないでください。感電の恐れがあります。

注 意注 意注意注意注意

オンラインエディットをするときは、システムに影響がないか確認し
てから行ってください。

サイクルタイムが延びても影響がないことを確認してから、オンライン
エディットをしてください。入力信号を読み取れないことがあります。

安全上のご注意

運転を停止している状態（「プログラム」モード）においても、CPU

ユニットは、I/Oリフレッシュを行っています。したがって、以下のい
ずれかの操作によって、出力ユニットに割り付けられた出力リレーエ

リアのデータ、または高機能I/Oユニット／CPU高機能ユニットに割
り付けられた各リレーエリアのデータを変更する場合、十分に安全を

確認してから行ってください。出力ユニットまたは高機能I/Oユニット

／CPU高機能ユニットに接続された負荷が思いがけない動作をする恐
れがあります。

・周辺ツール（パソコンツール）による、I/OメモリのCPUユニット

への転送操作
・周辺ツールによる、現在値変更操作

・周辺ツールによる、強制セット／リセット操作
・メモリカードまたはEMファイルメモリからの、I/Oメモリファイル

のCPUユニットへの転送操作

・ネットワーク上の他のPCまたは上位コンピュータからの、I/Oメモ
リの転送操作
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●信号線の断線、瞬時停電による異常信号などに備えて、ご使用者側でフェールセーフ対
策を施してください。
●安全のために、インターロック回路、リミット回路などを、必ずPCの外部回路に組んで
ください。
●外部配線の短絡に備えて、ブレーカなどの安全対策を施してください。
●強い高周波ノイズを発生する機器から離して取り付けてください。
●本製品を、分解して修理や改造はしないでください。
●製品を落下させたり、異常な振動・衝撃を与えないでください。
●PCベース取り付けねじ、端子台のねじ、ケーブルのねじは参照マニュアルで指定した規
定トルクで締めてください。
●参照マニュアルで指定した電源電圧で使用してください。
●電源事情が悪い場所では特に、定格の電圧や周波数の電源が供給できるようにしてご使
用ください。
●入力ユニットは、定格入力電圧を超える電圧を印加しないでください。
●出力ユニットは、最大開閉能力を超える電圧の印加および負荷の接続をしないでください。
●据え付け工事の際には、必ずD種接地（第3種接地）をしてください。
●正しく配線してください。
●端子台を十分に確認してから装着してください。
●配線は、圧着端子を付けてください。撚り合わせただけの電線を、直接端子台に接続し
ないでください。
●配線時は、ユニット上面の防塵ラベルを付けたまま配線してください。
●配線後は、放熱のため、防塵ラベルを外してご使用ください。
●絶縁抵抗試験および耐電圧試験は、電源ユニットのLG端子をGR端子から分離して行っ
てください。
●端子台やコネクタを接続するときは、方向や極性を確認して取り付けてください。
●端子台、増設ケーブルなどロック機構のあるものは、必ずロックしていることを確認し
てからご使用ください。
●配線を十分に確認してから通電してください。
●作成したユーザープログラムは、十分な動作確認を行った後、本運転に移行してくださ
い。
●次のことを行うときは、PC本体の電源をOFFにしてください。
・I/OユニットやCPUユニット、電源ユニット、INNERボードの着脱
・装置の組み立て
・ケーブルの接続、配線
・コネクタの取り付け、取り外し
・ディップスイッチの設定
●次の操作を行うときは、設備に影響がないことを確認してください。
・PC動作モードの変更（電源投入時の動作モード設定を含む）
・接点の強制セット／リセット
・設定値、現在値の変更
●運転再開に必要なデータメモリや保持リレーの内容は、交換したCPUユニットに転送し
てから、運転を再開してください。
●ケーブルは無理に引っ張ったり、曲げたり、重いものを載せたりしないでください。
●部品を交換する際は、必ず定格が正しいことを確認した上で交換してください。

安全上の要点
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●接地された金属に触るなどして人体の静電気を放電させてから、ユニットに触れてくだ
さい。
●次のような場所で使用する際は、遮蔽対策を十分に行ってください。
・静電気などによるノイズが発生する場所
・強い電界や磁界が生じる場所
・放射能を被曝する恐れのある場所
・電源線や動力線が近くを通る場所

安全上の要点
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●END命令が表示されている場合は、挿入方式でプログラム書き込みが行われます。

・メモリオールクリアを実行すると、最初のアドレス000000にEND命令を書き込
みます。また、従来機種で行っていた全プログラムアドレスへのNOPの書き込み
は行いません。
・END命令を消去すると、“アドレスオーバー”が表示され、ブザーが鳴ります。
・書き込まれたプログラムに対しては、従来機種同様の上書き方式になりますので、
挿入するときは挿入操作が必要になります。

００００００　ＣＴ００
ＥＮＤ（００１）

００００００
ＬＤ　　　　　　　　０００１００

1AA
LD

例：LD  000100のとき

0 0

０００００１
ＥＮＤ（００１）

書込

●I/O多点モニタ時の表示は、2行表示です。従来機種の3列表示ではありません。

●PCシステム設定「電源ON時動作モード指定」を「PRCN：プロコンのモード切替
スイッチに従う（デフォルト値）」に設定している場合、電源ON時、プロコンが接
続されていないときはCPUユニットは自動的にCS1 CPUユニットの場合「プログ
ラム」モード、CJ1/CJ1-H/CS1-H CPUユニットの場合「運転」モードになります。

従来機種との差異について
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CS/CJ シリーズのPLC本体の関連マニュアルは、下表のように構成されています。
併せてご覧ください。

マニュアル名称マニュアル No. 記載内容

関連マニュアル

SBCA-301 形 CS1G/H-CPU□□H CSシリーズ
形CS1G/H-CPU□□-V1 ユーザーズマニュアル

セットアップ編

SBCA-318 形 CS1D-CPU□□H/S CS1Dデュプレックスシステム
形CS1D-DPL01 ユーザーズマニュアル
形CS1D-PA/PD□□□ セットアップ編

SBCA-312 形 CJ1G/H-CPU□□H CJシリーズ
形CJ1G-CPU□□P ユーザーズマニュアル
形CJ1M-CPU□□ セットアップ編
形CJ1G-CPU□□

SBCA-313 形 CS1G/H-CPU□□H CS/CJシリーズ
形CS1G/H-CPU□□-V1 ユーザーズマニュアル
形CS1D-CPU□□H プログラミング編
形CS1D-CPU□□ S
形CJ1G/H-CPU□□H
形CJ1G-CPU□□P
形CJ1M-CPU□□
形CJ1G-CPU□□

SBCA-302 形 CS1G/H-CPU□□H CS/CJシリーズ
形CS1G/H-CPU□□-V1 コマンドリファレンスマニュアル
形CS1D-CPU□□H
形CS1D-CPU□□ S
形CJ1G/H-CPU□□H
形CJ1G-CPU□□P
形CJ1M-CPU□□
形CJ1G-CPU□□

SBCA-329 形WS02-CXPC1-JV5 CX-Programmer
オペレーションマニュアル
（Ver.5.0）

SBCA-303 形 CQM1H-PRO01 SYSMAC CS/CJシリーズ
形CQM1-PRO01 プログラミングコンソール
形C200H-PRO27 オペレーションマニュアル
形CS1W-KS001

形式

SYSMAC CSシリーズのシステムの概要／設
計／取付／保守などの基本的な仕様について
記載しています。

CS1Dデュプレックスシステムの概要／設計
／取付／保守などの基本的な仕様、および二
重化に関する事柄について記載しています。

SYSMAC CJシリーズの概要／設計／取付／
保守などの基本的な仕様について記載してい
ます。

SYSMAC CS/CJシリーズの各種機能につい
て記載しています。

SYSMAC CS/CJシリーズの命令語の詳細に
ついて記載しています。

Windowsパソコン用プログラミングツール
CX-Programmerの操作方法について記載し
ています。

SYSMAC CS/CJシリーズ用プログラミング
コンソールの操作方法について記載していま
す。

（本マニュ
アル）
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マニュアル改訂記号は、表紙および裏表紙の左下に記載されているMan. No.の後尾に
付記されています。

SBCA-303 GMan. No.

改訂日

1998年12月

2000年 2月

2000年 6月

2001年 3月

2001年 9月

2003年11月

2004年12月

改訂記号

－

B

C

D

E

F

G

改訂箇所・内容

初版発行

説明追加、誤記修正による改訂
8-5～8-7

CQM1H-PRO01の追加
周辺サービス優先モード機能追加によるPCシステム設定項目
の追加

CJシリーズ追加による改訂

CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット追加による改訂

CS/CJシリーズCPUユニットVer.2.0 PCシステム設定機能追加
CS1-D CPU単独システムCPUユニット形式追加

安全に関するご注意の追加、説明追加、誤記修正による改訂

改訂記号

マニュアル改訂履歴
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このマニュアルの構成
第１章　取扱方法

１

２

３

第２章　初めてプログラミングコンソールを使用するとき

第３章　プログラミングコンソールの基本的な操作

プログラミングコンソールの仕様と取り扱い方法、操作キーの主な機能について説明
しています。

プログラミングコンソールの使い方について、簡単なプログラム例をまじえて説明し
ています。

プログラミングコンソールの基本操作の方法を項目別に説明しています。

４

第４章　プログラムの書き込みと修正
プログラムモードでのプログラム書き込み、読み出し、修正方法を項目別に説明して
います。

５

第５章　プログラムの動作確認と調整
プログラムの動作確認に必要なモニタ操作、変更操作を項目別に説明しています。

６

第６章　メンテナンスのための操作
CPUユニット内蔵時計の時間設定、サイルタイム読み出し、異常・メッセージ読み出
しの操作方法を説明しています。

７

第７章　メモリカードの操作
メモリカードとのデータ転送の操作方法を説明しています。

８

第８章　PCシステム設定
PCシステム設定の操作方法を説明しています。

付

付録
ASC IIコード表、エラー表示一覧、PCシステム設定一覧を掲載しています。
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■使用できるプログラミングコンソール

CS/CJシリーズ用で使用できるプログラミングコンソールは、形CQM1H-PRO01また
は形CQM1-PRO01、形C200H-PRO27です。下記のキーシートおよび接続ケーブルが
必要です。

■ プログラミングコンソールが接続できるCS/CJシリーズCPUユ
ニット

プログラミング
コンソール本体 キーシート（必要） 接続ケーブル（必要）

形C200H-PRO27

形CS1W-CN224
（ケーブル長2.0m）
形CS1W-CN624
（ケーブル長6.0m）

1-1　プログラミングコンソールの適応機種

キーシート
形CS1W-KS001

・プログラミングコンソールは、CPUユニットのペリフェラルポートに接続しま
す。（RS-232Cポートには接続することはできません。）

・CS1D CPU二重化システムでは、アクティブ側のCPUユニットに接続してくだ
さい。

SYSMACPROGRAMABLE CONTROLLERCPU42

OPEN

OPEN

PERIPHERAL

PORT (RS-232C)

BUSY

RUN

ERR/ALM

INH
PRPHL/COMN

MCPWR

PRO  01 
PRO  01 PROGRAMMING  CONSOLE

PROGRAMMING  CONSOLE

CTRS
VOL

減速停止 一時停止 実行 エラー リセット 

モニタ JOG
MPG

変更 ティーチ 

原点 サーチ 運転 
拡張 タスク 切替 オーバー ライド 

7
8

9
+／– 

–X
+X

形 CQM1H-PRO01
形CQM1-PRO01

形C200H-PRO27
形CS1W-KS001

ケーブル2m付
形CS1W-CN114（ケーブル長0.05m）
形CS1W-CN224（ケーブル長2.0m）または
形CS1W-CN624（ケーブル長6.0m）

形CQM1-PRO01

形CS1W-CN114
（ケーブル長0.05m）

CQM1-PRO01 に
付属のケーブル

キーシート
形CS1W-KS001

SYSMAC�PROGRAMABLE CONTROLLER�CPU42

OPEN

OPEN

PERIPHERAL

PORT (RS-232C)

BUSY

RUN

ERR/ALM

INH
PRPHL/COMN

MCPWR

PRO  01 
PRO  01 PROGRAMMING  CONSOLE

PROGRAMMING  CONSOLE

CTRS
VOL

減速停止 一時停止 実行 エラー リセット 

モニタ JOG
MPG

変更 ティーチ 

原点 サーチ 運転 
拡張 タスク 切替 オーバー ライド 

7
8

9
+／— 

—X
+X

形COM1H-PRO01

CQM1H-PRO01に
付属のケーブル

キーシート
形CS1W-KS001

SYSMAC�PROGRAMABLE CONTROLLER�CPU42

OPEN

OPEN

PERIPHERAL

PORT (RS-232C)

BUSY

RUN

ERR/ALM

INH
PRPHL/COMN

MCPWR

PRO  01 
PRO  01 PROGRAMMING  CONSOLE

PROGRAMMING  CONSOLE

CTRS
VOL

減速停止 一時停止 実行 エラー リセット 

モニタ JOG
MPG

変更 ティーチ 

原点 サーチ 運転 
拡張 タスク 切替 オーバー ライド 

7
8

9
+／– 

–X
+X

CS/CJ
CS/CJ CS/CJ

シリーズ CPUユニット形式 本マニュアルでの略記

CSシリーズ 形CS1H-CPU6□-V1 CS1 CPUユニット
形CS1G-CPU4□-V1

形 CS1H-CPU6□H CS1-H CPUユニット
形CS1G-CPU4□H

形CS1D-CPU6□H CS1D CPUユニット
形CS1D-CPU□□S

CJシリーズ 形CJ1G-CPU4□ CJ1 CPUユニット

形CJ1H-CPU6□H CJ1-H CPUユニット
形CJ1G-CPU4□H
形CJ1G-CPU□□P

形CJ1M-CPU□□ CJ1M CPUユニット



1-3

１
　
取
扱
方
法

1 -2　プログラミングコンソールの使用目的

■プログラミングコンソールの使用目的

CS/CJシリーズ用のプログラミングコンソール（略して「プロコン」）は、CS/CJシリー
ズのユーザプログラムの書き込みや現場調整、保守を使用目的としています。
比較的大規模なユーザプログラムの作成、編集には、CX-Programmer（Windowsパソ
コン用周辺ツール）をご使用ください。

●接続するCPUユニットタイプに応じた、本プログラミングコンソールの機能上の相
違点
接続するCPUユニットのタイプに応じて、プログラミングコンソール関連の機能
は、以下の点で異なります（なお、以下の点以外は、CPUユニットのタイプによる
本プログラミングコンソールの機能上の相違点はありません）。

CSシリーズ CJシリーズ
CPUユニットタイプ

CS1 CPUユニット CS1-H CPUユニット CJ1 CPUユニット CJ1-H CPUユニット

電源ON時動作モード
（PCシステム設定がデ
フォルトで、プログラ
ミングコンソール接続
なし時）

和英メッセージの言語
選択

「プログラム」
モード

「運転」モード 「運転」モード 「運転」モード

CPUユニット前面
ディップスイッチ
SW3による

プログラミングコ
ンソールキー操作
による

プログラミングコ
ンソールキー操作
による

プログラミングコ
ンソールキー操作
による

1 - 2　プログラミングコンソールの使用目的
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■プログラミングコンソールの主な役割

プログラミングの手順として、はじめにCX-Programmer（Windowsパソコン用周辺ツー
ル）を使用してプログラムを作成し、PC本体でのデバッグ運転までを完了させます。
その後の動作モードの変更、ラダープログラムの一部変更やモニタ、I/Oメモリの現在
値の変更、PCシステム設定の変更、異常情報の読み出しなどにプログラミングコン
ソールを使用します。また、メモリカードまたはEMファイルメモリとPC内のデータ
転送、照合も実行できます。

プログラミング

プログムチェック

I/Oテーブル作成

プログラムのPCへの転送

デバッグ

正常

試運転
モニタ

本運転

モニタ
発生中の異常情報読み出し

正常

Yes

Yes

プログラムの修正

タイマ /カウンタ設定値変更
PCシステム設定の変更
割付DM等の設定

：プログラミングコンソールで
できる機能

No

No

プログラミング

・サイクル実行タスクが
1つの場合

・サイクル実行タスクが
複数の場合

PCシステム設定

割付DM等の設定

プログラミングコンソールでは、複数のサイクル実行タスクを作成することは
できません。複数のサイクル実行タスクを作成する場合は、CX-Programmer
（Windows用周辺ツール）を使用してください。

メモリカード/EMファイ
ルメモリの初期化
メモリカード /EMファイル
　　PC間のデータの転送
メモリカード /EMファイル
　　PC間のデータの照合

1 - 2　プログラミングコンソールの使用目的

（オンライン
　エデット）

（ラック先頭チャネル設定はできません）
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1 - 3　プログラミングコンソールの機能一覧

プログラミングコンソールの機能は次のとおりです。

操作設定

ブザー音のON/OFF

保守

異常およびメッセージの読み出し /解除
サイクルタイム読み出し

メモリクリア

メモリクリア

クリア開始プログラムアドレス指定
クリア対象除外エリアの指定

ラダープログラミング

アドレス設定
検索

タスク選択

命令語の書き込み
オペランド入力

命令語の実行型の変更

命令語検索
接点検索

プログラム修正 命令語の上書き
命令語の挿入
命令語の削除
接点番号の変更
a接点 /b接点の変更

タイマ /カウンタ設定値変更1（定数 /チャネル指定）
タイマ /カウンタ設定値変更2（定数指定の微調整）

タイマ /カウンタ設定値変更

I/Oテーブル作成 /照合

I/Oテーブル作成
I/Oテーブル照合

プログラム書き込み

プログラム読み出し

メモリオールクリア

クリア対象除外エリアの指定

P. 4-27参照

P. 4-26参照

P. 4-25参照

P. 4-21参照

P. 4-22参照

P. 4-23参照

P. 4-24参照

P. 4-17参照

P. 4-18参照

P. 4-19参照

P. 3-17参照

P. 6-5参照

P. 6-4参照

P. 3-19参照

P. 3-22参照

P. 3-14参照

P. 3-10参照

P. 3-10参照

P. 3-16参照
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1- 3　プログラミングコンソールの機能一覧

特殊機能

時計時間の読み出し /設定
PCシステム設定

モニタ

I/Oモニタ

I/O多点モニタ

微分モニタ

現在値変更

16進またはBCD表示での変更
符号付き10進モニタでの変更
符号なし10進モニタでの変更
ASCIIモニタでの変更
チャネル（多ビット）モニタでの変更

強制セット /リセット

強制セット /リセット
強制セット /リセット全点一斉解除

表示変更

符号付き10進モニタ
符号なし10進モニタ
ASCIIモニタ
チャネル（多ビット）モニタ

メモリカードの操作

PC→メモリカード転送
メモリカード→PC転送
メモリカード照合
メモリカード削除
メモリカード初期化

P. 5-17参照

P. 5-18参照

P. 5-19参照

P. 5-16参照

P. 5-27参照

P. 5-26参照

P. 5-21参照

P. 5-22参照

P. 5-24参照

P. 5-29参照

P. 5-30参照

P. 6-2参照

P. 8-10参照

第7章参照

P. 7-5参照

P. 7-10参照

P. 5-4参照

P. 5-12参照

P. 5-31参照

オンラインエディット P. 5-32参照

命令の実行型変換

プログラム修正 命令語の上書き
命令語の挿入
命令語の削除
接点番号の変更
a接点 /b接点の変更

タイマ /カウンタ設定値変更1（定数 /チャネル指定）
タイマ /カウンタ設定値変更2（定数指定の微調整）

タイマ /カウンタ設定値変更 P. 5-39参照

P. 5-38参照

P. 5-37参照

P. 5-32参照

P. 5-34参照

P. 5-35参照

P. 5-36参照

P. 7-14参照

P. 7-17参照

P. 7-4参照
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プログラミングコンソールでは、次の操作はできません。これらの操作については、
CX-Programmer（Windowsパソコン用周辺ツール）をご使用ください。

・複数のサイクル実行タスクの作成

・プログラムチェック

・通信ユニット関連操作

・異常履歴情報の表示

・ラック先頭チャネルの設定

・データトレース

・プログラム読み出しプロテクトの設定／解除

1-4　プログラミングコンソールにできないこと
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1-5　各部の名称と機能

■取り扱いについて

プログラミングコンソールは、特に点検調整を必要とするところはありませんが、次
の点にご留意ください。

・持ち運び時、手持ち操作時に、過度の衝撃を与えないでください。
　特に、キー操作部、LCD表示部にはご注意ください。
・形C200H-PRO27には、接続コネクタは2箇所にありますが、どちらか一方を使用し
てください。
・接続ケーブルを接続するときは、「カチッ」と音がするまで確実に差し込んでくださ
い。
・接続ケーブルを外すときは、コネクタ両サイドのレバーをつまんで、ロックを解除
してから引き抜いてください。
・接続ケーブルは、過度の引っ張りやねじりを加えないでください。
・使用周囲温度は、0～55℃です。パネルに取り付けて使用するときにはご配慮くだ
さい。

■使用環境について

以下のような環境での設置、使用はおやめください。

・使用周囲温度・湿度が仕様の範囲を超える場所。
・強い振動が直接伝わる場所。
・強い磁気、電磁波に直接さらされる場所。
・直射日光下。
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PRO01�PRO01�
PROGRAMMING CONSOLEPROGRAMMING CONSOLE

RUN
MONITOR

PROGRAM

～�～�

7 8 9

6

TIM CH
DM＊�

接点�
定数�＃�

変更�

54

1 2 3

0 クリア�

_↑
_

_↑
_

セット� 削除�モニタ�

挿入��
リセット�

照合�書込�

FUN SFT NOT シフト�
DR
IR

TN
AND

,IR+
,IR

G

ST
OR

H

TK
CNT

I

,-IR
TR

表示切替J

AA
LD
M

7

E

B

A

F

C D

8 9 S T U

7 8 9 V W X

1

0

2 3 Y Z

AC
OUT

N O Q R

EM
DM

CF
検索�

英字�
！�

＊EM_

EM_/EXT

P

＊EM
WR/LR

K

AR
HR

L

A B C ED F

7 8 9

6

PRO27�PRO27�
PROGRAMMING CONSOLEPROGRAMMING CONSOLE

EAR   MIC

TIM CH
DM＊�

接点�
定数�＃�

変更�

54

1 2 3

0 クリア�

_↑
_

_↑
_

セット� 削除�モニタ�

挿入��
リセット�

照合�書込�

FUN SFT NOT シフト�

RUN
MONITOR

PROGRAM

DR
IR

TN
AND

,IR+
,IR

G

ST
OR

H

TK
CNT

I

,-IR
TR

表示切替J

AA
LD
M

7 8 9 S T U

7 8 9 V W X

1

0

2 3 Y Z

AC
OUT

N O Q R

EM
DM

CF
検索�

英字�
！�

＊EM_

EM_/EXT

P

＊EM
WR/LR

K

AR
HR

L

A B C ED F

�

E

B

A

F

C D

■各部の名称

形CQM1-PRO01

形C200H-PRO27

LCD表示部

モード切り替え
スイッチ

キー操作部
※専用キーシート（形CS1W-KS001）
を取り付けて使用してください。

形CS1W-CN224（ケーブル長 2.0m）
形CS1W-CN624（ケーブル長 6.0m）

形CS1W-CN114
（ケーブル長0.05m）

カセットレコーダ用ジャック
※CS/CJシリーズでは使用しません。

・接続ケーブル

・接続ケーブル。

1- 5　各部の名称と機能

LCD表示部

モード切り替え
スイッチ

キー操作部
※専用キーシート（形CS1W-KS001）
を取り付けて使用してください。

7 8 9

6

PRO01�PRO01�
PROGRAMMING CONSOLEPROGRAMMING CONSOLE

ORAND

LD OUT TIM CH
DM＊�

接点�

定数�＃�

検索�変更�EXT

5F4E

1B 2C 3D

0A クリア�

削除�モニタ�

挿入�

照合�書込�

TRCNT

FUN SFT NOT シフト�

RUN
MONITOR

PROGRAM

LR
＊�EM

EM

DM

セット�

リセット�

HR

AR

～�～�

形CQM1H-PRO01

ケーブル長：2m
※形CQM1H-PRO01は直接CS/CJシリー
ズ -CPUユニットに接続できます。
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モード切り替えスイッチ

モード切り替えスイッチのキーは、RUN（運転）とMONITOR（モニタ）の位置で抜
くことができます。PROGRAM（プログラム）の位置では抜くことができません。

PROGRAMRUN
MONITOR

○
○ ×

○：キーが抜けます。
×：キーが抜けません。

液晶表示コントラスト

右側面のボリュームにより液晶表示のコントラストを調節することができます。

ブザー音量

形C200H-PRO27は、右側面のレバーによりブザーの音量を調節することができます。
形CQM1H-PRO01／形CQM1-PRO01にはブザー音量の調節機能はありません。

ブザー音量 小

ブザー音量 大

形C200H-PRO27

・ブザー音のON/OFFについては、3-5項「ブザー音を消す」をお読みください。

1 - 5　各部の名称と機能

コントラスト調節ボリューム
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■モード切り替えスイッチと動作モード

1-5　各部の名称と機能

モード切り替えスイッチのキー操作とCPUの動作モードとの対応は以下のようになり
ます。

PROGRAMRUN
MONITOR

キー操作 動作モード 機能

「プログラム」
モード

PROGRAMRUN
MONITOR

PROGRAMRUN
MONITOR

「モニタ」モード

「運転」モード

CPUユニットは停止状態にあり、ユーザプログラ
ムの書き込み、変更、メモリクリアやプログラム
チェックなどのプログラム処理ができます。

CPUユニットは運転状態にあり、入出力の処理は
運転モードと同様に行います。このモードでは
CPU ユニットの運転状況のモニタ、接点の強制
ON/OFF、タイマ /カウンタの設定値 /現在値の変
更、チャネルデータの現在値変更、オンラインエ
ディットなどが可能で、システムの試運転調整時
などに用います。

CPUユニットの本運転時に使用します。このモー
ドではCPUユニットの運転状況のモニタはできま
すが、接点の強制ON/OFF、現在値/設定値の変更
はできません。

電源投入時のCPUユニットの動作モードは、PCシステム設定の「電源ON時の動作
モード」（アドレス81）および周辺ツールの接続状態に応じて、以下のようになりま
す。

■電源投入時の動作モードについて

PCシステム設定の
「電源ON時の動作モード」（アドレス 81）

周辺ツールの接続 電源ON時の動作モード

PRCN：プロコンのモード切替スイッチ
に従う

PRG：「プログラム」モード

接続なし

プロコン接続

プロコン以外接続

「プログラム」モード
（CS1 CPUユニット）
「運転」モード
（CJ1/CJ1-H/CS1-H CPUユニット）
プロコンのモード切替スイッチの
設定
「プログラム」モード
（CS1 CPUユニット）
「運転」モード
（CJ1/CJ1-H/CS1-H CPUユニット）

MON：「モニタ」モード

RUN：「運転」モード

無関係

無関係

無関係

「プログラム」モード

「モニタ」モード

「運転」モード
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1-5　各部の名称と機能

■操作キーの機能

キートップには、「通常入力」「シフト入力」「英字入力」の3つのモード（P.3-4参照）
での入力文字が記されています。

L

AR
HR 0

0

A

FUN

A

英字入力モード英字入力モード

通常入力モード通常入力モード通常入力モード

英字入力モード

シフト入力モード シフト入力モード

キー 通常入力 シフト入力 英字入力

,IR ＋
,IR

FUN

B
SFT

C
NOT

D

DR
IR E

F
シフト

TN
ANDG

ST
OR
H

TK
CNT

I

,－ IR
TR
J

＊EM
WR/LR
K

AR
HR
L

AA
LD
M

AC
OUT
N

0
TIM

EM
DM
P

CH
＊DM

Q

・FUN No.入力
・タスク選択（変更）
・PCシステム設定　（シ
フトモニタ）など

SFT

NOT

,IR
（インデックス
レジスタ間接）

・シフトモード

AND

IR
（インデックス
レジスタ直接）

DR
（データレジスタ）

OR

CNT
（カウンタ）

・表示形式の切替
・TR
　（一時記憶リレー）

HR
（保持リレー）

・WR
　（内部補助リレー）
・LR
　（リンクリレー）

LD

OUT

TIM
（タイマ）

DM
（データメモリ）

＊DM
（データメモリ間接）

EM
（カレントバンクの
拡張データメモリ）

CIOの
チャネル

AR
（特殊補助リレー）

＊EM
（拡張データメモリ間接）

,－ IR
（インデックスレジスタ
オートデクリメント）

,IR＋
（インデックスレジスタ
オートインクリメント）

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

N

O

P

Q

キー 通常入力 シフト入力 英字入力

CF
検索

T
変更

U

セットV

W
削除

リセット
Y

Z

英字
!

0

変更

検索

・モニタ

・立上り微分
・強制セット

リセット

挿入

照合

書込

0

CF
（コンディションフラッグ）

R

S

T

U

V

W

X

Y

Z

接点
#定数R

#定数
（BINまたはBCD）

接点
（ビット指定）

＊EM
EM_/EXTS

（バンク番号指定を含
む拡張データメモリ）

＊ EM
（拡張データメモリ間接）

（現在値、タイマ/
カウンタ変更など）

セット

削除

X
モニタ

（I/Oモニタ、
I/O 多点モニタ）

・立下り微分
・強制リセット

挿入

!
（都度リフレッシュ）

・英字モード

クリア
・値をクリア
・直前へ戻る

照合

書込

↑

↓

・プログラムア
ドレス前へ
・削除書込

・プログラムア
ドレス後へ
・次の設定へ

9

A

F

16進数A
0

〜

5

F
5

〜

9
9

○

○

○

○

○

○

○

○

0

9

○

○

○

○

○

・微分モニタ

・微分モニタ

表示切替

・メモリクリア

・EM_

・メモリオールクリア

A

TK
（タスクフラグ）
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FUN
A

SFT
B

NOT
C

,IR+
,IR

D E
シフト

F

DR
IR

G H I

,-IR
TR

J K L

＊EM
WR/LR

AR
HR

TK
CNT

M N O

EM
DM

P Q R

CH
＊DM

接点
＃定数TIM

7
7

8
8 9

＊EM_
EM_/EXT

S T U

CF
検索9 変更

4
4

5
5 6 V W X

6 削除セット モニタ

1
1

2
2 3 Y Z

3 挿入
リセット ↑

0
0

クリア 書込照合 ↓
英字
!

ST
OR

TN
AND

AA
LD

AC
OUT

A

B C D

E F

表示切替

■キー配置

1- 5　各部の名称と機能

※

※基本命令の入力を意味する場合、本文中では、

　　　　　　　　　　　　　　 　のキーシンボルを使用しています。AND OR LD OUT CNT
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2. プログラミングコンソールのケーブルは、必ずペリフェラルポートに接続してくだ
さい。RS-232Cポートには接続できません。

プログラミングコンソールは、PCが通電中でも接続することができます。また、CPU
ユニットが「運転」「モニタ」「プログラム」のいずれのモードにあるときも着脱がで
きます。

○

×

ペリフェラルポートに接続してください。

RS-232Cポートでは使用できません。

コネクタの向きを確かめて、
カチッと音がするまで差し込
んでください。

■接続

1 -6　プログラミングコンソールの接続と取り付け

形C200H-PRO27には、ケーブルコネクタが
2箇所あります。どちらか一方のコネクタ
を使用し、取り外したカバーは下図のよう
に固定保管してください。

1. 形 C200H-PRO27の場合、プログラミングコンソールに接続ケーブル（形CS1W-
CN224または形CS1W-CN624）のコネクタを接続します。

コネクタの向きを確かめて、
カチッと音がするまで差し込
んでください。

カバー ツメまたは小さな
マイナスドライバで
開けてください。

・CSシリーズの場合

・CJシリーズの場合

コネクタの向きを確認
します。�

コネクタのつまみ部を
押さえながら装着しま
す。�
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■パネル取り付け

取付け穴加工寸法
（DIN43700準拠）

186

92▲

▲

▼

▲

＋1.1
－0

＋0.8
－0適用パネル厚  1.0～3.2mm

金
具

ネジ2個

37

15

約80mm必要です

約70mm必要です

どちらか一方のコネクタを
使用してください

パネル取り付け時は、ケーブル高さを考慮してください。

プログラミングコンソールをパネルに取り付ける場合は、形C200H-PRO27プログラミ
ングコンソールを使用し、以下の取り付け方法に従ってください。（取付金具：形
C200H-ATT01は別売です。）

1 - 6　プログラミングコンソールの接続と取り付け

3. 接続ケーブルを取り外す場合は、コネクタの両側にあるロック解除レバーを指では
さんで引いてください。

ロック解除ツマミ
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1 -6　プログラミングコンソールの接続と取り付け

プログラミングコンソールにキーシートを取り付ける場合は、ケースフロントの溝に
スライドさせ、挿入してください。（キーシート：形CS1W-KS001は別売です。）

■キーシート取り付け

PR001PROGRAMMING CONSOLE

MONITOR
RUN

PROGRAM

OMRON

7

8

9

EXT
変更�

検索�

4
E

F

B

C

D
A

5

6
セット�

削除�
モニタ�

1

2

3
リセット�

挿入�

書込�

0

クリア�
照合�

�

M

N TIM
O

P

Q

R

7
7

8
8

9
9

S 変更�
T

U

4
4 5

5 6
6 セット�

V 削除�
W モニタ�

X

1
1

2
2

3
3

Y 挿入�
Z

0
0

E

F
B

C

D

A

クリア�
照合�

書込�

AA�LD
AC�OUT

EM�DM

*EM＿�EM＿/EXT

リセット�

CF�検索�
英字�！�

CH�*DM CONT�
＃定数�

FUN
A SFT

B NOT
C

IR+�IR
D

E SHIFT
F

G

H

I

J

D I S P

K

L

DR�IR

TN�AND ST�OR
TK�CNT －IR�TR *EM�WR/LR AR�HR



2-1

２
　
初
め
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
ソ
ー
ル
を
使
用
す
る
と
き

第 2 章

初めてプログラミングコンソールを使用するとき
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CS/CJシリーズプログラミングコンソールを初めて使用するときには、以下の手順で
行ってください。

・SW1、SW4は必ずOFFに設定し
てください。

お願い

PC電源をOFF

CPUユニットにRAMバックアップ
用の電池（バッテリ）を装着

CPUユニットのディップスイッチを設定
　SW1：OFF（ユーザプログラムメモリ書き込み可）
　SW3：OFF（日本語表示）

＜CS1 CPUユニットのみ＞
　SW4：OFF（ペリフェラルポート自動認識）

プロコンをCPUユニットに接続

パスワード入力／言語選択
＜CJ1/CJ1-H/CS1-H CPUユニット＞

クリア モニタ を押す）

メモリのオールクリア

I/Oテーブル作成

異常およびメッセージの読み出し /解除

プログラミング開始

（

・パスワードを入力する前に、モー
ド切り替えスイッチが「プログ
ラム」モードになっていること
を確認してください。

お願い

2 - 1　プログラミングの手順

モード切替スイッチを「プログラム」モードに設定

PC電源をON

・CSシリーズでは必ず必要です。
・CJシリーズでは、ユニットの誤
装着検知または空きチャネル確
保のときに必要です。それ以外
では必要ありません。
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2-2　プログラミングコンソールの接続

プログラミングコンソールのケーブルは、必ずペリフェラルポートに接続してくださ
い。RS-232Cポートには接続できません。

プログラミングコンソールは、PCが通電中でも接続することができます。また、CPU
ユニットが「運転」「モニタ」「プログラム」のいずれのモードにあるときも着脱する
ことができます。

上部のすきまに小型マ
イナスドライバを挿入
し、前へ引き上げます。

コネクタの向きを確認
します。

コネクタのつまみ部を押
さえながら装着します。

・CSシリーズ

・CJシリーズ

コネクタの向きを確認
します。�

コネクタのつまみ部を
押さえながら装着しま
す。�
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2. 電源を投入すると電源ユニットの「POWER」LEDが点灯し、プログラミングコン
ソールの表示部に以下が表示されます。

クリア モニタ

・パスワードは不用意に運転を開始しないように、また不特定の人がPCを操作し
ないよう、事故防止、安全性向上のために設けられています（P.3-2参照）。
・パスワード　クリア　モニタ　キーの入力は、電源を投入したとき、およびプロ
グラミングコンソールを取り付けたとき、電源投入後キー操作を開始する前に必
要です。
・パスワード入力後、　シフト　１　キーを押すと、キー操作時のブザー音を消す
ことができます。

初めて電源を投入する場合は、以下の手順に従ってください。

2 -3　初めて電源を投入する場合

1. プログラミングコンソールのモード切り替えスイッチを必ず「プログラム」モード
に設定して、電源を投入してください。

PROGRAMRUN
MONITOR

・プログラミングコンソールは、PCが通電中でも接続することができます。また、
CPUユニットが「運転」「モニタ」「プログラム」のいずれのモードにあるときも
着脱することができます。

＜プロク゛ラム＞　　
パスワード！

＜プロク゛ラム＞　　　　　　ＢＺ

SYSMACPROGRAMABLE CONTROLLERCPU42

OPEN

OPEN

PERIPHERAL

PORT (RS-232C)

BUSY

RUN

ERR/ALM

INH
PRPHL/COMN

MCPWR

PRO  01 
PRO  01 PROGRAMMING  CONSOLE

PROGRAMMING  CONSOLE

CTRS
VOL

減速停止 一時停止 実行 エラー リセット 

モニタ JOG
MPG

変更 ティーチ 

原点 サーチ 運転 
拡張 タスク 切替 オーバー ライド 

7
8

9
+／– 

–X
+X

～
電源ON

CS1 CPUユニットの場合

CS1 CPUユニットの場合

＜ＰＲＧ＞　　３：ＪＰＮ→ＥＮＧ
ＰＡＳＳＷＯＲＤ！

CJ1/CJ1-H/CS1-H CPUユニットの場合

＜ＰＲＧ＞　　　　　　　　　ＢＺ
３：ＪＰＮ→ＥＮＧ

CJ1/CJ1-H/CS1-H CPUユニットの場合
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2-3　初めて電源を投入する場合

モニタ

5. プログラミングコンソールでI/Oテーブルを作成するときは、I/Oテーブル作成操作
を行います。（P.3-19参照）

・割込タスクを作成するときは、必ず、ワリコミ「１：アリ」でメモリオール
クリアを行ってください。
　「０：ナシ」でメモリオールクリアを行うと、割込タスクを作成することが
できなくなります。その場合は再度「１：アリ」でメモリオールクリアを行っ
てください。
・プログラミングコンソールでは、複数のサイクル実行タスクを作成すること
はできません。複数のサイクル実行タスクを作成する場合は、CX-Program-
mer（Windows用周辺ツール）を使用してください。

4. メモリのオールクリアを行います。
　メモリオールクリア操作はメモリエリアを初期化（フォーマット）する操作です。

NOT

0

_↑
セット

・メモリオールクリア「0：オール」を選択します。

００００００メモリクリア　　　？
ＣＨＷＡ　ＴＣＤＥ　　　　　　Ｐ

００００００メモリオールクリア？
ワリコミ　０：ナシ　　１：アリ

００００００メモリクリア　　　？
０：オール　　　１：タスク

００００００メモリクリアチュウ
ワリコミ　０：ナシ

モニタ

０ ００００００メモリオールクリア？
ワリコミ　０：ナシ

・サイクル実行タスク1つと複数の割込タスクを作成する場合「１：アリ」を、サ

イクル実行タスク1つだけを作成する場合「０：ナシ」を選択します。

００００００メモリオールクリア
オワリ　　０：ナシ

_
↓

リセット

3. 初期画面を表示します。

 ・メモリ異常が表示されたときは、  クリア  キーを数回押してください。初期画面
に戻ります。
・I/O照合異常があるときは、「Ｉ/Ｏショウコ゛ウイシ゛ョウ」と表示されます。正
しいユニットを実装するか、無視する場合は　クリア　キーを押します。

初期画面 クリア ００００００　ＣＴ＊＊
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6. 異常およびメッセージの読み出し／解除を行います。

FUN

クリア

モニタ

・異常が表示されたときは、異常解除を行ってから  モニタ  キーを押すことによ
り異常表示がクリアされます。複数の異常表示がある場合、この操作を繰り返し
てください。

００００００
ＦＵＮ（？？？）

イシ゛ョウ／メッセーシ゛
ヨミタ゛シ　ＯＫ

００００００　ＣＴ００

2- 3　初めて電源を投入する場合
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2 - 4　プログラムの書き込み方

プログラムの書き込みの準備ができたら、プロコンの操作に慣れていただくために簡
単なプログラムを書き込んでみましょう。

000000 000001 000100

000100

END（001）

000000 002001

END（001）

MOV（021）
　　#00FF
　　D00100

・プログラム例

サイクル実行タスクNo.0（CT00） 割り込みタスクNo.2（IT002）

ニモニック ニモニック

アドレス
000000
000001
000002
000003

000004
000005
000006
000007

命令
LD
OR
AND  NOT
OUT
TIM

LD
OUT
END（001）

データ
000000
000100
000001
000100
0000
#0100
T0000
000101

アドレス
000000
000001
000002
000003
000004
000005

命令
LD
AND
MOV（021）

END（001）

データ
000000
002001

#00FF
D00100

・上記プログラムを書き込む場合、必ず割り込みプログラムを“１：アリ”でメ
モリのオールクリアを実行してください。P.2-7参照。
・プログラムの作成方法については、ユーザーズマニュアルをご覧ください。

1. 画面を初期化します。

初期画面 クリア ００００００　ＣＴ００

タスクNo.プログラムアドレスNo.

2. 　↓　キーを押します。

↓ ００００００　ＣＴ００
ＥＮＤ（００１）

○ ○ ○

T0000 000101

TIM0000
#0100
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2-4　プログラムの書き込み方

・　↓　キーを押すとEND命令が読み出されます。メモリのオールクリアを行っ
たあとは、すべてのタスクのプログラムアドレス0にEND命令が書き込まれま
す。

・プログラムの新規書き込みは、このEND命令を表示しているアドレスに対して
行います。

3. サイクル実行タスクのプログラムを書き込みます。

・LD  000000の書き込み

LD ００００００
ＬＤ　　　　　　　　００００００

0（ ）
数値データの入力は有効
数字だけでかまいません。

書込 ０００００１　ＣＴ００
ＥＮＤ（００１）

　書込　キーを押すと一時的に「カキコミ」を表示し、書き込みが完了するとアドレスが
1つ繰り上がり、END命令が次の（最終）アドレスに自動的に送られます。

プロコンの書き込みは上書き方式が基本ですが、END命令のアドレスに対
してのみ、挿入方式でプログラム書き込みが行われます。

・OR  000100の書き込み

OR ０００００１
ＯＲ　　　　　　　　０００１００

1 0 0

書込 ０００００２　ＣＴ００
ＥＮＤ（００１）

・AND  NOT  000001 の書き込み

AND ０００００２
ＡＮＤ　Ｎ　　　　　０００００１

NOT 1

書込 ０００００３　ＣＴ００
ＥＮＤ（００１）
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4. サイクル実行タスクのプログラムを読み出して確認します。

・画面を初期化します。

初期画面 クリア ００００００　ＣＴ００

・　↓　キーを押してプログラムを順番に読み出し、ニモニックと一致しているか
確認してください。プログラムが間違っているときは、修正してください。

↓

０００００１　ＣＴ００
ＯＲ　　　　　　　　０００１００

↓

００００００　ＣＴ００
ＬＤ　　　　　　　　００００００

○ ○ ○

2 - 4　プログラムの書き込み方

・OUT  000100の書き込み

OUT ０００００３
ＯＵＴ　　　　　　　０００１００

1 0 0

書込 ０００００４　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　　　＃００００

・タイマ命令の書き込み

TIM ０００００４
ＴＩＭ　　　　　　　　　００００

書込 ０００００５　ＣＴ００
ＥＮＤ（００１）

０００００４　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　　　＃０１００

1 0 0

・ＬＤ　ＴＩＭ００００の書き込み

LD ０００００５
ＬＤ　　　　　　　　　Ｔ００００

書込 ０００００６　ＣＴ００
ＥＮＤ（００１）

・OUT  000101の書き込み

OUT ０００００６
ＯＵＴ　　　　　　　０００１０１

1 0 1

書込 ０００００７　ＣＴ００
ＥＮＤ（００１）

書込 ０００００４　ＣＴ００
ＥＮＤ（００１）

TIM
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０００００２　ＣＴ００
ＡＮＤ　Ｎ　　　　　０００００１

０００００３　ＣＴ００
ＯＵＴ　　　　　　　０００１００

↓

↓

↓ ０００００７　ＣＴ００
ＥＮＤ（００１）

5. 割り込みタスクに切り替えます。

・画面を初期化します。

初期画面 クリア ００００００　ＣＴ００○ ○ ○

・タスクを切り替えます。

FUN ００００００　
ＦＵＮ（？？？）

変更 ０：サイクルシ゛ッコウタスク
１：ワリコミタスク

1

2 ００００００　ＩＴ００２書込

０００００４　ＣＴ００
ＴＩＭ　　　　　　　　　００００

↓

０００００４　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　　　＃０１００

↓

０００００５　ＣＴ００
ＬＤ　　　　　　　　　Ｔ００００

↓

０００００６　ＣＴ００
ＯＵＴ　　　　　　　０００１０１

↓

6. 割り込みタスクのプログラムを書き込みます。

・LD  000000の書き込み

LD ００００００
ＬＤ　　　　　　　　００００００

0（ ）

書込 ０００００１　ＩＴ００２
ＥＮＤ（００１）

2- 4　プログラムの書き込み方

ワリコミタスクＮｏ．？
　　　　　　　　　　　　　０００
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・転送先データの書き込み

０００００２　ＭＯＶ
セッテイＢ　　　　　Ｄ００１００

１ 0 0

書込 ０００００３　ＩＴ００２
ＥＮＤ（００１）

DM

最後の設定値を書き込むときは、かならず　書込　キーを押してください。
　↓　キーでは書き込むことはできません。

・AND  002001 の書き込み

AND ０００００１
ＡＮＤ　　　　　　　００２００１

2

書込 ０００００２　ＩＴ００２
ＥＮＤ（００１）

0 0 1

・転送命令MOV(021)の書き込み

FUN

0 ０００００２
ＦＵＮ（０？？）

2 ０００００２　
ＦＵＮ（０２？）

1 ０００００２
ＭＯＶ（０２１）

０００００２
ＦＵＮ（？？？）

応用命令を書き込むときは、ファンクションNo.には正しく3桁の番号を
入力してください。“0”を省略すると書き込みできません。もう一度、
　FUN　キーを押して入力し直してください。

書込 ０００００２　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　　　　００００

↓（ ）または

・転送元データの書き込み

０００００２　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　　　＃００ＦＦ

接点
#定数 シフト

F
5 シフト

F
5

書込 ０００００２　ＭＯＶ
セッテイＢ　　　　　　　００００

↓（ ）または

2 - 4　プログラムの書き込み方
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7. 割り込みタスクのプログラムを読み出して確認します。

・画面を初期化します。

初期画面 クリア ００００００　ＩＴ００２

・　↓　キーを押してプログラムを順番に読み出し、ニモニックと一致しているか
確認してください。プログラムが間違っているときは、修正してください。

↓

↓

↓

↓

↓

○ ○ ○

００００００　ＩＴ００２
ＬＤ　　　　　　　　００００００

０００００１　ＩＴ００２
ＡＮＤ　　　　　　　００２００１

０００００２　ＩＴ００２
ＭＯＶ（０２１）

０００００２　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　　　＃００ＦＦ

０００００２　ＭＯＶ
セッテイＢ　　　　　Ｄ００１００

↓ ０００００３　ＩＴ００２
ＥＮＤ（００１）

2- 4　プログラムの書き込み方
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2 -5　プログラムを動作確認する

プログラムが正しく書き込まれていることが確認できたら、試しにプログラムを実行
してみます。入出力ユニットを装着する必要はありませんが、「モニタ」モードに切り
換えると運転を開始しますので、入出力ユニットが装着されているときは、出力配線
を外すか負荷遮断フラグをONに設定してください。

1. 「モニタ」モードに切り換えます。

PROGRAMRUN
MONITOR

PROGRAMRUN
MONITOR

・モード切換スイッチを「モニタ」モードに切り換えて、PCを「モニタ」モード
で運転します。

・　↓　↑　キーでプログラムを読み出すと、実行状態をモニタすることができま
す。この操作を導通モニタといいます。
ただし、ここで表示される値は1サイクルの処理結果が表示されます。プログラム実行時
の値ではありません。

2. サイクル実行タスクに切り換えます。

初期画面 クリア ００００００　ＩＴ００２○ ○ ○

＜モニタ＞　　　　　　　　ＢＺ　

3. プログラムの実行状態を1ステップずつモニタします。

FUN 変更 ０：サイクルシ゛ッコウタスク
１：ワリコミタスク

0 ００００００　ＣＴ００書込

↓

０００００１　ＣＴ００　　　０
ＯＲ　　　　　　　　０００１００

０００００２　ＣＴ００　　　１
ＡＮＤ　Ｎ　　　　　０００００１

０００００３　ＣＴ００　　　０
ＯＵＴ　　　　　　　０００１００

↓

↓

↓

００００００　ＣＴ００　　　０
ＬＤ　　　　　　　　００００００

OFF

OFF

ON

OFF

b接点は動作していないとき（OFF状態）導通状態“1”を表示します。

CSシリーズの場合

CJシリーズの場合

＜ＭＯＮ＞　　　　　　　　ＢＺ
３：ＪＰＮ→ＥＮＧ　
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2-5　プログラムを動作確認する

4. 接点をモニタします。

接点000000をONしたとき、000100がONして自己保持しているかどうか調べて
みます。

・接点000000をモニタします。（「I/Oモニタ」）

初期画面 クリア ００００００　ＣＴ００○ ○ ○

００００００
セッテン　　　　　　００００００

接点
#定数シフト

００００００　　　　＾　ＯＦＦモニタ

・接点000100を同時にモニタします。（「I/O多点モニタ」）

０００１００
００００００　　　　＾　ＯＦＦ

接点
#定数シフト

０００１００　　　　＾　ＯＦＦ
００００００　　　　＾　ＯＦＦ

モニタ

1 0 0

・後からモニタしたものが上段に表示されます。
・「I/O多点モニタ」では、接点だけでなくチャネル（16ビットデータ）やデータ
メモリ、タイマ/カウンタの現在値など最大4点まで指定することができます。

5. 接点000000を強制的にONします。

・　モニタ　キーを押して、接点000000が上段にくるよう入れ替えます。

００００００　　　　＾　ＯＦＦ
０００１００　　　　＾　ＯＦＦ

モニタ

I/O 多点モニタでは、上段の接点が強制
セット /リセットの対象です。

・接点000000を強制セット（ON）します。

００００００　　　　＾　　ＯＮ
０００１００　　　　＾　　ＯＮ

セット

・　セット　キーを押している間だけ、上段の接点000000がONします。
・プログラムが実行されているので、接点000000がONすることにより、接点
000100もON状態を自己保持します。（接点000000がOFFしても、接点000100
はONを保ちます。）

００００００　　　　＾　ＯＦＦ
０００１００　　　　＾　　ＯＮ

キーを押している間 

キーを押すのをやめると 

0CHにI/Oユニットがない
ときは、ON状態を保ちま
す。　リセット　キーを押
すとOFFににります。
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2-5　プログラムを動作確認する

6. 接点 000001を強制的にOFFします。

・接点000001をモニタします。接点000001をモニタするときは、接点000000のモ
ニタで　↓　キーを押します。

０００００１　　　　＾　ＯＦＦ
０００１００　　　　＾　　ＯＮ

↓

・強制セットで、b接点000001をOFFします。

０００００１　　　　＾　　ＯＮ
０００１００　　　　＾　ＯＦＦ

セット

０００００１　　　　＾　ＯＦＦ
０００１００　　　　＾　ＯＦＦ

キーを押している間 

キーを押すのをやめると 

・b接点000001がOFFすることにより、自己保持が解除され、接点000100がOFF
します。

0CHにI/Oユニットがない
ときは、ON状態を保ちま
す。　リセット　キーを押
すとOFFになります。

7. タイマの動作をモニタします。

・TIM0000をモニタします。

０００１００　　　　＾　ＯＦＦ
００００００　　　　＾　ＯＦＦ

モニタ

Ｔ００００　　　　　　０１００
０００１００　　　　＾　ＯＦＦ

TIM モニタ

００００００　　　　＾　ＯＦＦ
Ｔ００００　　　　　　０１００

モニタ

・接点000000を上段に移動します。

００００００　　　　＾　　ＯＮ
Ｔ００００　　　　　　００９９

セット

タイマが減算カウントを開始します。

００００００　　　　＾　ＯＦＦ
Ｔ００００　　　　　ｏ００００

タイムアップマークを表示します。

０００１００　　　　＾　　ＯＮ
００００００　　　　＾　ＯＦＦ

モニタ

・接点000101を確認します。

０００１０１　　　　＾　　ＯＮ
００００００　　　　＾　ＯＦＦ

↓
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第３章

プログラミングコンソールの基本的な操作
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3-1　操作を開始する前に

■パスワード入力／言語選択

プログラミングコンソールを取り付け電源を投入したときや、運転中のPCにプログ
ラミングコンソールを取り付けたときは、キー操作を開始する前に、パスワードを入
力しなければなりません。

1. PCの電源を投入すると、CPUユニットの「POWER」LEDが点灯し、プログラミン
グコンソールの表示部に以下が表示されます。

クリア モニタ

・パスワード（　クリア　　モニタ　）は不用意に運転を開始しないように、また
不特定の人がPCを操作しないようにするために、事故防止、安全性向上のため
に設けられています。
・パスワード入力を受け付けると、プロコンのキー入力やモード切り替えを受け付
けます。
・パスワード入力後、　シフト　１　キーを押すと、キー入力時のブザー音を消す
ことができます。

2. パスワードを入力すると、モード表示画面に移行します。

3. 以下のキー操作で、モード表示画面から初期画面へ移行します。

 ・メモリ異常が表示されたときは、  クリア  キーを数回押してください。初期画面
に戻ります。

モード表示画面 

クリア ００００００　ＣＴ＊＊初期画面 

タスクNo.

初めて電源を投入する場合（メモリのオールクリアを実行する前）は、タ
スクNo.に“ＣＴ＊＊”が表示されます。

 ・初期画面からモード表示画面に戻るには、　シフト　キーの後に、　クリア　キー
を押します

シフト クリア モード表示画面 

・CS1 CPUユニットでは、プロコンの表示が英語モードになっている場合は、いっ
たんPCの電源をOFFし、CPUのディップスイッチを設定し直してください。（「CS
シリーズ　ユーザーズマニュアル　セットアップ編」（No.SBCA-301）参照）

パスワード待ちの画面 ＜プロク゛ラム＞
ハ゜スワート゛！

＜プロク゛ラム＞　　　　　ＢＺ

＜プロク゛ラム＞　　　　　ＢＺ

●CS1 CPUユニットの場合
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プログラミングコンソールを取り付け電源を投入したときや、運転中のPCにプログ
ラミングコンソールを取り付けたときは、キー操作を開始する前に、パスワードを入
力しなければなりません。またCJ1/CJ1-H/CS1-H CPUユニットの場合CS1 CPUユニッ
トと異なり、CPUユニットのディップスイッチによってプログラミングコンソールの
メッセージの和英を選択せず、パスワード待ちの画面あるいはモード表示画面での
キー操作によって、和英を選択します。

1. PCの電源を投入すると、CPUユニットの「POWER」LEDが点灯し、プログラミン
グコンソールの表示部に以下が表示されます。

クリア モニタ

・パスワード（　クリア　　モニタ　）は不用意に運転を開始しないように、また
不特定の人がPCを操作しないようにするために、事故防止、安全性向上のため
に設けられています。
・パスワード入力を受け付けると、プロコンのキー入力やモード切り替えを受け付
けます。
・パスワード入力後、　シフト　１　キーを押すと、キー入力時のブザー音を消す
ことができます。

2. パスワードを入力すると、モード表示画面に移行します。

3-a. プログラミングコンソールのメッセージを日本語で表示させる場合、以下のキー
操作で、モード表示画面から初期画面へ移行します。

 ・メモリ異常が表示されたときは、  クリア  キーを数回押してください。初期画面
に戻ります。

モード表示画面 
＋メッセージの和英選択
（和→英の切替）も可

クリア ００００００　ＣＴ＊＊初期画面 

タスクNo.

初めて電源を投入する場合（メモリのオールクリアを実行する前）は、タ
スクNo.に“ＣＴ＊＊”が表示されます。

 ・初期画面からモード表示画面に戻るには、　シフト　キーの後に、　クリア　キー
を押します

シフト クリア モード表示画面 

パスワード待ちの画面 
＋メッセージの和英選択
（和→英の切替）も可

＜ＰＲＧ＞　　3：ＪＰＮ→ＥＮＧ
ＰＡＳＳＷＯＲＤ！

＜ＰＲＧ＞　　　　　　　　ＢＺ
3：ＪＰＮ→ＥＮＧ

＜ＰＲＧ＞　　　　　　　　ＢＺ

●CJ1/CJ1-H/CS1-H CPUユニットの場合

3- 1　操作を開始する前に

注．この状態から　３　を押して、プログラミングコンソールのメッセージを英語表示に切り替
えることも可能です。

現在のモード
↓

3 キーを押した
後のモード
↓

JPN：日本語　ENG：英語

↑
現在のモード

↑
3 キーを
押した後
のモード

JPN：日本語
ENG：英語
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3-b. プログラミングコンソールのメッセージを英語で表示させる場合、以下のキー操
作で、モード表示画面から初期画面へ移行します。

３ ００００００　ＣＴ＊＊初期画面 

タスクNo.

CJ1/CJ1-H/CS1-H CPUユニットの場合、パスワード入力および言語選択
のメニュー遷移は、以下のとおりです。

参考

＜ＰＲＧ＞　　　３：ＥＮＧ→JPN 
ＰＡＳＳＷＯＲＤ！ 

＜ＰＲＧ＞　　　　　　　　ＢＺ 
３：ＥＮＧ→JPN

００００００　　ＣＴ００ 
（初期画面） 

英文画面 

００００００　　ＣＴ００ 
（初期画面） 

シフト 

クリア 

クリア 

クリア シフト クリア 

クリア モニタ 

３ 

CJ1/CJ1-H/CS1-H接続時 

モード切替 モード切替 

＜ＰＲＧ＞　　　３：ＪＰＮ→ＥＮＧ 
ＰＡＳＳＷＯＲＤ！ 

＜ＰＲＧ＞　　　　　　　　ＢＺ 
３：ＪＰＮ→ＥＮＧ 

００００００　　ＣＴ００ 
（初期画面） 

和文画面 

００００００　　ＣＴ００ 
（初期画面） 

クリア 

クリア 

クリア モニタ 

３ 

3 - 1　操作を開始する前に



3-5

３
　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
ソ
ー
ル
の
基
本
的
な
操
作

3 - 2　動作モードを切り替える

■動作モード切り替え操作

CPUユニットの動作モード変更は、モード切り替えスイッチで行います。
・モード切り替えスイッチは、パスワード解除（　クリア　　モニタ　キーの入力）
後、有効になります。その後は、どの画面においても、モード切り替えスイッチは
有効です。

PROGRAMRUN
MONITOR

▼ ▼▼モード表示画面

初期画面

PROGRAMRUN
MONITOR

PROGRAMRUN
MONITOR

▼

▲

操 作 操 作クリア シフト クリア

「プログラム」モード「モニタ」モード「運転」モード

００００００　ＣＴ００

＜プロク゛ラム＞　　ＢＺ＜モニタ＞　　　　　ＢＺ＜ウンテン＞　　　　ＢＺ

●CS1 CPUユニット

PROGRAMRUN
MONITOR

▼ ▼▼モード表示画面

初期画面

PROGRAMRUN
MONITOR

PROGRAMRUN
MONITOR

▼

▲

操 作 操 作クリア シフト クリア

「プログラム」モード「モニタ」モード「運転」モード

００００００　ＣＴ００

＜ＰＲＧ＞　３：ＪＰＮ→ＥＮＧ＜ＭＯＮ＞　３：ＪＰＮ→ＥＮＧ＜ＲＵＮ＞　３：ＪＰＮ→ＥＮＧ

●CJ1/CJ1-H/CS1-H CPUユニット

※：日本語表示時の画面を示します。英語表示時は「３：ＥＮＧ→ＪＰＮ」となります。

※ ※ ※
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・CPUユニットの電源ON時の動作モードを、接続しているプログラミングコンソー
ルのモード切り替えスイッチの状態に従わせる場合、PCシステム設定の「電源ON
時動作モードの指定方法」（アドレス＋81）をデフォルト値の「PRCN：プロコンの
モード切替スイッチに従う」に設定したままにしてください。
　ただし、「PRCN」に設定している場合、電源ON時にプロコンが接続されていない
ときは、CPUユニットは自動的に「プログラム」モード（CS1 CPUユニット）、「運
転」モード（CJ1/CJ1-H/CS1-H CPUユニット）になります。

・  シフト　キー を押しながら、モード切り替えスイッチを切り替えると、モード表
示を行わず、現在の表示を保持したままでモード変更ができます。

・CPUユニット本体の動作モードを切り替える際には、設備に影響がない
かを確認してください。

お願い

3- 2　動作モードを切り替える



3-7

３
　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
ソ
ー
ル
の
基
本
的
な
操
作

3 - 3　操作キーの機能と使い方

シフト シフト入力モードマーク
　シフト　キーで解
除できます。

●通常入力モード

プログラミングコンソールのキー入力には、
　1) 単独でキーを押した場合の通常入力モード
　2) 　シフト　キーを押してからキーを押した場合のシフト入力モード
　3) 　英字　キーを押してからキーを押した場合の英字入力モード
の3つのモードがあります。キートップには、下例のように、「通常入力」「シフト入
力」「英字入力」の3つのモードでの入力文字が記されています。

L

AR
HR 0

0

A

FUN

英字入力モード英字入力モード

通常入力モード通常入力モード通常入力モード

英字入力モード

シフト入力モード シフト入力モード

英字
!

シフト
英字入力モードマーク
　クリア　キーで解
除できます。

●シフト入力モード

●英字入力モード

キーの中央または下段の文字が入力できます。

キーの右下（英字・数字）の文字が入力できます。英字入力モードは、メモリカード
操作でファイル名を入力するときなどに使用します。
・「英字入力」にするためのキー操作および表示は、次のようになります。

キーの上段または左上の文字が入力できます。シフト入力モードは、16進数のA～F

の入力にも使用します。
・「シフト入力」にするためのキー操作および表示は、次のようになります。

・シフト入力モードマークが表示されている状態でキーを押すと、キーの上段または
左上の文字が入力できます。
・シフト入力モードは、　シフト　キーを押すと解除されます。

・英字入力モードマークが表示されている状態でキーを押すと、キーの右下の文字が
入力できます。
・英字入力モードは、　クリア　キーを押すと解除されます。

A

＾

！
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FUN
A

SFT
B

NOT
C

,IR+
,IR

D E
シフト

F

DR
IR

G H I

,-IR
TR

J K L

＊EM
WR/LR

AR
HR

TK
CNT

M N O

EM
DM

P Q R

CH
＊DM

接点
＃定数TIM

7
7

8
8 9

＊EM_
EM_/EXT

S T U

CF
検索9 変更

4
4

5
5 6 V W X

6 削除セット モニタ

1
1

2
2 3 Y Z

3 挿入
リセット ↑

0
0

クリア 書込照合 ↓
英字
!

キーシート

専用キーシート（形CS1W-KS001）のキーレイアウトは以下のとおりです。

ST
OR

TN
AND

AA
LD

AC
OUT

A

B C D

E F

3 - 3　操作キーの機能と使い方

表示切替
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3 -4　メモリエリアを初期化する

メモリ内のプログラム、I/Oメモリ、PCシステム設定を初期化します。

次の2種類のメモリクリアが可能です。各々による初期化対象は、以下のとおりです。

メモリ プログラム PCシステム設定I/Oメモリメモリ
クリア種類

メモリクリア

メモリオールクリア

編集中のタスクNo.の
プログラムの指定プ
ログラムアドレス以
降（部分プログラム）

注1

タスクを作成し、END
を書き込みます。

注2

指定エリア種別
注3

指定エリア種別
注3

全PCシステム設定

全PCシステム設定

注1.  指定プログラムアドレスを000000とした場合は、その編集中のタスクNo.のプ
ログラムのオールクリアとなります。

注2.・プログラムの指定プログラムアドレス以降の部分クリアはしません。
　　・すべてのタスクNo.のすべてのプログラムをクリアした後、割込タスクを作成

するか、1つの（サイクル実行）タスクを作成するかを指定します。
注3.  指定エリア種別の指定範囲のアドレスをクリアすることはできません。エリア

種別の全データをクリアします。

・メモリをクリア、オールクリアすると、ユーザプログラム（ラダープログラム）
のクリア開始アドレスにEND（001）命令が書き込まれます。NOP（000）命令の
書き込みは行われません。
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●クリア対象から除外するエリア種別の指定

画面下段に、クリアするエリア種別が記号で表示されます。クリア対象から除外する
エリア種別を指定し、画面下段の記号を消去します。

画面下段に、クリアするエリア種別が記
号で表示されます。

AR
HR

AR
HR

シフト

CH
＊DM

TIM

TK
CNT

EM
DM

シフト CF
検索

＊EM
WR/LR

クリアするエリア種別
CIO　注

HR（保持リレー）

WR（内部補助リレー）

AR（特殊補助リレー）

T（タイマアップフラグ /現在値）

C（カウンタアップフラグ /現在値）

DM（データメモリ）

EM（拡張データメモリ）

PCシステム設定

記号
C

H

W

A

T

C

D

E

P

キー操作

注：CIOは、チャネルI/O：入出力リレー、データリンクリレー、CPU高機能ユニッ
トリレー、INNERボードリレー*、SYSBUSリレー*、伝送I/Oリレー*、高機能
I/Oユニット用リレー、DeviceNetリレー、内部補助リレーとして使用されます。

　　（*：INNERボードリレー、SYSBUSリレー、伝送I/OリレーはCSシリーズのみ）

3-4　メモリエリアを初期化する

シフト

シフト EM
DM バンクNo.

００００００メモリクリア　　　？
ＣＨＷＡ　ＴＣＤＥ　　　　　　Ｐ

・クリア対象からの除外指定をキャンセルする場合は、再度、同じキー操
作をしてください。画面下段に、該当記号が表示されます。
・ファイル化されたEMをクリアすることはできません。
ファイル化されたEMを通常のEMに戻す（フォーマットする）ときは
第7章を参照してください。
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■メモリオールクリア

メモリオールクリアは、メモリエリアを初期化（フォーマット）する操作です。
プログラミングコンソールでメモリオールクリアを行うと、すべてのタスクNo.の全
プログラムが初期化されます。
メモリオールクリア操作では、サイクル実行タスク1個が作成されますが、このとき
割込タスクを複数個作成する方法とまったく作成しない方法とがあります。

NOT ００００００メモリクリア　　　？
ＣＨＷＡ　ＴＣＤＥ　　　　　　Ｐ

1. 以下の操作で、メモリオールクリアを実行します。

運転
×

モニタ
×

プログラム
○

3 - 4　メモリエリアを初期化する

■ 1 つのサイクル実行タスクを作成する（割込タスクを作成しない）とき

一旦「割込タスクなし」でメモリオールクリアを行うと、その後割込タスクを作
成することはできません。したがって、割込タスクを作成したいときはサイクル
実行タスクのプログラムを作成する前に、次ページの「割込タスクあり」でメモ
リオールクリアを実行してください。

・カウンタエリアを除外：「C」を消去
・「カウンタエリア除外」をキャンセルしたいと
きは再度　CNT　キーを押します。

例：カウンタエリアを除外するとき

2. クリア対象から除外するエリア種別を指定することができます。

サイクル実行タスクを1タスク（CT00）のみを作成します。

【基本操作】

【操作方法】

NOT

・クリア対象から除外するエリアについては、P.3-10を参照してください。

００００００メモリクリア　　　？
ＣＨＷＡ　Ｔ　ＤＥ　　　　　　Ｐ

初期画面 クリア除外エリアの指定

クリア 初期画面 ○ ○ ○ ００００００　ＣＴ００

プログラミングコンソールでは、複数のサイクル実行タスクを作成することはで
きません。複数のサイクル実行タスクを作成する場合は、CX-Programmer
（Windows用周辺ツール）を使用してください。

0 モニタ0

モニタ

CNT

００００００メモリクリア　　　？
０：オール　　　１：タスク

モニタ

_↑
セット

_
↓

リセット

_↑
セット

_
↓

リセット
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■ 1 つのサイクル実行タスクと割込タスクを作成する場合

3- 4　メモリエリアを初期化する

例：カウンタエリアを除外するとき

NOT ００００００メモリクリア？
ＣＨＷＡ　ＴＣＤＥ　　　　　　Ｐ

1. 以下の操作で、メモリクリアを実行します。

2. クリア対象から除外するエリア種別を指定することができます。

サイクル実行タスクを1タスク（CT00）と、複数の割込タスク（IT001～3、100～131）
を作成します。

【基本操作】

【操作方法】

NOT

・クリア対象から除外するエリアについては、P.3-10を参照してください。

００００００メモリクリア　　　？
ＣＨＷＡ　Ｔ　ＤＥ　　　　　　Ｐ

初期画面

クリア 初期画面 ○ ○ ○ ００００００　ＣＴ００

3. メモリオールクリアを実行するので「0：オール」を選択します。

００００００メモリオールクリア？
ワリコミ　０：ナシ　１：アリ

０

００００００メモリクリアチュウ
ワリコミ　０：ナシ

モニタ

4. サイクル実行タスクのみ作成する（割込タスクは作成しない）ので「0：ナシ」を選
択します。

００００００メモリオールクリア？
ワリコミ　０：ナシ

０

5. オールクリアを開始します。

００００００メモリオールクリア
オワリ　　０：ナシ

クリア除外エリアの指定

１ モニタ0

モニタ

CNT

・カウンタエリアを除外：「C」を消去
・「カウンタエリア除外」をキャンセルしたいと
きは再度　CNT　キーを押します。

・　クリア　キーを押すと元の画面に戻ります。

_↑
セット

_
↓

リセット

_↑
セット

_
↓

リセット
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3-4　メモリエリアを初期化する

3. メモリオールクリアを行うので「0：オール」を選択します。

００００００メモリオールクリア？
ワリコミ　０：ナシ　１：アリ

０

００００００メモリクリアチュウ
ワリコミ　　　　　　１：アリ

モニタ

4. 割込タスクを作成するので、ワリコミ「１：アリ」を選択します。

００００００メモリオールクリア？
ワリコミ　　　　　　１：アリ

１

5. オールクリアを開始します。

００００００メモリオールクリア
オワリ　　　　　　　１：アリ

００００００メモリクリア　　　？
０：オール　　　１：タスク

モニタ

・　クリア　キーを押すと元の画面に戻ります。

プロコンでメモリオールクリア操作をすると、作成されたサイクル実行タスクNo.0
は、自動的に「運転開始時起動」となります。

参考
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1 2 3

4. タスク内のメモリクリアをするので「１：タスク」を選択します。

例：プログラムアドレス000123以降（000123を含む）をクリアするとき

運転
×

モニタ
×

プログラム
○■メモリクリア

メモリクリア操作は、編集中のタスクNo.の指定プログラムアドレス以降、およびI/O
メモリ、PCシステム設定を初期化します。

初期画面 

NOT

クリア

例：カウンタエリアを除外するとき

2. クリア対象から除外するエリア種別を指定することができます。

3. クリアを開始するアドレスを指定することができます。

1. 以下の操作で、メモリクリアを実行します。

【基本操作】

【操作方法】

NOT モニタクリア除外エリアの指定

クリア開始アドレス指定

・クリア対象から除外するエリアについては、P.3-7を参照してください。

００００００メモリクリア　　　？
ＣＨＷＡ　Ｔ　ＤＥ　　　　　　Ｐ

００００００メモリクリア　　　？
ＣＨＷＡ　ＴＣＤＥ　　　　　　Ｐ

００００００　ＣＴ００

０００１２３メモリクリア　　　？
ＣＨＷＡ　Ｔ　ＤＥ　　　　　　Ｐ

初期画面

○ ○ ○

3 - 4　メモリエリアを初期化する

モニタ１

CNT

・カウンタエリアを除外：「C」を消去
・「カウンタエリア除外」をキャンセルしたいと
きは再度　CNT　キーを押します。

モニタ

１ ０００１２３メモリクリア　　　？
　　　　　　　　１：タスク

０００１２３メモリクリア　　　？
０：オール　　　１：タスク

モニタ ０００１２３メモリクリアチュウ
　　　　　　　　１：タスク

5. メモリクリアを開始します。

_↑
セット

_
↓

リセット

_↑
セット

_
↓

リセット
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3-4　メモリエリアを初期化する

００００００メモリクリア　オワリ
　　　　　　　　１：タスク

・　クリア　キーを押すと元の画面に戻ります。
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1. モード表示画面を表示します。

2. ブザー音をOFFします。

■ブザー音のON/OFF 運転
○

モニタ
○

プログラム
○

ブザー音（キー入力）のON/OFFを切り替えます。ブザー音のON/OFFはモード表示
画面で実行します。

シフト

シフト クリア

1

モード表示画面 

ブザーON表示

・ブザー音のON／OFF切り替えは　シフト　１　で行います。
・OFF設定にしても、異常発生時はブザー音を発生します。
・モード表示画面はパスワード入力直後やモード切り替え直後にも表示されます。
・CJシリーズでは「３：ＥＮＧ→ＪＰＮ」または「３：ＪＰＮ→ＥＮＧ」表示時は
３　キーで日本語／英語表示の切り替えが可能です。

3 -5　ブザー音を消す

【基本操作】

【操作方法】

シフト クリア シフト 1 シフト 1（ ）

＜プロク゛ラム＞　　　　　ＢＺ

＜プロク゛ラム＞

初期画面

初期画面 クリア ００００００　ＣＴ００○ ○ ○

CS/CJシリーズ

CS1 CPUユニットの場合

モード表示画面 

ブザーON表示

＜ＰＲＧ＞　　　　　　　　ＢＺ
３：ＪＰＮ→ＥＮＧ

CJ1/CJ1-H/CS1-H CPUユニットの場合

CS1 CPUユニットの場合

ブザーON表示が消える

＜ＰＲＧ＞
３：ＪＰＮ→ＥＮＧ

CJ1/CJ1-H/CS1-H CPUユニットの場合

ブザーON表示が消える
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■タスク切り替え 運転
○

モニタ
○

プログラム
○

タスクの種類（サイクル実行タスク /割込タスク）とタスクNo. を選択します。
ただし、プログラミングコンソールからは、割込タスクNo.1、2、3、および100～131
のみ新規作成可能です。
割込タスクNo.0、4～ 99、および132～ 255の新規作成はできません。

*2. メモリオールクリア時に“0：割込タスクなし”を指定すると、1つのタスクのサイ
クル実行タスクNo.0（CT00）のみが作成可能となり、割込タスクを作成できませ
ん。（P.3-11,12参照）

3 - 6　タスクを切り替える

００００００　ＣＴ００ ００００００　ＩＴ０００

００００００　ＩＴ２５５

〜

FUN 変更FUN

書込

0 1

書込タスクNo.

●タスク切り替えのキー操作の概要は、次のようになります。

●タスク種類とタスクNo.

タスク種類 タスクNo. 内容

サイクル実行タスク

割込タスク
*2

電断割込

定時割込

I/O割込

外部割込

1サイクルに1回（先頭からEND命令
まで）、タスクの状態が実行可能であ
れば、タスクNo.の若い順に順次実行
されます。

0～ 31
*1

1 CPUユニットの電源断時に実行され
ます。

CPUユニットの内部タイマにより一
定間隔で実行されます。

割込入力ユニットの接点の立ち上り
で実行されます。

高機能 I/O ユニット、CPU高機能ユ
ニット、INNERボードのユーザプロ
グラムによる要求があったときに実
行されます。

*1. プログラミングコンソールでは、複数のサイクル実行タスクを作成することはでき
ません。複数のサイクル実行タスクを作成する場合は、CX-Programmer（Windows
用周辺ツール）を使用してください。

2、3

0～255

100～131

変更
クリア クリア

０：サイクルシ゛ッコウタスク
１：ワリコミタスク

ワリコミタスクＮｏ．？
　　　　　　　　　　　　　０００

サイクルシ゛ッコウタスクＮｏ．？
　　　　　　　　　　　　　　００

タスクNo.

プログラミング
コンソールからの作成

タスクNo.0 のみ
作成可能（1～ 31
は不可）

可能

可能

可能

1～ 3、100 ～131
は可能
（0、4～99、132～
255は不可）
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4. タスク番号を確定します。

書込 初期画面 

3 - 6　タスクを切り換える

1. 以下のキー操作により、タスク選択画面が表示されます。

2. 上記タスク選択画面で、「０：サイクルシ゛ッコウタスク」を選択します。

●サイクル実行タスクを選択する場合

2. 上記タスク選択画面で、「１：ワリコミタスク」を選択します。

3. 割込タスクのタスク番号を入力します。

タスク選択画面 

FUN

変更

0

1

1

書込 初期画面 

2 3

1. 以下のキー操作により、タスク選択画面が表示されます。

●割込タスクを選択する場合

タスク選択画面 

FUN

変更

【基本操作】

【操作方法】

FUN 変更 0 書込

【基本操作】

【操作方法】

FUN 変更 1 書込タスクNo.

００００００　ＣＴ００

０：サイクルシ゛ッコウタスク
１：ワリコミタスク

００００００
ＦＵＮ　（？？？）

サイクルシ゛ッコウタスクＮｏ．？
　　　　　　　　　　　　　　００

００００００
ＦＵＮ　（？？？）

０：サイクルシ゛ッコウタスク
１：ワリコミタスク

ワリコミタスクＮｏ．？
　　　　　　　　　　　　　０００

ワリコミタスクＮｏ．？
　　　　　　　　　　　　　１２３

００００００　ＩＴ１２３

初期画面 クリア ００００００　ＣＴ００○ ○ ○

初期画面 クリア ００００００　ＣＴ００○ ○ ○

初期画面

初期画面

タスクNo.

3. サイクル実行タスク番号を入力します。

0

4. タスク番号を確定します。
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■ I /O テーブル作成

PCの各装置（CPU装置および増設装置）に実装されているユニットの種類および装着
位置のデータをPC本体に登録 I/Oテーブルとして登録します。

運転
×

モニタ
×

プログラム
○

クリア 初期画面 

1. 初期画面で、I/Oテーブル作成を実行します。

００００００　ＣＴ００

FUN ００００００Ｉ／Ｏテーフ゛ル？シフト CH
＊DM

変更 ００００００Ｉ／Ｏテーフ゛ル
サクセイ　　　　　　　　？？？？

2. パスワード9713を入力します。

I/Oテーブル作成初期画面 

9 ００００００Ｉ／Ｏテーフ゛ル
サクセイ　　　　　　　　９７１３

7 1 3

書込 ００００００ＣＰＵコウキノウ　？
　　０：クリア　　１：ホシ゛

3. CPU高機能ユニットシステム情報を保持するか、クリアするか選択します。

0 ００００００Ｉ／Ｏテーフ゛ル
サクセイＯＫ

1/

3 - 7　ユニットの装着順を登録する

パスワードを入力します

注）“9713”は I/Oテーブル作成、メモリカード初期化など
　　のためにシステムが定めたパスワード（固定）です。

【基本操作】

【操作方法】

FUN シフト CH
＊DM 変更 9 7 1 3 書込

0

1

パスワード

0

1

：CPU高機能ユニットシステム情報をクリアする。

：CPU高機能ユニットシステム情報を保持する。

初期画面

○ ○ ○

注：CX-Programmer による「ラック先頭
CH設定」がすでに設定されている場合、上
記画面の2行目に「ラックセントウ　セッ
テイユウコウ」と表示されます（CS1-H
CPUユニットおよびCJ1-H CPUユニット
のみ）。
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3-7　ユニットの装着順を登録する

4. 初期画面に戻ります。

クリア 初期画面 ００００００　ＣＴ００

CS1-H CPUユニットおよびCJ1-H CPUユニットの場合、プロコンでI/Oテーブル作成
操作時に、ラック先頭チャネル設定の有無を確認することが可能です。
以下の方法によります。

1 プロコンで、　FUN　→　SHIFT　→　CH　キーを押して、I/Oテーブル作成操作を
するとき、（CX-Programmerによる「ラック先頭アドレス設定」により）ラック先頭
CH設定が設定されている場合、以下のように、「ラックセントウ　セッテイユウコ
ウ」と表示されます。

■ ラック先頭チャネル設定の有無の確認方法（CS1-H CPU ユニットお
よび CJ1-H CPU ユニットのみ）

これにより、ラック先頭CH設定がされていることを確認できます。

2 I/Oテーブル作成操作を継続するか、中断するかを選択します。
I/Oテーブル作成操作を継続するときは、　変更　キー→　9　7　1　3　→　書込
キーを押して、I/Oテーブル作成操作に入ります。
I/Oテーブル作成操作を中断するときは、　クリア　キーを押して、初期画面に戻し
ます。

００００００Ｉ／Ｏテーフ゛ル？
ラックセントウ　セッテイユウコウ

I/Oテーブル作成エラー詳細情報表示機能（CS1-H CPUユニットおよびCJ1-H CPU
ユニットのみ）
CS1-H CPUユニットの場合、プロコンによって、「I/Oテーブル作成」操作を実行し
たが、I/Oテーブル作成操作のエラーが発生したとき、何の要因によってI/Oテーブル
を作成することができなかったかを、特殊補助リレーA261CH（「I/Oテーブル作成エ
ラー詳細情報」）に格納します。
これにより、どのユニットが I/Oテーブル作成のエラー要因なのかを特定しやすくな
ります。
具体的な対処方法については、CSシリーズユーザーズマニュアル　セットアップ編
（No.SBCA-301） および CJ シリーズユーザーズマニュアル　セットアップ編
（No.SBCA-312）の11章「異常とその処置」を参照してください。

参考
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3-7　ユニットの装着順を登録する

ビット
名称

アドレス

内容

運転
モード
への
切替時

電源
ON時

設定
タイミ
ングCH

Ｉ
／
Ｏ
テ
ー
ブ
ル
作
成
エ
ラ
ー
詳
細
情
報

CPU高機能システム
設定エリア初期化異
常によるI/Oテーブル
作成エラー

I/O点数オーバーによ
るI/Oテーブル作成エ
ラー

No.二重使用エラーに
よるI/Oテーブル作成
エラー

I/Oバス異常によるI/O
テーブル作成エラー

SYSBUS認識不正に
よるI/Oテーブル作成
エラー

高機能ユニット異常
によるI/Oテーブル作
成エラー

I/O認識未完了による
I / Oテーブル作成エ
ラー

A261CH 00

02

03

04

06

07

09

CPU高機能システム設定エリア
初期化異常が発生している場
合、1（ON）となります。
I/Oテーブル作成操作正常終了
時、0（OFF）に戻ります。

I/O点数オーバーとなるユニット
構成の場合、1（ON）となります。
I/Oテーブル作成操作正常終了
時、0（OFF）に戻ります。

No .二重使用エラーとなるユ
ニット構成の場合、1（ON）とな
ります。
I/Oテーブル作成操作正常終了
時、0（OFF）に戻ります。

I/Oバス異常が発生している場
合、1（ON）となります。
I/Oテーブル作成操作正常終了
時、0（OFF）に戻ります。

SYSBUS認識が不正終了した場
合、1（ON）となります。
I/Oテーブル作成操作正常終了
時、0（OFF）に戻ります。

高機能ユニット異常が発生して
いる場合、1（ON）となります。
I/Oテーブル作成操作正常終了
時、0（OFF）に戻ります。

I/O認識が完了していない場合、
1（ON）となります。
I/Oテーブル作成操作正常終了
時、0（OFF）に戻ります。

保持 クリア I/O
テーブル
作成操作
時
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PC本体に登録されているI/Oテーブル（登録 I/Oテーブル）と、ユニット実装状況を
照合し、結果を表示します。

運転
○

モニタ
○

プログラム
○

クリア 初期画面 

1. 初期画面で、I/Oテーブル照合を実行します。

００００００　ＣＴ００

FUN ００００００Ｉ／Ｏテーフ゛ル？シフト CH
＊DM

照合 ００００００Ｉ／Ｏショウコ゛ウ
ラック１　スロット１０

　2. 照合エラーの位置を確認します。

I/Oテーブル作成初期画面 

照合 ００００００Ｉ／Ｏショウコ゛ウ
ユニットシュヘ゛ツ　Ｎｏ．１０

照合 ００００００Ｉ／Ｏショウコ゛ウ
ＲＭ０　ＲＴ２　スロット１０

ラックNo. スロットNo.

照合 ００００００Ｉ／Ｏショウコ゛ウ
ＲＭ４　テ゛ンソウ２３（Ｈ）ＣＨ

照合 ００００００Ｉ／Ｏショウコ゛ウ
オワリ

照合終了

　3. 他に照合エラーがあれば、引き続き表示します。

　4. すべての照合エラー表示が終われば、以下の表示になります。

リモート I/O親局アドレス

リモート I/O子局アドレス
スロットNo.

CPU高機能ユニット号機No.

リモート I/O親局アドレス
H/L CH区別

伝送 I/O割付
チャネルNo.

■ I /O テーブル照合

【基本操作】

【操作方法】

FUN シフト CH
＊DM 照合 照合○ ○初期画面

○ ○ ○

3 - 7　ユニットの装着順を登録する
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RT接続台数が照合エラー

RM C200H/C500系が照合エラー 

照合エラー

００００００Ｉ／Ｏショウコ゛ウ
ＲＭ１　セツソ゛クＲＴ

RM-RTスロット情報が照合エラー

RMに接続されたRSが照合エラー 

OUTチャネル数が照合エラー 

INチャネル数が照合エラー 

CPU高機能ユニット種別が照合エラー 

００００００Ｉ／Ｏショウコ゛ウ
ＲＭ１　Ｃ２００Ｈ／Ｃ５００

００００００Ｉ／Ｏショウコ゛ウ
ＲＭ７　ＲＴ５　スロット１０

００００００Ｉ／Ｏショウコ゛ウ
ＲＭ７　テ゛ンソウ３１（Ｌ）ＣＨ

００００００Ｉ／Ｏショウコ゛ウ
ＲＭ１　Ｎｏ．９　ユニットＯＵＴ

００００００Ｉ／Ｏショウコ゛ウ
ＲＭ１　Ｎｏ．９　ユニットＩＮ

００００００Ｉ／Ｏショウコ゛ウ
ユニットシュヘ゛ツ　Ｎｏ．３１

3- 7　ユニットの装着順を登録する

実装されているリモートI/O子局（RT）ユ
ニットの台数が、登録I/Oテーブルと異なり
ます。

実装されているリモートI/O親局（RM）ユ
ニットの種別（C200H/C500系）が、登録I/
Oテーブルと異なります。

実装されているリモート I/O子局ユニット
が、登録I/Oテーブルと異なります。

伝送I/O タイプの子局ユニットに割り付け
られているチャネルまたはH/L CH区別が、
登録I/Oテーブルと異なります。

実装されているリモート I/O親局ユニット
の出力チャネルが、登録I/Oテーブルと異な
ります。

実装されているリモート I/O親局ユニット
の入力チャネルが、登録I/Oテーブルと異な
ります。

実装されているCPU高機能ユニットの種別
が、登録I/Oテーブルと異なります。

I/O照合エラー

実装されているI/O ユニットが、登録 I/O
テーブルと異なります。

００００００Ｉ／Ｏショウコ゛ウ
ラック１　スロット１０

ラックNo. スロットNo.

リモート I/O
親局アドレス

リモート I/O
親局アドレス

リモート I/O
親局アドレス

リモート I/O
子局アドレス

スロットNo.

伝送 I/O割付
チャネルNo. H/L CH区別

リモート I/O
親局アドレス

リモート I/O
親局アドレス

リモート I/O
親局アドレス

I/O割付チャネルNo.

I/O割付チャネルNo.

CPU高機能ユニット号機No.
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第４章

プログラムの書き込みと修正
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4 - 1　命令語の書き込み

プログラムの書き込みは、「プログラム」モードで行います。

1. 　FUN　 変更　キーでタスクを切り替え、初期画面を表示します。

００００００　ＩＴ０００００００００　ＣＴ００

FUN 変更

タスク切り替え

００００００　ＩＴ０００
ＥＮＤ（００１）

００００００　ＣＴ００
ＥＮＤ（００１）

↓ ↓

・初めてプログラムを書き込むタスクでは、プログラムアドレス000000 にEND
（001）命令が表示されます。END命令が表示されている状態では、入力した命令
は、END命令の前に挿入されます。
・END（001）命令の次のアドレスを表示すると、“アト゛レスオーハ゛ー”が表示
されます。“アト゛レスオーハ゛ー”が表示されている状態で、命令語を書き込
んでもその命令語は実行されませんので、　↑　キーを押してEND命令を表示し
てください。

初期画面 

2. END命令が表示されている状態で、命令語を書き込みます。

００００００　ＣＴ００
ＥＮＤ（００１）

↓

０００００１アト゛レスオーハ゛ー０００００１アト゛レスオーハ゛ー

↓ ↓↑ ↑

（ ）↑

００００００
ＬＤ　　　　　　　　０００１００

1AA
LD

例：LD  000100のとき

0 0

０００００１　ＣＴ００
ＥＮＤ（００１）

書込

・　書込　キーを押すと一時的に「カキコミ」を表示し、書き込みが完了するとア
ドレスが1つ繰り上がり、END命令が次の（最終）アドレスに自動的に送られま
す。

■命令語の書き込み手順 運転
×

モニタ
×

プログラム
○
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4-1　命令語の書き込み

3. END命令が表示されている状態で、次の命令語を書き込みます。

０００００１
ＯＵＴ　　　　　　　０００２００

2AC
OUT

例：OUT  000200のとき

0 0

０００００２　ＣＴ００
ＥＮＤ（００１）

書込

4. 書き込んだ命令語を確認します。

↑ ０００００１　ＣＴ００
ＯＵＴ　　　　　　　０００２００

↑ ００００００　ＣＴ００
ＬＤ　　　　　　　　０００１００

5. 初期画面に戻ります。

クリア ００００００　ＣＴ００

・任意のプログラムアドレスが表示されている状態で命令語を書き込むことができ
ます。この場合、命令語は表示されているプログラムアドレスに上書きされます。
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CPUユニットの動作モードが「プログラム」モードのときに、基本命令を書き込みま
す。

■基本命令の書き込み

０００２００
ＬＤ　　　　　　０００００２

・入力を間違えたときは、　↑　キーを押して訂正するプログラムアドレスを読み
出し、正しく入力し直します（上書きされます）。

1. 命令語と接点番号を指定します。

2

書込 ０００２０１　ＣＴ００
ＥＮＤ（００１）

LD

例：LD  000002のとき

●基本命令の入力方法

FUN

FUN

AA
LD

ST
OR

TN
AND

AC
OUT

LD

OR

AND

OUT

SET

RSET

NOT
AA
LDLD  NOT

NOT
ST
OROR  NOT

NOT
TN
ANDAND  NOT

TN
AND

AND  LD

ST
OR

OR  LD

NOT
AC
OUTOUT  NOT

AA
LD

AA
LD

【基本操作】

【操作方法】 例として、LD命令を書き込む場合で説明します。

命令語 キー操作 命令語 キー操作

2. 　書込　キーを押します。

命令語 接点番号

4 - 1　命令語の書き込み

書込

セット

リセット

運転
×

モニタ
×

プログラム
○
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4-1　命令語の書き込み

００００００
ＬＤ　　　　　　　　　　　ＯＮ

クロックパルス/
コンディションフラグ

シフト

●接点番号（ビットデータアドレス）の指定方法

００００００
ＬＤ　　　　　　　００００１５

CIOのビット

例：CIOの0000CHのビット15のとき

数値

００００００
ＬＤ　　　　　　　Ｈ０００１５

保持リレー 　
（HR）のビット

AR
HR

例：HRの000CHのビット15のとき

数値

００００００
ＬＤ　　　　　　　Ｗ０００１５

内部補助リレー
（WR）のビット

＊EM
WR/LR

例：WRの000CHのビット15のとき

数値

００００００
ＬＤ　　　　　　　Ａ０００１５

特殊補助リレー
（AR）のビット

AR
HR

例：ARの000CHのビット15のとき

シフト 数値

００００００
ＬＤ　　　　　　　　Ｔ００１５

タイマ接点

例：T0015のとき

TIM 数値

例：C0015のとき

００００００
ＬＤ　　　　　　　　Ｃ００１５

TK
CNT

数値

クロックパルス / コン
ディションフラグの指
定時に、　　↓　↑　
キーで右記の特殊リ
レーを指定することが
できます。

表示
ＯＮ
ＯＦＦ
ＡＥＲ
０．０２ｓ
０．１ｓ
０．２ｓ
１ｓ
１ｍｉｎ
ＥＲ
ＣＹ
＞
＝
＜
Ｎ
ＯＦ
ＵＦ
＞＝
＜＞
＜＝

特殊リレー
常時ONフラグ
常時OFFフラグ
ＡＥＲ（アクセスエラー）フラグ
0.02secクロック
0.1secクロック
0.2secクロック
1sec クロック
1minクロック
ＥＲ（エラー）フラグ
ＣＹ（キャリー）フラグ
＞フラグ
＝フラグ
＜フラグ
ネガティブフラグ
オーバーフローフラグ
アンダーフローフラグ
≧フラグ
≠フラグ
≦フラグ

接点種別 キー操作 画面表示例

例：常時ONフラグのとき

カウンタ接点

CF
検索

例：TK0000のとき

００００００
ＬＤ　　　　　　　ＴＫ００００

TK
CNT 数値タスクフラグ シフト
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●インデックスレジスタの指定方法

例：ＩＲ１０のとき

指定方法 キー操作 画面表示例

０００２０１
ＬＤ　　　　　ＤＲ０１，ＩＲ１０

,IR+
,IR

シフト DR
IR

０００２０１
ＬＤ　　　　　　　，ＩＲ１０＋

,IR+
,IR

オートインクリメント（＋1）

シフト

０００２０１
ＬＤ　　　　　　，ＩＲ１０＋＋

,IR+
,IRシフト

オートインクリメント（＋2）

０００２０１　ＭＯＶＬ
セッテイＡ　　　　　　　ＩＲ１０

DR
IR

アドレス間接指定

０００２０１
ＬＤ　　　　＋１２３４，ＩＲ１０

,IR+
,IR

セット
０００２０１
ＬＤ　　　　－１２３４，ＩＲ１０リセット

プラスオフセット

マイナスオフセット

０００２０１
ＬＤ　　　　　　　，－ＩＲ１０

,-IR
TRシフト

注：オートインクリメント（＋1）とオー
トインクリメント（＋2）とは、ト
グル表示となります。

定数オフセット指定

DRオフセット指定

オートインクリメント

オートデクリメント

直接指定

例：，ＩＲ１０のとき

０００２０１
ＬＤ　　　　　　　　　，ＩＲ１０

,IR+
,IR

０００２０１
ＬＤ　　　　　　，－－ＩＲ１０

オートデクリメント（－1）

オートデクリメント（－2）

注：オートデクリメント（－1）とオー
トデクリメント（－2）とは、ト
グル表示となります。

数値

（絶対アドレス）

（相対アドレス）

数値

（相対アドレス）

数値

例：＋１２３４，ＩＲ１０のとき

例：－１２３４，ＩＲ１０のとき

例：ＤＲ０１，ＩＲ１０のとき
（相対アドレス）

数値

数値

（DRアドレス）

（相対アドレス）

数値

例：，ＩＲ１０＋のとき

例：，ＩＲ１０＋＋のとき

オートインクリメント＋の場合

オートインクリメント＋＋の場合

例：，ＩＲ１０－のとき

例：，ＩＲ１０－－のとき

4 - 1　命令語の書き込み

（相対アドレス）

数値

オートデクリメント－の場合

オートデクリメント－－の場合

（定数オフセット）

数値

注：MOVLなど一部の命令のみで可能です。

,IR+
,IRシフト 数値

,-IR
TRシフト

,-IR
TRシフト 数値
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０００１２３　ＣＴ００
＠ＬＤ　　　　　　　００００００

０００１２３　ＣＴ００
％ＬＤ　　　　　　　００００００

英字
!

シフト

シフト

＠記号：立ち上がり微分型

％記号：立ち下がり微分型

●命令の実行型の指定方法

動作オプション キー操作 画面表示例

都度リフレッシュ型

立ち上がり微分型

立ち下がり微分型

０００１２３　ＣＴ００
！ＬＤ　　　　　　　００００００

０００１２３　ＣＴ００
！＠ＬＤ　　　　　　００００００

０００１２３　ＣＴ００
！％ＬＤ　　　　　　００００００

注：同じキー操作で解除できます。

注：同じキー操作で解除できます。

注：同じキー操作で解除できます。

！記号：都度リフレッシュ型

！＠記号：都度リフレッシュ /立ち上がり微分型

！％記号：都度リフレッシュ /立ち下がり微分型

4 - 1　命令語の書き込み

_↑
セット

_
↓

リセット
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・設定値の入力を間違えたときは、　↑　キーを押して誤った値が表示されている
画面を読みだします。　　　キーを押してから正しい値を入力し直してください。接点

#定数

０００２０１
ＴＩＭ　　　　　　　　００１０

1. タイマ番号を入力し、　TIM　キーを押します。

TIM

2. 設定値を入力します。

1 0 0

書込

０００２０１　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　　＃０１００

０００２０２　ＣＴ００
ＥＮＤ（００１）

例：TIM  設定値＃0100のとき

【基本操作】

【操作方法】 例として、TIM0010/設定値10秒を書き込む場合で説明します。

3. 　書込　キーを押します。

TIM

設定値 書込タイマ/カウンタ番号
TK
CNT

０００２０１　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　　＃００００

↓

1 0

TIM

TK
CNTCNT

TIM

●タイマ /カウンタ命令の入力方法

命令語 キー操作

CPUユニットの動作モードが「プログラム」モードのときに、タイマ /カウンタ命令
を書き込みます。

■タイマ / カウンタ命令の書き込み

4-1　命令語の書き込み

運転
×

モニタ
×

プログラム
○
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定数

例：#0123のとき

●タイマ /カウンタ設定値の指定方法（1）

指定対象 キー操作 画面表示例

定
数
指
定

０００２０１　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　　＃０１２３

チ
ャ
ネ
ル
（
16
ビ
ッ
ト
デ
ー
タ
）
指
定

００００００　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　　　００１０

シフト CH
＊DM

CIOのチャネル

０００２０１　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　　　Ｈ０１０

AR
HR

保持リレー
（HR）のチャネル

０００２０１　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　　　Ｗ０１０

＊EM
WR/LR

内部補助リレー
（WR）のチャネル

０００２０１　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　　　Ａ０１０

シフト AR
HR

特殊補助リレー
（AR）のチャネル

０００２０１　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　Ｄ０００１０

EM
DM

データメモリ
（DM）のチャネル

例：CIOの 0010CHのとき

例：HRの 010CHのとき

例：WRの 010CHのとき

例：ARの 010CHのとき

例：D00010のとき

数値

数値

数値

数値

数値

０００２０１　ＴＩＭ
セッテイチ　　Ｅ０＿０００１０

＊EM_
EM_/EXT

拡
張
デ
ー
タ
メ
モ
リ
（
Ｅ
Ｍ
）

例：E0_00010のとき

０００２０１　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　　Ｔ００１０

タイマの現在値 TIM

例：T0010のとき

数値

数値

０００２０１　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　Ｅ０００１０

シフト
EM
DM

例：E00010のとき
数値

（バンクアドレス、
チャネルアドレス）

（チャネルアドレス）

バンク付指定

カレントバンク

０００２０１　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　　Ｃ００１０

TK
CNT

例：C0010のとき

数値カウンタの現在値

接点
#定数 数値

4 - 1　命令語の書き込み
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指定対象 キー操作 画面表示例

０００２０１　ＴＩＭ
セッテイチ　　　＊Ｄ０００１０

CH
＊DMBCDモード

０００２０２　ＴＩＭ
セッテイチ　　　＠Ｄ０００１０

CH
＊DMBINモード CH

＊DM

＊EM_
EM_/EXTＢ

Ｃ
Ｄ
モ
ー
ド

０００２０２　ＴＩＭ
セッテイチ　　＊Ｅ０＿０００１０

＊EM_
EM_/EXT

０００２０２　ＴＩＭ
セッテイチ　　＠Ｅ０＿０００１０

例：＊D00010のとき

例：@D00010のとき

例：＊E0_00010のとき

例：@E0_00010のとき

・BCDモードでのDM、EMの間接指定では、チャネル番号0～9999が指定できます。
チャネル番号10000～32767を指定する場合は、BINモードで間接指定してください。
・BINモードのDM間接指定で指定したDMエリアの値が8000Hex～FFFFHexである場
合、EMエリアのバンクNo.0のチャネル番号0～32767を指定します。
・BINモードのEM間接指定で指定したEMエリアの値が8000Hex～FFFFHexである場
合、指定したバンクNo.の次のバンクのチャネル番号0～32767を指定します。

Ｄ
Ｍ
間
接
指
定

Ｅ
Ｍ
間
接
指
定

０００２０１　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　　　ＤＲ１０

DR
IR

例：DR10のとき

数値シフト
データレジスタ
（DR）の現在値

数値

数値

数値

数値

チ
ャ
ネ
ル
（
16
ビ
ッ
ト
デ
ー
タ
）
指
定

4- 1　命令語の書き込み

●タイマ /カウンタ設定値の指定方法（2）

シフト

シフト ＊EM_
EM_/EXTシフト

０００２０２　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　＊Ｅ０００１０

例：＊E00010のとき

０００２０２　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　＠Ｅ０００１０

例：@E00010のとき

Ｂ
Ｉ
Ｎ
モ
ー
ド

バンク付
指定

＊EM
WR/LR 数値シフト

カレント
バンク

＊EM
WR/LRシフト

カレント
バンク

バンク付
指定

数値＊EM
WR/LRシフト
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■応用命令の書き込み

０００２０２　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　　　　００００

・KEEP、STEP（オペランドあり）など一部の命令は、FUN No.が表示されません。
・命令の実行型の変更については、P.4-7を参照してください。
　　　

1. 　FUN　キーを押した後、応用命令のFUN No. を指定し、　↓　キーを押します。
Fun No. は必ず3桁を入力してください。

FUN

↓

2. 最初のオペランド1（セッテイA）を入力して、　↓　キーを押します。

接点
#定数

↓

1 0 0

3. 次のオペランド2（セッテイB）を入力して、　書込　キーを押します。

シフト 1 0

０００２０２　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　　　＃０１００

０００２０２　ＭＯＶ
セッテイＢ　　　　　　　００００

０００２０２　ＭＯＶ
セッテイＢ　　　　　　　００１０

2 10 ０００２０２
ＭＯＶ（０２１）

０００２０２
ＦＵＮ（？？？）

CH
＊DM

例：FUN  No.021（MOV）のとき

例：定数＃0100（16進数）のとき

書込 ０００２０３　ＣＴ００
ＥＮＤ（００１）

例：CIOの 0010CHのとき

【基本操作】

【操作方法】 例として、MOV命令（021）の書き込みの場合で説明します。

■通常の応用命令の書き込み

FUN FUN番号 オペランド ↓ ○ ○↓ オペランド 書込

4 - 1　命令語の書き込み

（ ）または 書込

（ ）または 書込

運転
×

モニタ
×

プログラム
○
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０００２０２　＜＝ＳＬ
セッテイＡ　　　　　　　００００

1. 　FUN　キーを押した後、シンボル比較命令のFUN No. を指定します。

FUN

↓

1 83 ０００２０２
［ＬＤ］　　＜＝ＳＬ（３１８）

０００２０２
ＦＵＮ（？？？）

例：FUN  No.318（＜＝）のとき

2. 論理型を指定します。

０００２０２
［ＯＲ］　　＜＝ＳＬ（３１８）

例：ORのとき

OR

4. 最初のオペランド1（セッテイA）を入力して、　↓　キーを押します。

1

5. 次のオペランド2（セッテイB）を入力して、　書込　キーを押します。

1 1

０００２０２　＜＝ＳＬ
セッテイＡ　　＃００００００１０

０００２０２　＜＝ＳＬ
セッテイＢ　　　　　　　００００

０００２０２　＜＝ＳＬ
セッテイＢ　　　　　　　００１１

例：定数＃00000010のとき

書込 ０００２０３　ＣＴ００
ＥＮＤ（００１）

例：CIOの 0011CHのとき

【基本操作】

【操作方法】

■シンボル比較命令の書き込み

例として、＜＝命令（318）の書き込みの場合で説明します。

3. 　↓　キーを押します。

FUN FUN番号 オペランド ↓ オペランド 書込論理型 ↓

4- 1　命令語の書き込み

（ ）または 書込

↓ （ ）または 書込

0
接点
#定数
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００００００　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　　　　００１０

シフト CH
＊DM

CIOのチャネル

００００００　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　　　　Ｈ０１０

AR
HR

保持リレー
（HR）のチャネル

００００００　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　　　　Ｗ０１０

＊EM
WR/LR

内部補助リレー
（WR）のチャネル

００００００　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　　　　Ａ０１０

シフト AR
HR

特殊補助リレー
（AR）のチャネル

００００００　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　　Ｄ０００１０

EM
DM

データメモリ
（DM）のチャネル

例：CIOの 0010CHのとき

例：HRの 010CHのとき

例：WRの 010CHのとき

例：ARの 010CHのとき

例：D00010のとき

数値

数値

数値

数値

数値

００００００　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　Ｅ０＿０００１０

＊EM_
EM_/EXT

拡
張
デ
ー
タ
メ
モ
リ
（
Ｅ
Ｍ
）

例：E0_00010のとき

００００００　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　　　Ｔ００１０

タイマの現在値 TIM

例：T0010のとき

数値

数値

００００００　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　　Ｅ０００１０

シフト EM
DM

例：E00010のとき
数値

（バンクアドレス、
チャネルアドレス）

（チャネルアドレス）

バンク付指定

カレントバンク

●チャネル番号（16ビットデータアドレス）の指定方法

指定対象 キー操作 画面表示例

００００００　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　　　　ＤＲ０１

DR
IR

００００００　ＭＯＶＬ
セッテイＡ　　　　　　　ＩＲ０１

DR
IR

例：DR1のとき

例：IR1のとき

数値

数値

シフト
データレジスタ
（DR）の現在値

インデックスレジスタ
（IR）の現在値

００００００　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　　　Ｃ００１０

TK
CNT

例：C0010のとき

数値カウンタの現在値

4- 1　命令語の書き込み

（ ）
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●DM/EM番号の間接指定の方法

指定対象 キー操作 画面表示例

０００２０２　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　＊Ｄ０００１０

CH
＊DMBCDモード

０００２０２　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　＠Ｄ０００１０

CH
＊DMBINモード CH

＊DM

例：＊D00010のとき

例：@D00010のとき

・BCDモードでのDM、EMの間接指定では、チャネル番号0～9999が指定できます。
チャネル番号10000～32767を指定する場合は、BINモードで間接指定してください。
・BINモードのDM間接指定で指定したDMエリアの値が8000Hex～FFFFHexである場
合、EMエリアのバンクNo.0のチャネル番号0～32767を指定します。
・BINモードのEM間接指定で指定したEMエリアの値が8000Hex～FFFFHexである場
合、指定したバンクNo.の次のバンクのチャネル番号0～32767を指定します。

Ｄ
Ｍ
間
接
指
定

Ｅ
Ｍ
間
接
指
定

数値

数値

4 - 1　命令語の書き込み

＊EM_
EM_/EXTＢ

Ｃ
Ｄ
モ
ー
ド

０００２０２　ＭＯＶ
セッテイＡ　　＊Ｅ０＿０００１０

＊EM_
EM_/EXT

０００２０２　ＭＯＶ
セッテイＡ　　＠Ｅ０＿０００１０

例：＊E0_00010のとき

例：@E0_00010のとき

数値

数値

シフト

シフト ＊EM_
EM_/EXTシフト

０００２０２　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　＊Ｅ０００１０

例：＊E00010のとき

０００２０２　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　＠Ｅ０００１０

例：@E00010のとき

Ｂ
Ｉ
Ｎ
モ
ー
ド

バンク付
指定

＊EM
WR/LR 数値シフト

カレント
バンク

＊EM
WR/LRシフト

カレント
バンク

バンク付
指定

数値＊EM
WR/LRシフト
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０００２０２　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　　　＃１２３４

接点
＃定数1ワード定数

０００２０２　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　　　　　　－１

16進

符号付き10進

０００２０２　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　　＆６５５３５

符号なし10進

０００２０２　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　　　－４６６０

リセット

０００２０２　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　　　＋４６６０

セット

・入力した定数は、　　　キーを押すことにより、表示形式を変更することができま

す。

・符号付き10進表示のときには、　　　　／　　　キーを押すことにより＋/－の切り

替えができます。

マイナス

プラス

,-IR
TR
表示切替

指定対象 キー操作 画面表示例

●定数の指定方法

数値

０００２０２　ＭＯＶＬ
セッテイＡ　　＃１２３４５６７８

接点
＃定数

16進

数値2ワード定数

,-IR
TR
表示切替

接点
＃定数 数値

０００２０２　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　　　＃ＦＦＦＦ

16進

＃

＋
（－）

＆

,-IR
TR
表示切替

リセット セット

,-IR
TR
表示切替

（16進 4桁）

（16進 8桁）

4 - 1　命令語の書き込み

タイマ /カウンタ設定値やサブルーチンNo.のBCDデータ定数については、上記
のような変更はできません。
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０００１２３　ＣＴ００
＠ＭＯＶ（０２１）

０００１２３　ＣＴ００
％ＳＥＴ　　　　　　００００００

シフト

シフト

＠記号：立ち上がり微分型

％記号：立ち下がり微分型

●命令の実行型の指定方法

動作オプション キー操作 画面表示例

都度リフレッシュ

立ち上がり微分

立ち下がり微分

！記号：都度リフレッシュ型

！＠記号：都度リフレッシュ /立ち上がり微分型

！％記号：都度リフレッシュ /立ち下がり微分型

注：同じキー操作で解除できます。

注：同じキー操作で解除できます。

注：同じキー操作で解除できます。

０００１２３　ＣＴ００
！ＭＯＶ（０２１）

０００１２３　ＣＴ００
！＠ＭＯＶ（０２１）

０００１２３　ＣＴ００
！％ＳＥＴ　　　　　００００００

4- 1　命令語の書き込み

_↑
セット

_
↓

リセット

英字
!
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・「運転」モード、「モニタ」モードのときは、表示されている接点の導通の状態（1/0）
が表示されます。

2. 　↓　↑　キーを押すことで、前後のプログラムアドレスを読み出せます。

1. 初期画面から、読み出すプログラムアドレスを指定します。

運転
○

モニタ
○

プログラム
○

すでに作成済のユーザプログラムメモリの内容を読み出します。

■アドレス指定読み出し

クリア

1 2 3

↓

↓

↑

初期画面 

・プログラムの終りは、以下の表示になります。

↓

・命令語の検索、接点の検索でも読み出しプログラムアドレスを表示できます。

１２３４５８　ＣＴ００
ＥＮＤ（００１）

例：プログラムアドレス123456のとき

4 5 6

4 - 2　プログラム読み出しと検索

【基本操作】

【操作方法】 例として、プログラムアドレス123456を読み出す例で説明します。

・END命令以降のプログラムアドレス（命令が入力されていないプログラムアドレ
ス）を読み出そうとすると、「アドレスオーバー」と表示されます。

プログラムアドレス ↓
↓

↑

初期画面

１２３４５６　ＣＴ００
ＬＤ　　　　　　　　００００００

１２３４５６　ＣＴ００
ＬＤ　　　　　　　　００００００

１２３４５７　ＣＴ００
ＡＮＤ　　　　　　　００２１００

○ ○ ○ ００００００　ＣＴ００

１２３４５６

１２３４５９アト゛レスオーハ゛ー
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3. END命令まで検索し終わると、以下の表示になります。

０００４００　ＣＴ００　ケンサク
ＥＮＤ（００１）

０００３００　ＣＴ００　ケンサク
ＬＤ　　　　　　　　０００１００

検索完了画面 

2. そのまま同じ命令語で検索したい場合、　検索　キーを押します。

CF
検索

CF
検索

０００２００　ＣＴ００　ケンサク
ＬＤ　　　　　　　　０００１００

検索完了画面 

■命令語検索 運転
○

モニタ
○

プログラム
○

命令語を指定して、プログラムアドレスを検索します。

1. 初期画面から、検索する命令語を指定して、　検索　キーを実行します。

００００００
ＬＤ　　　　　　　　０００１００

０００１００ケンサクチュウ
ＬＤ　　　　　　　　０００１００

CF
検索

AA
LD

・あらかじめ検索を開始するプログラムアドレスを指定することができます。

【基本操作】

【操作方法】 例として、LD命令を指定して検索する場合で説明します。

例：LD  000100 命令を検索するとき

・指定したプログラムアドレス以降の最も近い命令語（例：LD命令）を検索表示
します。

命令語 CF
検索

CF
検索

○ ○ ○
CF
検索

4 - 2　プログラム読み出しと検索

初期画面

クリア 初期画面 ００００００　ＣＴ００

1 0 0

０００４００　ＣＴ００　ケンサク
ＥＮＤメイレイナシ　　　オワリ

・END命令まで検索し終わった後さらに　検索　キーを押すと以下の表示になりま
す。

CF
検索

○ ○ ○
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1. 初期画面から、検索する接点番号（ビットデータアドレス）を指定して、　検索　
キーを押します。

００００００　ＣＴ００
セッテン　　　　　　Ａ２００１１

シフト 2AR
HR

００００００ケンサクチュウ
セッテン　　　　　　Ａ２００１１

００００２０　ＣＴ００　セッテン
ＬＤ　　　　　　　　Ａ２００１１

検索完了画面 

０００３００　ＣＴ００　セッテン
ＡＮＤ　　　　　　　Ａ２００１１

検索完了画面 

CF
検索

CF
検索

例：AR20011を指定して検索するとき

■接点検索

接点番号（ビットデータアドレス）を指定して、プログラムアドレスを検索します。

・あらかじめ検索を開始するプログラムアドレスを指定することができます。

【基本操作】

【操作方法】 例として、AR20011を指定して検索する場合で説明します。

0 0 1 １

2. そのまま同じ接点番号（ビットデータアドレス）で検索したい場合、　検索　キーを
押します。

ビットアドレス CF
検索

CF
検索

○ ○ ○
CF
検索

4 - 2　プログラム読み出しと検索

3. END命令まで検索し終わると、以下の表示になります。

０００４００　ＣＴ００　セッテン
ＥＮＤ（００１）

CF
検索

クリア 初期画面 

初期画面

運転
○

モニタ
○

プログラム
○

０００３１９　ＣＴ００　セッテン
ＯＲ　Ｎ　　　　　　Ａ２００１１

検索完了画面 CF
検索

○ ○ ○ ００００００　ＣＴ００

シフト 接点
＃定数

０００４００　ＣＴ００　セッテン
ＥＮＤメイレイナシ　　　オワリ

・END命令まで検索し終わった後さらに　検索　キーを押すと以下の表示になりま
す。

CF
検索
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4-2　プログラム読み出しと検索

００００００
セッテン　　　　　　　　　ＯＮ

クロックパルス/
コンディションフラグ

シフト
CF
検索

●接点番号（ビットデータアドレス）の指定方法

００００００
セッテン　　　　　００００１５

CIOのビット

例：CIOの0000CHのビット15のとき

数値

００００００
セッテン　　　　　Ｈ０００１５

保持リレー 　
（HR）のビット AR

HR

例：HRの000CHのビット15のとき

数値

００００００
セッテン　　　　　Ｗ０００１５

内部補助リレー
（WR）のビット ＊EM

WR/LR

例：WRの000CHのビット15のとき

数値

００００００
セッテン　　　　　Ａ０００１５

特殊補助リレー
（AR）のビット AR

HR

例：ARの000CHのビット15のとき

シフト 数値

００００００
セッテン　　　　　　Ｔ００１５

タイマ接点

例：T0015のとき

TIM 数値

例：C0015のとき

００００００
セッテン　　　　　　Ｃ００１５

TK
CNT 数値

クロックパルス / コン
ディションコードの指
定時に、　　↓　↑　
キーで以下の特殊リ
レーを指定することが
できます。

表示
ＯＮ
ＯＦＦ
ＡＥＲ
０．０２ｓ
０．１ｓ
０．２ｓ
１ｓ
１ｍｉｎ
ＥＲ
ＣＹ
＞
＝
＜
Ｎ
ＯＦ
ＵＦ
＞＝
＜＞
＜＝

特殊リレー
常時ONフラグ
常時OFFフラグ
ＡＥＲ（アクセスエラー）フラグ
0.02secクロック
0.1secクロック
0.2secクロック
1sec クロック
1minクロック
ＥＲ（エラー）フラグ
ＣＹ（キャリー）フラグ
＞フラグ
＝フラグ
＜フラグ
ネガティブフラグ
オーバーフローフラグ
アンダーフローフラグ
≧フラグ
≠フラグ
≦フラグ

接点種別 キー操作 画面表示例

例：常時ONフラグのとき

カウンタ接点

接点
＃定数

シフト

接点
＃定数シフト

接点
＃定数シフト

接点
＃定数シフト

接点
＃定数

シフト

接点
＃定数

シフト

例：TK0000のとき

００００００
セッテン　　　　　ＴＫ００００

TK
CNT

数値タスクフラグ シフト



4-21

４
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
書
き
込
み
と
修
正

■命令語の変更

ユーザプログラムの命令を変更（上書き）します。

4 - 3　プログラムを修正する

例として、下記の回路で、アドレス000200の命令語を「LD  NOT  000002」に変更（上
書き）する場合で説明します。

アドレス
　〜
000200
000201
　〜

命令
　〜
LD
AND
　〜

データ
　〜
000001
000200
　〜

←LD  NOT   000002に変更する

2. 上書きする命令語を入力し、　書込　キーを押します。

3. 　↑　キーを押して、変更した命令語を確認します。

1. 上書きするアドレスのプログラムを読み出します。

クリア

2 0 0 ↓

NOT 2

↑

００００００　ＣＴ００初期画面 

０００２００　ＣＴ００
ＬＤ　　　　　　　　０００００１

０００２００　ＣＴ００
ＬＤ　Ｎ　　　　　　０００００２

LD

【基本操作】

【操作方法】

書込 ０００２０１　ＣＴ００
ＡＮＤ　　　　　　　０００２００

命令語の入力 書込プログラムアドレスの表示

○ ○ ○

運転
×

モニタ
×

プログラム
○
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例として、下記の回路で、アドレス000201の前に「AND  000100」を挿入する場合で
説明します。

アドレス
　〜
000200
000201
　〜

命令
　〜
LD
AND
　〜

データ
　〜
000001
000200
　〜

←AND  000100を挿入する

2. 挿入する命令語を指定して、　挿入　キーを押します。

3. 　↓　キーを押すと、指定した命令語が挿入され、次のプログラムアドレスが表示
されます。

1. 挿入するアドレスのプログラムを読み出します。

クリア

2 0 1 ↓

1 0 ０ 挿入

↓

００００００　ＣＴ００初期画面 

０００２０１　ＣＴ００
ＡＮＤ　　　　　　　０００２００

０００２０１ソウニュウ？
ＡＮＤ　　　　　　　０００１００

０００２０２ソウニュウオワリ
ＡＮＤ　　　　　　　０００２００

AND

【基本操作】

【操作方法】

・プログラムのないアドレスに命令を挿入しようとしたとき、“アドレスオーバー”
が表示され、挿入はできません。

命令語の入力 挿入 ↓プログラムアドレスの表示

4- 3　プログラムを修正する

4. 　↑　キーを押して、挿入した命令語を確認します。

↑ ０００２０１　ＣＴ００
ＡＮＤ　　　　　　　０００１００

■命令語の挿入 運転
×

モニタ
×

プログラム
○

ユーザプログラムの途中に命令を挿入します。

○ ○ ○



4-23

４
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
書
き
込
み
と
修
正

００００００　ＣＴ００

2. 削除を指示します。

・プログラムのないアドレスまたは最終アドレスのEND命令（001）を削除しよう
としたときは、“アドレスオーバー”が表示されます。
・複数のオペランドを持つ命令を削除したときには、設定値（オペランド）もいっ
しょに削除されます。

3. 　↑　キーを押すと、表示中の命令語が削除され、次のプログラムアドレスの内容
が前に詰められます。

1. 削除するプログラムアドレスの命令語を読み出します。

クリア

2 0 １ ↓

削除

↑

初期画面 

０００２０１　ＣＴ００
ＡＮＤ　　　　　　　０００２００

０００２０１サクジョ？
ＡＮＤ　　　　　　　０００２００

０００２０１サクジョオワリ
ＯＵＴ　　　　　　　０００１００

例として、下記の回路で、アドレス000201の「AND  000200」を削除する場合で説明
します。

アドレス
　〜
000200
000201
000202
　〜

命令
　〜
LD
AND
OUT
　〜

データ
　〜
000001
000200
000100
　〜

→削除

【基本操作】

【操作方法】

プログラムアドレスの表示 削除 ↑

4 - 3　プログラムを修正する

■命令語の削除 運転
×

モニタ
×

プログラム
○

ユーザプログラムの命令語を削除します。

○ ○ ○
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4-3　プログラムを修正する

■接点番号の変更

ユーザプログラムの接点番号を変更します。

運転
×

モニタ
×

プログラム
○

例として、下記の回路のアドレス000200「LD  000001」の接点番号を“000002”に変
更する場合で説明します。

←接点番号を“000002”に変更する

2. 変更する接点番号を指定して、　書込　キーを押します。

1. 変更するアドレスのプログラムを読み出します。

クリア

2 0 0 ↓

2

００００００　ＣＴ００初期画面 

０００２００　ＣＴ００
ＬＤ　　　　　　　　０００００１

０００２００
ＬＤ　　　　　　　　０００００２

【基本操作】

【操作方法】

接点番号の入力 書込プログラムアドレスの表示

3. 　↑　キーを押して、変更した接点番号を確認します。

↑ ０００２００　ＣＴ００
ＬＤ　　　　　　　　０００００２

書込 ０００２０１　ＣＴ００
ＡＮＤ　　　　　　　０００２００

アドレス
　〜
000200
000201
　〜

命令
　〜
LD
AND
　〜

データ
　〜
000001
000200
　〜

○ ○ ○
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4-3　プログラムを修正する

■ a 接点 /b 接点の変更

ユーザプログラム中のa接点とb接点を変更します。

例として、下記の回路のアドレス000200「LD  000001」を「LD  NOT  000001」に変
更する場合で説明します。

←LD  NOT  000001に変更する

2. 　NOT　キーを押してから、　書込　キーを押します。

1. 変更するアドレスのプログラムを読み出します。

クリア

2 0 0 ↓

NOT

００００００　ＣＴ００
ＬＤ　　　　　　　　００００００

初期画面 

０００２００　ＣＴ００
ＬＤ　　　　　　　　０００００１

０００２００
ＬＤ　Ｎ　　　　　　０００００１

【基本操作】

【操作方法】

書込プログラムアドレスの表示

3. 　↑　キーを押して、“LD”から“LD  NOT”への変更を確認します。

↑ ０００２００　ＣＴ００
ＬＤ　Ｎ　　　　　　０００００１

書込 ０００２０１　ＣＴ００
ＡＮＤ　　　　　　　０００２００

アドレス
　〜
000200
000201
　〜

命令
　〜
LD
AND
　〜

データ
　〜
000001
000200
　〜

運転
×

モニタ
×

プログラム
○

NOT ○ ○ NOT

○ ○ ○
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4-3　プログラムを修正する

■命令語の実行型の変更 運転
×

モニタ
×

プログラム
○

ユーザプログラムの命令語の実行型を変更します。
・モニタモードでのキー操作と表示については、P.5-37をお読みください。

例として、下記の回路のアドレス000200「LD  000001」のLD命令の実行型を立ち上
がり微分型に変更する場合で説明します。

←＠LD  000001に変更する

2. 以下のキー操作で実行型を指定して、　書込　キーを押します。

1. 変更するアドレスのプログラムを読み出します。

クリア

2 0 0 ↓

００００００　ＣＴ００初期画面 

０００２００　ＣＴ００
ＬＤ　　　　　　　　０００００１

０００２００
＠ＬＤ　　　　　　　０００００１

【基本操作】

【操作方法】

シフト

プログラムアドレスの表示

3. 　↑　キーを押して、変更した実行型を確認します。

書込 ０００２０１
ＡＮＤ　　　　　　　０００２００

アドレス
　〜
000200
000201
　〜

命令
　〜
LD
AND
　〜

データ
　〜
000001
000200
　〜

書込

シフト

↑ ０００２００　ＣＴ００
＠ＬＤ　　　　　　　０００００１

シフト

●立ち上がり微分型

●立ち下がり微分型

●都度リフレッシュ型

○ ○ ○

_↑
セット

_
↓

リセット

英字
!

_↑
セット
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００００００　ＣＴ００

０００２０１　ＣＴ００　ケンサク
ＴＩＭ　　　　　　　　　０００１

1. 設定値を変更するタイマ /カウンタを表示します。

2. 設定値の変更を実行します。

０００２０１　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　　　＃０１００

定数指定で変更する場合
設定値変更1画面で、定数を入力します。

０００２０１セッテイチ？
　　　　　　　　　　　＃０１２０

■タイマ / カウンタ設定値変更 運転
×

モニタ
×

プログラム
○

クリア

TIM 1 検索

↓

1 2

書込

初期画面 

■タイマ / カウンタ設定値変更 1（定数 / チャネル指定）

3. 設定値変更1画面から、定数指定またはチャネル指定で、設定値を変更することが
できます。

変更 ０００２０１セッテイチ？
　　　　　　　　　　　＃０１００

接点
＃定数

設定値変更1画面 

０００２０１　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　　　＃０１２０

【基本操作】

【操作方法】 例として、TIM0001の設定値を変更する場合で説明します。

0

タイマ /カウンタの設定値の表示 書込変更
定数指定

チャネル指定

ユーザプログラムのタイマ /カウンタの定数指定の設定値を変更します。

4 - 3　プログラムを修正する

○ ○ ○
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4-3　プログラムを修正する

チャネル指定で変更する場合
設定値変更1画面で、チャネルアドレスを入力します。

０００２０１セッテイチ？
　　　　　　　　　　　　００１０

シフト 1 0CH
＊DM

書込 ０００２０１　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　　　　００１０

０００２０１セッテイチＵ／Ｄ？
　　　　　　　　　　　＃００２１

3. 定数指定の設定値を1ずつ増減します。

4. 新しい設定値に変更します。

/

■タイマ / カウンタ設定値変更 2（定数指定の微調整）

ユーザプログラムのタイマ/カウンタの定数指定の設定値を1ずつの増減による微調節
で変更します。

↓ ↑

クリア クリア

００００００　ＣＴ００

０００２０１　ＣＴ００　ケンサク
ＴＩＭ　　　　　　　　　０００１

1. 設定値を変更するタイマ /カウンタを表示します。

2. 設定値の変更を実行します。

０００２０１　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　　　＃００２０

クリア

TIM 1 検索

↓

初期画面 

変更 ０００２０１セッテイチＵ／Ｄ？
　　　　　　　　　　　＃００２０

設定値変更2画面 

↑

↓ キーで1増加

キーで1減少

０００２０１　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　　　＃００２１

【基本操作】

【操作方法】 例として、TIM0001の定数指定の設定値を微調整で変更する場合で説明します。

変更

クリア変更 変更
↓

↑

クリアタイマ /カウンタの設定値の表示

○ ○ ○

書込

書込
０００２０２　ＣＴ００
ＬＤ　　　　　　　　０００１００
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第５章

プログラムの動作確認と調整
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■導通モニタ

5 - 1　プログラムの実行状態を読み出す

プログラムの実行状態を1アドレスずつ読み出します。リレーやタイマ/カウンタ接点
のON/OFF状況からプログラムの運転状態を読み出すことができます。操作方法は、プ
ログラム読み出しと同じです。

【基本操作】

【操作方法】 例として、以下のプログラムの各接点のON/OFF状態を読み出します。

プログラムアドレス指定 ↓

000000 000001 000100

T0000

END（001）

・プログラム例

000100

TIM0000
　#0010

1. 初期画面から、読み出すプログラムアドレスを指定します。

クリア

1 2 3

↓

初期画面 

接点のON/OFF状態を0/1で表示します（０：OFF　１：ON）

例：プログラムアドレス123

000123

０００１２３

０００１２３　ＣＴ００　　　０
ＬＤ　　　　　　　　００００００

↓

b接点は動作していないとき導通状態「1」を表示します

０００１２４　ＣＴ００　　　１
ＡＮＤ　Ｎ　　　　　０００００１

2. プログラムを読み出します。

初期画面

○ ○ ○ ００００００　ＣＴ００

運転
○

モニタ
○

プログラム
×
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↓

↓

↓

3. 　クリア　キーで操作を終了します。

０００１２５　ＣＴ００　　　０
ＯＵＴ　　　　　　　０００１００

０００１２６　ＣＴ００　　　０
ＴＩＭ　　　　　　　　　００００

０００１２７　ＣＴ００　　　０
ＬＤ　　　　　　　　　Ｔ００００

・導通モニタ中に　モニタ　キーを押すと、I/Oモニタに移行します。
・I/Oモニタから導通モニタに戻りたいときは、もう一度　クリア　キーを押しま
す。

5 - 1　プログラムの実行状態を読み出す

↓ ０００１２６　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　　　＃００１０
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■ I /O モニタ

I/Oメモリの現在値を1点（接点またはチャネル）単位でモニタします。
・I/Oモニタには、次の2つの方法があります。
　1. I/Oメモリのアドレスを指定してモニタする。
　2. プログラムアドレスを指定し、その命令のオペランドをモニタする。
・I/Oモニタは、「運転」「モニタ」「プログラム」のいずれのモードでも実行可能です。
・モニタしているデータが接点のときは、接点のON/OFF状態を変化させることがで
きます。（「5-6 接点をON/OFFさせる」参照。）
・モニタしているデータがチャネル（16ビットデータ）のときは、値を変更すること
ができます。（「5-5 チャネル（16ビットデータ）の現在値変更」参照。）

運転
○

モニタ
○

プログラム
○

5 -2　接点またはチャネルを読み出す

・　↓　↑　キーを押すことで、表示している前後の接点をモニタすることができ
ます。
・この状態から接点のON/OFF状態を変化させることができます。

●指定接点（1ビットデータ）のON/OFF状態のモニタ

1. モニタする接点番号を入力します。

3. 　クリア　キーを押すと、I/Oモニタを終了します。

クリア

シフト 接点
#定数

初期画面 ００００００　ＣＴ００

００００００
セッテン　　　　　　Ａ４０１０９

モニタ Ａ４０１０９　　　　＾　　ＯＮ

■ I /O メモリのアドレスを指定してモニタするとき

例：A40109を指定するとき

2. モニタを実行します。

現在値（ビット表示）

【基本操作】

【操作方法】 例として、特殊補助リレーA40109をモニタする場合で説明します。

AR
HR

4 0 1 0 9シフト

エリア指定 モニタシフト 接点
#定数 接点番号

プログラムアドレス指定 ↓

↓ ↑/

クリア

（前後の接点番号のモニタ）

○ ○
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００００００
セッテン 　　ＯＮ

クロックパルス/
コンディションフラグ

シフト
CF
検索

●モニタする接点番号（ビットデータアドレス）の指定方法

００００００
セッテン　　　　　００００１５

CIOのビット

例：CIOの0000CHのビット15のとき

数値

００００００
セッテン　　　　　Ｈ０００１５

保持リレー 　
（HR）のビット AR

HR

例：HRの000CHのビット15のとき

数値

００００００
セッテン　　　　　Ｗ０００１５

内部補助リレー
（WR）のビット ＊EM

WR/LR

例：WRの000CHのビット15のとき

数値

００００００
セッテン　　　　　Ａ０００１５

特殊補助リレー
（AR）のビット AR

HR

例：ARの000CHのビット15のとき

シフト 数値

クロックパルス / コン
ディションフラグの指
定時に　↓　↑　キー
の押下により、右記の特
殊リレーを指定するこ
とができます。

表示
ＯＮ
ＯＦＦ
ＡＥＲ
０．０２ｓ
０．１ｓ
０．２ｓ
１ｓ
１ｍｉｎ
ＥＲ
ＣＹ
＞
＝
＜
Ｎ
ＯＦ
ＵＦ
＞＝
＜＞
＜＝

特殊リレー
常時ONフラグ
常時OFFフラグ
ＡＥＲ（アクセスエラー）フラグ
0.02secクロック
0.1secクロック
0.2secクロック
1sec クロック
1minクロック
ＥＲ（エラー）フラグ
ＣＹ（キャリー）フラグ
＞フラグ
＝フラグ
＜フラグ
ネガティブフラグ
オーバーフローフラグ
アンダーフローフラグ
≧フラグ
≠フラグ
≦フラグ

モニタ対象 キー操作 画面表示例

例：常時ONフラグのとき

5 - 2　接点またはチャネルを読み出す

接点
＃定数シフト

接点
＃定数シフト

接点
＃定数シフト

接点
＃定数シフト

例：TK0000のとき

００００００
セッテン　　　　　ＴＫ００００

TK
CNT 数値タスクフラグ シフト
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●タイマ /カウンタのアップフラグ、現在値のモニタ

5- 2　接点またはチャネルを読み出す

例：10.0秒の場合は、以下のようになります。

設定値入力

#0000～ #9999

現在値表示

I/O モニタ画面（初期状態）

0000～ 9999

設定値入力

#0100

現在値表示

I/Oモニタ画面（初期状態）

0100
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・タイマ /カウンタは、接点のI/Oモニタと現在値モニタは同じ操作です。
・タイマ/カウンタが動作し現在値が“0”になると、タイムアップフラグ（カウン
トアップフラグ）がONし、現在値の左に“〇”が表示されます。

3. 　クリア　キーを押すと、I/Oモニタを終了します。

モニタ

1 ００００００
ＴＩＭ　　　　　　　　　００１０

Ｔ００１０　　　　　　　０２３６

例：TIM0000を指定するとき

クリア 初期画面 ００００００　ＣＴ００

1. モニタするタイマ番号を入力します。

例として、TIM0010をモニタする場合で説明します。

2. モニタを実行します。

【操作方法】

0

【基本操作】 モニタタイマ番号

TIM

例：T0100のとき

００００００
ＴＩＭ　　　　　　　　０１００

タイマの現在値 TIM 数値

●モニタするタイマ /カウンタ番号の指定方法

モニタ対象 キー操作 画面表示例

００００００
ＣＮＴ　　　　　　　　００１０

TK
CNT

例：C0010のとき

数値カウンタの現在値

TIM

カウンタ番号 モニタ

5 - 2　接点またはチャネルを読み出す

TK
CNT

タイマの現在値タイムアップフラグがONした状態

タイマの現在値

○ ○ ○

Ｔ００１０　　　　　　　００００
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5-2　接点またはチャネルを読み出す

・　↓　↑　キーを押すことで、表示している前後のCHをモニタすることができ
ます。
・この状態からCHの値を変更することができます。

3. 　クリア　キーを押すと、I/Oモニタを終了します。

モニタ

EM
DM 1 ００００００

チャネル　　　　　　Ｄ００１００

Ｄ００１００　　　　　ＦＦＦＦ

例：D00100を指定するとき

現在値（16進表示）

●指定チャネル（16ビットデータ）の現在値のモニタ

クリア 初期画面 ００００００　ＣＴ００

1. モニタするDM番号を入力します。

例として、データメモリのD00100をモニタする場合で説明します。

2. モニタを実行します。

【操作方法】

0 0

【基本操作】 エリア指定 モニタシフト CH
＊DM チャネル番号

○ ○ ○
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5-2　接点またはチャネルを読み出す

００００００
チャネル　　　　　　　００１０

シフト CH
＊DM

CIOのチャネル

００００００
チャネル　　　　　　　Ｈ０１０

AR
HR

保持リレー
（HR）のチャネル

００００００
チャネル　　　　　　　Ｗ０１０

＊EM
WR/LR

内部補助リレー
（WR）のチャネル

００００００
チャネル　　　　　　　Ａ０１０シフト AR

HR

特殊補助リレー
（AR）のチャネル

００００００
チャネル　　　　　Ｄ０００１０

EM
DM

データメモリ
（DM）のチャネル

例：CIOの 0010CHのとき

例：HRの 010CHのとき

例：WRの 010CHのとき

例：ARの 010CHのとき

例：D00010のとき

数値

数値

数値

数値

数値

００００００
チャネル　　　Ｅ０＿０００１０

＊EM_
EM_/EXT

拡
張
デ
ー
タ
メ
モ
リ
（
Ｅ
Ｍ
）

例：E0_00010のとき
数値

００００００
チャネル　　　　　Ｅ０００１０

シフト EM
DM

例：E00010のとき
数値

（バンクアドレス、
チャネルアドレス）

（チャネルアドレス）

バンク付指定

カレントバンク

●モニタするチャネル番号（16ビットデータアドレス）の指定方法

モニタ対象 キー操作 画面表示例

００００００
レジスタ　　　　　　　ＤＲ０１

DR
IR

００００００
レジスタ　　　　　　　ＩＲ０１

DR
IR

例：DR1のとき

例：IR1のとき

数値

数値

シフト
データレジスタ
（DR）の現在値

インデックスレジスタ
（IR）の現在値

シフト CH
＊DM

シフト CH
＊DM

シフト CH
＊DM
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1. 初期画面から、モニタするデータのあるプログラムアドレスを入力します。

■プログラムアドレスを指定し、その命令語のオペランドをモニタするとき

クリア

2

モニタ

0 0 ↓

初期画面 ００００００　ＣＴ００

０００２００　ＣＴ００　　　０
ＴＩＭ　　　　　　　　　００００

Ｔ００００　　　　　　　１２３４

現在値

●オペランドが1つのとき

例：プログラムアドレスが000200

2. モニタを実行します。

3. 　クリア　キーを押すと、I/Oモニタを終了します。

クリア ０００２００
ＴＩＭ　　　　　　　　　００００

【基本操作】

【操作方法】 例として、プログラムアドレス000200のタイマ命令の現在値をモニタする場合で説明
します。

5 - 2　接点またはチャネルを読み出す

プログラムアドレスの指定 ↓ モニタ初期画面

○ ○
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モニタ ００１１　　　　　　　１２３４

現在値
4. 　クリア　キーを押すと、I/Oモニタを終了します。

クリア ０００２０２
チャネル　　　　　　　００１１

2 0 2 ↓ ０００２０２　ＣＴ００
ＭＯＶ（０２１）

●オペランドが2つ以上のとき

例：プログラムアドレスが000202

↓ ０００２０２　ＭＯＶ
セッテイＡ　　　　　　００１０

０００２０２　ＭＯＶ
セッテイＢ　　　　　　００１１

↑/ 第1オペランド 

第 2オペランド 

クリア 初期画面 ００００００　ＣＴ００

1. 初期画面から、モニタするデータのあるプログラムアドレスを入力します。

例として、プログラムアドレス000202のM0V命令（021）のオペランドをモニタする
場合で説明します。

2. モニタするオペランドを選択します。

3. モニタを実行します。

5 - 2　接点またはチャネルを読み出す

【操作方法】

○ ○
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・全部で4点まで指定することができますが、同時に表示できるのは2点までです。
また、4点以上指定をすると、古いものから順に登録からクリアされます。

■ I /O 多点モニタ

同時に4点までの接点またはチャネルをモニタします。
・同時に4点までモニタできますが、同時に表示できるのは2点までです。
・I/O多点モニタは、「運転」「モニタ」「プログラム」のいずれのモードでも実行でき
ます。

運転
○

モニタ
○

プログラム
○

クリア

TIM 1

シフト
接点
#定数 1 モニタ

モニタ

初期画面 ００００００　ＣＴ００

Ｔ０００１　　　　　　０１００

０００００１　　　　＾　ＯＦＦ
Ｔ０００１　　　　　　０１００

Ｄ０００００　　　　　１２３４
０００００１　　　　＾　ＯＦＦ

1 １２２５　　　　　　　００００
Ｄ０００００　　　　　１２３４

モニタ2 2 5

EM
DM

例：T0001を指定

例：接点の000001を指定

例：D00000を指定

例：CIOの1225CHを指定

上段に表示

上段に表示

上段に表示

上段に表示

D00000の現在値 000001の現在値

1225CHの現在値 D00000の現在値

T0001の現在値000001の現在値

T0001の現在値

5 - 3　複数の接点またはチャネルを読み出す

【基本操作】

【操作方法】 例として、T0001、接点000001、D00000、CIOの 1225CHをモニタする場合で説明し
ます。

1.モニタする接点、チャネルを続けて指定します。指定した接点またはチャネルの現
在値が画面上段に表示されます。接点またはチャネルの指定方法は、通常のI/Oモニ
タの場合と同様です。

モニタ

○ ○ ○I/Oモニタ I/Oモニタ

○ ○ ○
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モニタ Ｔ０００１　　　　　　０１００
１２２５　　　　　　　００００

2. 　モニタ　キーを押すと、表示から隠れている接点/チャネルを画面に表示します。

3. 　クリア　キーを押すと、画面の上段の1点のモニタがクリアされます。

クリア １２２５　　　　　　　００００
Ｄ０００００　　　　　１２３４

■ I / O 多点モニタの保存

「I/O多点モニタ」でモニタ状態を保存します。

１２２５　　　　　　　００００
Ｄ０００００　　　　　１２３４

I/O多点モニタ画面 

シフト クリア ００００００
チャネル　　　　　　　１２２５

2. 「I/O多点モニタ」以外の操作をします。

クリア 初期画面 ００００００　ＣＴ００

○

○

○

シフト モニタ

3. 保存したモニタ状態に復帰します。

１２２５　　　　　　　００００
Ｄ０００００　　　　　１２３４

I/O多点モニタ画面 

【基本操作】

【操作方法】 1. I/O多点モニタの画面で、　シフト　クリア　キーを続けて押します。

5 - 3　複数の接点またはチャネルを読み出す

I/O多点モニタ画面 シフト クリアI/O多点モニタの保存：

シフト モニタI/O多点モニタの復帰：
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「I/O多点モニタ」で登録したモニタ表示状態を全点クリアします。ただしクリアした
モニタは保存されています。

１２２５　　　　　　　００００
Ｄ０００００　　　　　１２３４

I/O多点モニタ画面 

シフト クリア ００００００
チャネル　　　　　　　１２２５

5- 3　複数の接点またはチャネルを読み出す

■全点モニタクリア

【基本操作】

【操作方法】 I/O多点モニタの画面で、　シフト　　クリア　キーを続けて押します。

シフト クリア
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チャネル（16ビットデータ）の「I/Oモニタ」および「I/O多点モニタ」では、バイナ
リ形式（16進4桁または2進16桁）の表示ほか、符号付き10進表示、符号なし10進
表示、ASCII文字表示に表示形式を変換することができます。
キー操作によるチャネル（16ビットデータ）の表示形式の変遷は、次のとおりです。

シフト モニタ

I/Oモニタ画面 

Ｄ００２００　　　　　Ｂ１４１ Ｄ００２００　　　モニタ
１０１１０００１０１０００００１

●16進またはBCD4桁表示 ●2進16桁表示

クリア

Ｄ００２００　　　－２０１５９ Ｄ００２０１　　Ｄ００２００
　　　　　　　　　　＋４５３７７

●符号付き10進表示 ●符号付き倍長10進表示

Ｄ００２００　　　＆４５３７７ Ｄ００２０１　　Ｄ００２００
　　　　　　　　　　＆４５３７７

●符号なし10進表示 ●符号なし倍長10進表示

,IR+
,IR

,IR+
,IR

クリア

クリア

Ｄ００２００　　　　　”アＡ”

●ASCII 文字表示

クリア

データ表示変換 ,-IR
TR

,-IR
TR

,-IR
TR

,-IR
TR

5 -4　モニタ中のチャネルの表示形式

I/O多点モニタ画面I/Oモニタ画面

,-IR
TR

クリア

クリア
NOT
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1. 「I/Oモニタ」を実行し、モニタするCHを表示します。

・　↓　↑　キーを押すことで、表示している前後のCHを表示させることができ
ます。
・この状態からCHの値を、接点（ビット）単位で変化させることができます。（P.5-
27参照。）
・接点（ビット）の強制セット/リセットの状態も表示されます。（S：強制セット
中、R：強制リセット中。）

2. チャネルモニタを実行します。

強制セット中

強制リセット中

3. 　クリア　キーを押すと、チャネルモニタを中止して「I/Oモニタ」に戻ります。

I/Oメモリのチャネル（16ビットデータ）単位のビット状態をモニタします。
・モニタできるチャネルは下記のとおりです。
　　・入出力リレー ・内部補助リレー（WR）
　　・保持リレー（HR） ・特殊補助リレー（AR）
　　・データメモリ（DM） ・拡張データメモリ（EM）
　　・データレジスタ（DR） ・インデックスレジスタ（IR）
・画面下段に、下記形式で16ビット表示されます。
　　　1：ON S：強制セット
　　　0：OFF R：強制リセット

運転
○

モニタ
○

プログラム
○

シフト モニタ

クリア

I/Oモニタ画面 

I/Oモニタ画面 

２６７０　　　　　　　Ｆ０００

２６７０　　　　　モニタ
１１１１００００００００００００

２６７０　　　　　　　Ｆ０００

２６７０　　　　　モニタ
１１Ｓ１００Ｒ０００００００００

■チャネル（多ビット）モニタ

例：CIOの2670CH

【基本操作】

【操作方法】 例として、CIOの 2670CHをチャネル（多ビット）表示でモニタする場合で説明しま
す。

5 - 4　モニタ中のチャネルの表示形式

I/Oモニタ画面

I/O多点モニタ画面

シフト モニタ
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5-4　モニタ中のチャネルの表示形式

運転
○

モニタ
○

プログラム
○■符号付き 10 進モニタ

チャネル内の16進数のデータを、2の補数で表現された16進数とみなして、符号付き
10進数に変換して表示します。
・「I/Oモニタ」または「I/O多点モニタ」実行中に使用できます。

・I/O多点モニタ実行中は、画面上段のCHが対象になります。

2. 符号付き10進に表示形式を変換します。

・この状態からCHデータを符号付き10進数で変更することができます。（P.5-23
参照。）

1. 「I/Oモニタ」または「I/O多点モニタ」を実行し、モニタするCHを表示します。

4. 　クリア　キーを押すと、倍長表示を中止して、符号付き10進モニタに戻ります。

クリア

I/Oモニタ画面 ２６７０　　　　　　　ＦＦＦ０

,-IR
TR

２６７０　　　　　　　　－１６

２６７０　　　　　　　　－１６

3. 倍長表示に表示形式を変換します。

２６７１　　　　２６７０
　　　　　　　　　　＋６５５２０

5. さらに　クリア　キーを押すと、符号付き10進モニタを中止して「I/Oモニタ」ま
たは「I/O多点モニタ」に戻ります。

クリア I/Oモニタ画面 ２６７０　　　　　　　ＦＦＦ０

,IR+
,IR

例：2671が 0000Hexのとき

例：CIOの2670CH

【基本操作】

【操作方法】 例として、CIOの 2670CHを符号付き10進表示でモニタする場合で説明します。

I/Oモニタ画面

I/O多点モニタ画面

,-IR
TR
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運転
○

モニタ
○

プログラム
○■符号なし 10 進モニタ

チャネル内の16進数のデータを、符号なし10進数に変換して表示します。
・「I/Oモニタ」または「I/O多点モニタ」実行中に使用できます。

・I/O多点モニタ実行中は、画面上段のCHが対象になります。

2. 符号なし10進に表示形式を変換します。

1. 「I/Oモニタ」または「I/O多点モニタ」を実行し、モニタするCHを表示します。

I/Oモニタ画面 ２６７０　　　　　　　ＦＦＦ０

,-IR
TR

・この状態からCHデータを符号なし10進数で変更することができます。（P.5-25
参照。）

4. 　クリア　キーを押すと、倍長表示を中止して、符号なし10進モニタに戻ります。

クリア

２６７０　　　　　＆６５５２０

3. 倍長表示に表示形式を変換します。

２６７１　　　　２６７０
　　　　　　　　　　＆６５５２０

5. さらに　クリア　キーを押すと、符号なし10進モニタを中止して「I/Oモニタ」ま
たは「I/O多点モニタ」に戻ります。

クリア I/Oモニタ画面 ２６７０　　　　　　　ＦＦＦ０

,IR+
,IR

,-IR
TR

２６７０　　　　　＆６５５２０

例：2671が0000Hexのとき

例：CIOの2670CH

【基本操作】

【操作方法】 例として、CIOの 2670CHを符号なし10進表示でモニタする場合で説明します。

5 - 4　モニタ中のチャネルの表示形式

I/Oモニタ画面

I/O多点モニタ画面

,-IR
TR

,-IR
TR
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運転
○

モニタ
○

プログラム
○■ ASCI I モニタ

チャネル内の16進数のデータを、ASCIIコードデータとみなして、ASCII文字を表示
します。
・「I/Oモニタ」または「I/O多点モニタ」実行中に使用できます。
・表示できるASCII文字の詳細については、P.付 -2を参照してください。

1. 「I/Oモニタ」または「I/O多点モニタ」を実行し、表示を切り替えるCHを表示し
ます。

2. ASCII文字表示に表示形式を変換します。

I/Oモニタ画面 Ｄ０００００　　　　　４１４２

Ｄ０００００　　　　　”ＡＢ”ASCII表示 
,-IR
TR

,-IR
TR

,-IR
TR

例：D00000

【基本操作】

【操作方法】 例として、D00000をASCII表示でモニタする場合で説明します。

3. 　クリア　キーを押すと、ASCII表示を中止して、「I/Oモニタ」または「I/O多点モ
ニタ」に戻ります。

クリア Ｄ０００００　　　　　４１４２

5- 4　モニタ中のチャネルの表示形式

I/Oモニタ画面

I/O多点モニタ画面

,-IR
TR

,-IR
TR

,-IR
TR
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■現在値変更の基本操作 運転
×

モニタ
○

プログラム
○

5 -5　チャネル（16 ビットデータ）の現在値変更

チャネル（16ビットデータ）の現在値の変更は、CPUユニットが「プログラム」また
は「モニタ」モードのとき実行可能です。

Ｄ００２００　　　　　Ｂ１４１

●16進またはBCD4桁表示

Ｄ００２００　　　－２０１５９

●符号付き10進表示

Ｄ００２００　　　＆４５３７７

●符号なし10進表示

クリア

クリア

Ｄ００２００　　　　　”アＡ”

●ASCII 文字表示

クリア

,-IR
TR

,-IR
TR

,-IR
TR

,-IR
TR

16進またはBCD4桁で入力変更 書込

符号付き10進で入力変更 書込

符号なし10進で入力変更 書込

英数字で入力変更 書込

（カタカナ、記号は入力不可）

I/O多点モニタ画面I/Oモニタ画面

　警　告

現在値変更操作をするときは、「プログラム」モードにおいても、安全を十分に
確認してから行ってください。
CPUユニットは「プログラム」モードでもI/Oリフレッシュを行っており、出力
ユニット、高機能I/Oユニット、CPU高機能ユニットに割付けられたリレーエリ
アのデータを変更すると、PCに接続された負荷が思いがけない動作をする恐れ
があります。

!
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1. 「I/Oモニタ」または「I/O多点モニタ」を実行し、変更するCHを表示します。

2. 16進数表示での変更をします。

3. 設定値を入力します。「I/Oモニタ」または「I/O多点モニタ」に戻ります。

■16 進または BCD 表示での変更

チャネル（16ビットデータ）の現在値を、16進4桁またはBCD4桁の入力で変更しま
す。
・「I/Oモニタ」「I/O多点モニタ」実行中に使用できます。I/O多点モニタ実行中は、画
面上段が変更対象となります。

運転
×

モニタ
○

プログラム
○

変更

書込1 シフト 1

I/Oモニタ画面 Ｄ００２００　　　　　００１Ａ

Ｄ００２００　　　　　００１Ａ
ケ゛ンサ゛イチ　　　　？？？？

Ｄ００２００　　　　　００１Ｂ

例：D00200

【基本操作】

【操作方法】 例として、D00200の現在値を変更する場合で説明します。

B

5 - 5　チャネル（16 ビットデータ）の現在値変更

I/Oモニタ画面

I/O多点モニタ画面

16進またはBCD4桁で入力変更 書込

　警　告

現在値変更操作をするときは、「プログラム」モードにおいても、安全を十分に
確認してから行ってください。
CPUユニットは「プログラム」モードでもI/Oリフレッシュを行っており、出力
ユニット、高機能I/Oユニット、CPU高機能ユニットに割付けられたリレーエリ
アのデータを変更すると、PCに接続された負荷が思いがけない動作をする恐れ
があります。

!
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2. 符号付き10進表示での変更を実行します。

1. 符号付き10進の「I/Oモニタ」または「I/O多点モニタ」を実行し、変更するCHを
表示します。

・正数（＋）を入力するときは　セット　キーを、負数（－）を入力するときは
　　リセット　キーを押します。
・入力を間違えたときは、　クリア　キーを押して入力前の状態に戻してから、正
しい値を入力し直してください。

3. 設定値を入力します。「符号付き10進モニタ」に戻ります。

チャネルデータの現在値を、符号付き10進数（-32768～ 32767、倍長 -214783648 ～
214783647）の入力で変更します。2の補数で表現された16進数への変換は、自動的に
行われます。
・「I/Oモニタ」「I/O多点モニタ」実行中に使用できます。I/O多点モニタ実行中は、画
面上段が変更対象となります。

変更

符号付き10進モニタ画面 Ｄ００２００　　　　　　－１６

Ｄ００２００　　　　　　－１６
ケ゛ンサ゛イチ　　－？？？？？

書込6 73 2 7 Ｄ００２００　　　＋３２７６７

Ｄ００２００　　　　　　－１６
ケ゛ンサ゛イチ　　＋？？？？？

5- 5　チャネル（16 ビットデータ）の現在値変更

■符号付き 10 進モニタでの変更 運転
×

モニタ
○

プログラム
○

【基本操作】

【操作方法】 例として、D00200の現在値を変更する場合で説明します。

■符号付き 10 進表示のとき

例：D00200

符号付き10進モニタ画面 符号付き10進で入力変更 書込

_↑
セット

　警　告

現在値変更操作をするときは、「プログラム」モードにおいても、安全を十分に
確認してから行ってください。
CPUユニットは「プログラム」モードでもI/Oリフレッシュを行っており、出力
ユニット、高機能I/Oユニット、CPU高機能ユニットに割付けられたリレーエリ
アのデータを変更すると、PCに接続された負荷が思いがけない動作をする恐れ
があります。

!
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3. 設定値を入力します。「符号付き10進モニタ」に戻ります。

書込6 83 2 7

Ｄ００２０１　　ケ゛ンサ゛イチ？
　　　　　　　　　　－６５５２０

Ｄ００２０１　　Ｄ００２００
　　　　　　　　　　－３２７６８

5- 5　チャネル（16 ビットデータ）の現在値変更

・正数（＋）を入力するときは　セット　キーを、負数（－）を入力するときは
　　リセット　キーを押します。
・入力を間違えたときは、　クリア　キーを押して入力前の状態に戻してから、正
しい値を入力し直してください。

2. 符号付き倍長10進表示での変更を実行します。

1. 符号付き10進の「I/Oモニタ」または「I/O多点モニタ」を実行し、変更するCHを
表示します。

変更

符号付き10進モニタ画面 Ｄ００２０１　　Ｄ００２００
　　　　　　　　　　＋６５５２０

■倍長のとき

Ｄ００２０１　　ケ゛ンサ゛イチ？
　　　　　　　　　　＋６５５２０

例：D00201、D00200

【操作方法】 例として、D00201､D00200の現在値を変更する場合で説明します。

_
↓

リセット
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■符号なし 10 進表示のとき

2. 符号なし10進表示での変更をします。

3. 設定値を入力します。「符号なし10進モニタ」に戻ります。

・入力を間違えたときは、　クリア　キーを押して入力前の状態に戻してから、正
しい値を入力し直してください。

チャネル（16ビットデータ）の現在値を、符号なし10進数（0～ 65535、倍長0～
4294967295）の入力で変更します。16進数への変換は自動的に行われます。
・「I/Oモニタ」「I/O多点モニタ」実行中に使用できます。I/O多点モニタ実行中は、画
面上段が変更対象となります。

変更

書込56 5 5 3

1. 符号なし10進の「I/Oモニタ」または「I/O多点モニタ」を実行し、変更するCHを
表示します。

符号なし10進モニタ画面 ０１００　　　　　＆６５５２０

０１００　　　　　＆６５５２０
ケ゛ンサ゛イチ　　＆？？？？？

０１００　　　　　＆６５５３５

例：CIOの0100CH

■符号なし 10 進モニタでの変更 運転
×

モニタ
○

プログラム
○

【基本操作】

【操作方法】 例として、CIOの 0100CHの現在値を変更する場合で説明します。

5 - 5　チャネル（16 ビットデータ）の現在値変更

符号なし10進モニタ画面 符号なし10進で入力変更 書込

　警　告

現在値変更操作をするときは、「プログラム」モードにおいても、安全を十分に
確認してから行ってください。
CPUユニットは「プログラム」モードでもI/Oリフレッシュを行っており、出力
ユニット、高機能I/Oユニット、CPU高機能ユニットに割付けられたリレーエリ
アのデータを変更すると、PCに接続された負荷が思いがけない動作をする恐れ
があります。

!
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■倍長のとき

2. 符号なし倍長10進表示での変更をします。

3. 設定値を入力します。「符号なし10進モニタ」に戻ります。

変更

書込56 5 5 3

1. 符号なし10進の「I/Oモニタ」または「I/O多点モニタ」を実行し、変更するCHを
表示します。

符号なし10進モニタ画面 ０１０１　　　　０１００
　　　　　　　　　　＆６５５２０

０１０１　　　　ケ゛ンサ゛イチ？
　　　　　　　　　　＆６５５２０

０１０１　　　　０１００
　　　　　　　　　　＆６５５３５

・入力を間違えたときは、　クリア　キーを押して入力前の状態に戻してから、正
しい値を入力し直してください。

例：CIOの0101CH、0100CH

5 - 5　チャネル（16 ビットデータ）の現在値変更
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■ ASCI I モニタでの変更

チャネル（16ビットデータ）の現在値を、ASCII文字の入力で変更します。
・「I/Oモニタ」「I/O多点モニタ」実行中に使用できます。I/O多点モニタ実行中は、画
面上段が変更対象となります。
・表示できるASCII文字の詳細については、P.付 -2を参照してください。ただし、プ
ログラミングコンソールからはカナ文字、記号は入力できません。

運転
×

モニタ
○

プログラム
○

【基本操作】

【操作方法】 例として、D00000の現在値を変更する場合で説明します。

2. ASCII文字表示での変更をします。

3. 設定値を入力します。「I/Oモニタ」または「I/O多点モニタ」に戻ります。

変更

書込SFT NOT

I/Oモニタ画面 Ｄ０００００　　　　　”ＡＢ”

Ｄ０００００　　　　　”ＡＢ”！
ケ゛ンサ゛イチ　　　　”？？”

Ｄ０００００　　　　　”ＢＣ”
B C

例：D00000

1. ASCII文字表示の「I/Oモニタ」または「I/O多点モニタ」を実行し、変更するCHを
表示します。

・“　”が表示されている状態では、入力は英字モードに固定されています。した
がって、そのまま各キー右下の英字を入力します。

5 - 5　チャネル（16 ビットデータ）の現在値変更

ASCII モニタ画面 英数字で入力変更 書込

　警　告

現在値変更操作をするときは、「プログラム」モードにおいても、安全を十分に
確認してから行ってください。
CPUユニットは「プログラム」モードでもI/Oリフレッシュを行っており、出力
ユニット、高機能I/Oユニット、CPU高機能ユニットに割付けられたリレーエリ
アのデータを変更すると、PCに接続された負荷が思いがけない動作をする恐れ
があります。

!
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（　 ）

1. 「チャネル（多ビット）モニタ」を実行し、変更するCHを表示します。

2. 現在値変更2を実行します。

3. 　↓　　↑　キーを続けて押して、変更する位置にカーソルを移動します。

4. 変更値を入力します。

/

チャネル（16ビットデータ）の現在値を、多ビット（2進16ビット）形式で変更します。
・「チャネル（多ビット）モニタ」実行中に使用できます。

変更

↓ ↑

1

チャネルモニタ画面 ０００１　　　　　モニタ
１１１１００００Ｓ０００００Ｒ０

０００１　　　　　ヘンコウ？
■１１１００００Ｓ０００００Ｒ０

０００１　　　　　ヘンコウ？
１１１１■０００Ｓ０００００Ｒ０

０００１　　　　　ヘンコウ？
１１１１■０００Ｓ０００００Ｒ０

例：CIOの0001CH

■チャネル（多ビット）モニタでの変更 運転
×

モニタ
○

プログラム
○

【基本操作】

【操作方法】 例として、CIOの 0001CHの現在値を変更する場合で説明します。

5 - 5　チャネル（16 ビットデータ）の現在値変更

チャネル（多ビット）モニタ画面

変更 書込

・変更値入力後のカーソル位置は、カーソル移動のために直前に押されたキーに
より異なります。

↓ ↑

０００１　　　　　ヘンコウ？
１１１１１■００Ｓ０００００Ｒ０

０００１　　　　　ヘンコウ？
１１１■１０００Ｓ０００００Ｒ０

を押下したとき を押下したとき

０ １

（　 　 ）シフト
_↑
セット シフト

_
↓

リセット（　 ）NOT

　警　告

現在値変更操作をするときは、「プログラム」モードにおいても、安全を十分に
確認してから行ってください。
CPUユニットは「プログラム」モードでもI/Oリフレッシュを行っており、出力
ユニット、高機能I/Oユニット、CPU高機能ユニットに割付けられたリレーエリ
アのデータを変更すると、PCに接続された負荷が思いがけない動作をする恐れ
があります。

!
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5. 変更値を書き込みます。「チャネル（多ビット）モニタ」に戻ります。

・変更値の入力操作は下記のとおりです。

：OFF

：ON

：強制セット(S)　（データメモリでは不可）

：強制リセット(R)　（データメモリでは不可）

：強制セット /リセット解除

1

0

シフト

NOT

シフト

書込 ０００１　　　　　モニタ
１１１１１０００Ｓ０００００Ｒ０

_↑
セット
_
↓

リセット

5 - 5　チャネル（16 ビットデータ）の現在値変更
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・I/O多点モニタ実行中は、画面上段の接点が操作の対象になります。

1. 「I/Oモニタ」または「I/O多点モニタ」を実行し、強制セット /リセットする接点
を表示します。

：持続する強制セット

：持続する強制リセット

：持続する強制セット /リセット解除

・持続する強制セット/リセットは、　NOT　キーによる強制セット/リセット解除
のほか、以下の操作を行ったときに解除されます。

(1)「強制セット /リセット全点一斉解除」を実行したとき
(2) PC本体のモードを切り替えたとき
　 ただし、強制セット/リセット保持フラグがONのとき、プログラムモードか
らモニタモードに切り替えても解除されません。

(3) 運転停止エラーが発生し、運転を停止したとき
(4) 電源断により運転を停止したとき

■強制セット / リセット

外部入力またはユーザプログラムの結果にかかわらず、接点を強制的にON/OFFします。
・「I/Oモニタ」「I/O多点モニタ」実行中に使用できます。

運転
×

モニタ
○

プログラム
○

シフト

NOT

シフト

I/O多点モニタ画面 

■持続する強制セット / リセット

０００１００　　　　＾　ＯＦＦ
０００００１　　　　＾　ＯＮ

2. 強制セット /リセットを実行します。接点が強制的にセットされる場合は「S」、リ
セットされる場合は「R」が表示されます。接点のON/OFF状態は、外部入力の変化
や命令語の実行結果には左右されません。

シフト ０００１００　　　　Ｓ　ＯＮ
０００００１　　　　＾　ＯＮ

キー操作

例：CIOの0001CHのビット00

5 -6　接点をON/OFF させる

【基本操作】

【操作方法】 例として、CIOの0001CHのビット00を強制セット/リセットする場合で説明します。

I/Oモニタ画面

I/O多点モニタ画面
シフト

シフト強制セット：

強制リセット：

NOT解除：

_↑
セット
_
↓

リセット

_↑
セット
_
↓

リセット

_↑
セット

　警　告

強制セット/リセット操作をするときは、「プログラム」モードにおいても、安全
を十分に確認してから行ってください。
CPUユニットは「プログラム」モードでもI/Oリフレッシュを行っており、出力
ユニット、高機能I/Oユニット、CPU高機能ユニットに割付けられたリレーエリ
アのデータを変更すると、PCに接続された負荷が思いがけない動作をする恐れ
があります。

!
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操作を中断するときは、　クリア　キーを押しください。

■強制セット / リセットの全点一斉解除

強制セット /リセットされているすべての接点を解除します。

参考

NOT

強制セット /リセット全点一斉解除を実行します。

００００００キョウセイカイシ゛ョ
？

００００００キョウセイカイシ゛ョ
オワリ

5-6　接点をON/OFF させる

2. 強制セット /リセットを実行します。キーが押されている間は「■」が表示されま
す。

０００１００　　　　■　ＯＮ
０００００１　　　　＾　ＯＮ

■一時的な強制セット / リセット

・I/O多点モニタ実行中は、画面上段の接点が対象になります。

1. 「I/Oモニタ」または「I/O多点モニタ」を実行し、強制セット /リセットする接点
を表示します。

I/O多点モニタ画面 ０００１００　　　　＾　ＯＦＦ
０００００１　　　　＾　ＯＮ

例：CIOの 0001CHのビット00

：強制セット（キーを押している間のみ）

：強制リセット（キーを押している間のみ）

キー操作

【基本操作】 I/Oモニタ画面

I/O多点モニタ画面

強制セット：

強制リセット：

【操作方法】 例として、CIOの0001CHのビット00を強制セット/リセットする場合で説明します。

【基本操作】

【操作方法】

NOT

_↑
セット
_
↓

リセット

_↑
セット
_
↓

リセット

_↑
セット

_↑
セット

_
↓

リセット

_↑
セット

_
↓

リセット



5-31

５
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
動
作
確
認
と
調
整

1. 「I/Oモニタ」または「I/O多点モニタ」を実行し、モニタする接点を表示します。

・I/O多点モニタ実行中は、画面上段の接点が対象になります。

2. 立ち上がりの検出を設定します。

3.指定した接点の立ち上がりを検出すると、表示の変更と同時に「ピッ」とブザー音
がします。

・微分モニタを中止するには、　クリア　キーを押してください。

接点の立ち上がり、または立ち下がりを表示とブザー音で検出します。
・「I/Oモニタ」「I/O多点モニタ」実行中に使用できます。

運転
○

モニタ
○

プログラム
×

シフト ↑

０１００１０　　　　＾　ＯＦＦI/Oモニタ画面 

０１００１０　　　　Ｕ＠ＯＦＦ

０１００１０　　　　＾　ＯＮ

4. 立ち下がりの検出を設定します。

5. 指定した接点の立ち下がりを検出すると、表示の変更と同時に「ピッ」とブザー音
がします。

シフト ↓ ０１００１０　　　　Ｄ＠ＯＮ

０１００１０　　　　＾　ＯＦＦ

■微分モニタ

例：CIOの010010の立ち下がりを検出するとき

例：CIOの010010の立ち上がりを検出するとき

例：CIOの 0100CHのビット10

5 - 7　接点の動作をチェックする

【基本操作】

【操作方法】 例として、CIOの0100CHのビット10の立ち上がり /立ち下がりを検出する場合で説
明します。

I/Oモニタ画面
シフト立ち上り検出： ↑

シフト立ち下り検出： ↓
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■命令語の変更 運転
×

モニタ
○

プログラム
○

5 - 8　オンラインエディット

例として、下記の回路で、アドレス000200の命令語を「LD  NOT  000002」に変更（上
書き）する場合で説明します。

アドレス
　〜
000200
000201
　〜

命令
　〜
LD
AND
　〜

データ
　〜
000001
000200
　〜

←LD  NOT   000002に変更する

2. 上書きする命令語を入力し、　書込　キーを押します。

4. 　↑　キーを押して、変更した命令語を確認します。

1. 上書きするアドレスのプログラムを読み出します。

クリア

2 0 0 ↓

NOT 2

↑

００００００　ＣＴ００初期画面 

０００２００　ＣＴ００　　　０
ＬＤ　　　　　　　　０００００１

０００２００　ＣＴ００　　　１
ＬＤ　　Ｎ　　　　　０００００２

LD

【基本操作】

【操作方法】

CPUユニットの動作モードが「モニタ」モードのときに、ユーザプログラムの命令語
を変更（上書き）します。

書込 オンラインエテ゛ィット？
ＬＤ　　Ｎ　　　　　０００００２

書込 ０００２０１　ＣＴ００　　　０
ＡＮＤ　　　　　　　０００２００

プログラムアドレスの表示 書込 書込

3. もう一度　書込　キーを押します。

命令語の入力

・2度目の　書込　キーの入力後、次スキャンから更新したプログラムを実行しま
す。

○ ○ ○
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例として、最終プログラムアドレスのEND命令の前に「LD  000002」と「OUT  000100」
を追加する場合で説明します。

アドレス
　〜
123456

命令
　〜
END

データ
　〜

←LD  000002と
　OUT  000100を追加する

2. 追加する命令語を指定して、　書込　キーを押します。

6. 　↑　キーを押して、追加した命令語を確認します。

1. 最終プログラムアドレスを読み出します。

１ ↓

2 書込

↑

１２３４５６　ＣＴ００　　　
ＥＮＤ（００１）

最終プログラムアドレス 

オンラインエテ゛ィット？
ＬＤ　　　　　　　　０００００２

１２３４５７　ＣＴ００　　　０
ＯＵＴ　　　　　　　０００１００

LD

【基本操作】

【操作方法】

5- 8　オンラインエディット

命令語の入力 書込 書込

2 ３ ４ ５ ６

3. もう一度　書込　キーを押します。

書込 １２３４５７　ＣＴ００
ＥＮＤ（００１）

4. 続けて追加する命令語を指定して、　書込　キーを押します。

1 0 ０ 書込 オンラインエテ゛ィット？
ＯＵＴ　　　　　　　０００１００

5. もう一度　書込　キーを押します。

書込 １２３４５８　ＣＴ００
ＥＮＤ（００１）

OUT

プログラムアドレスの表示

クリア ００００００　ＣＴ００初期画面 

■命令語の追加 運転
×

モニタ
○

プログラム
△

CPUユニットの動作モードが「モニタ」モードのときに、ユーザプログラムの命令語
を追加します。「プログラム」モードでの操作については4-1節をご覧ください。

↑ １２３４５６　ＣＴ００　　　０
ＬＤ　　　　　　　　０００００２

○ ○ ○

・2度目の　書込　キーの入力後、次スキャンから更新したプログラムを実行します。
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例として、下記の回路で、アドレス000201の前に「AND  000100」を挿入する場合で
説明します。

アドレス
　〜
000200
000201
　〜

命令
　〜
LD
AND
　〜

データ
　〜
000001
000200
　〜

←AND  000100を挿入する

3. 　↓　キーを押すと、オンラインエディットによる挿入を実行するかどうか確認
メッセージが表示されます。

5. 　↑　キーを押して、挿入した命令語を確認します。

1. 挿入するアドレスのプログラムを読み出します。

クリア

2 0 1 ↓

↓

↑

００００００　ＣＴ００初期画面 

０００２０１　ＣＴ００　　　０
ＡＮＤ　　　　　　　０００２００

オンラインエテ゛ィット／ＩＮＳ？
ＡＮＤ　　　　　　　０００１００

０００２０１　ＣＴ００　　　０
ＡＮＤ　　　　　　　０００１００

【基本操作】

【操作方法】

・複数のオペランドを持つ命令を挿入したときには、続けて設定値（オペランド）を指定します。

5 - 8　オンラインエディット

4. 挿入を実行する場合は、　書込　キーを押します。

書込 ０００２０２　ＣＴ００　　　０
ＡＮＤ　　　　　　　０００２００

2. 挿入する命令語を指定して、　挿入　キーを押します。

1 0 ０ 挿入 ０００２０１ソウニュウ？
ＡＮＤ　　　　　　　０００１００

AND

命令語の入力 挿入 ↓プログラムアドレスの表示 書込

■命令語の挿入 運転
×

モニタ
○

プログラム
△

CPUユニットの動作モードが「モニタ」モードのときに、ユーザプログラムの途中に
命令語を挿入します。「プログラム」モードでの操作についてはP4-22をご覧ください。

○ ○ ○

・　書込　キーの入力後、次スキャンから更新したプログラムを実行します。
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００００００　ＣＴ００　

2. 削除を指示します。

・複数のオペランドを持つ命令を削除したときには、設定値（オペランド）もいっ
しょに削除されます。

1. 削除するプログラムアドレスの命令語を読み出します。

クリア

2 0 １ ↓

削除

初期画面 

０００２０１　ＣＴ００　　　０
ＡＮＤ　　　　　　　０００２００

オンラインエテ゛ィット／ＤＥＬ？
ＡＮＤ　　　　　　　０００２００

例として、下記の回路で、アドレス000201の「AND  000200」を削除する場合で説明
します。

アドレス
　〜
000200
000201
000202
　〜

命令
　〜
LD
AND
OUT
　〜

データ
　〜
000001
000200
000100
　〜

→削除

【基本操作】

【操作方法】

3. 削除を実行する場合、　　　キーを押します。次のプログラムアドレスの内容が前に
詰められます。

０００２０１サクシ゛ョオワリ０
ＯＵＴ　　　　　　　０００１００

プログラムアドレスの表示 削除 ↑

■命令語の削除 運転
×

モニタ
○

プログラム
△

CPUユニットの動作モードが「モニタ」モードのときに、ユーザプログラムの命令語
を削除します。「プログラム」モードでの操作についてはP4-23をご覧ください。

5 - 8　オンラインエディット

○ ○ ○

・　　　キーの入力後、次スキャンから更新したプログラムを実行します。

↑

↑

↑
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■接点番号の変更

CPUユニットの動作モードが「モニタ」モードのときに、ユーザプログラムの接点番
号を変更します。「プログラム」モードでの操作についてはP4-24をご覧ください。

運転
×

モニタ
○

プログラム
△

例として、下記の回路のアドレス000200「LD  000001」の接点番号を“000002”に変
更する場合で説明します。

←接点番号を“000002”に変更する

2. 変更する接点番号を指定して、　書込　キーを押します。

1. 挿入するアドレスのプログラムを読み出します。

クリア

2 0 0 ↓

2

００００００　ＣＴ００初期画面 

０００２００　ＣＴ００　　　０
ＬＤ　　　　　　　　０００００１

オンラインエテ゛ィット？
ＬＤ　　　　　　　　０００００２

【基本操作】

【操作方法】

接点番号の入力 書込プログラムアドレスの表示

4. 　↑　キーを押して、変更した接点番号を確認します。

↑ ０００２００　ＣＴ００　　　０
ＬＤ　　　　　　　　０００００２

書込

アドレス
　〜
000200
000201
　〜

命令
　〜
LD
AND
　〜

データ
　〜
000001
000200
　〜

3. もう一度　書込　キーを押します。

書込 ０００２０１　ＣＴ００　　　０
ＡＮＤ　　　　　　　０００２００

5- 8　オンラインエディット

書込

○ ○ ○

・2度目の　書込　キーの入力後、次スキャンから更新したプログラムを実行しま
す。
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■ a 接点 /b 接点の変更

CPUユニットの動作モードが「モニタ」モードのときに、ユーザプログラム中のa接
点とb接点を変更します。「プログラム」モードでの操作についてはP4-25をご覧くだ
さい。

例として、下記の回路のアドレス000200「LD  000001」を「LD  NOT  000001」に変
更する場合で説明します。

←LD  NOT  000001に変更する

2. 　NOT　キーを押してから、　書込　キーを押します。

1. 挿入するアドレスのプログラムを読み出します。

クリア

2 0 0 ↓

NOT

００００００　ＣＴ００初期画面 

０００２００　ＣＴ００　　　０
ＬＤ　　　　　　　　０００００１

オンラインエテ゛ィット？
ＬＤ　Ｎ　　　　　　０００００１

【基本操作】

【操作方法】

書込プログラムアドレスの表示

4. 　↑　キーを押して、“LD”から“LD  NOT”への変更を確認します。

↑ ０００２００　ＣＴ００　　　１
ＬＤ　Ｎ　　　　　　０００００１

書込

０００２０１　ＣＴ００　　　０
ＡＮＤ　　　　　　　０００２００

アドレス
　〜
000200
000201
　〜

命令
　〜
LD
AND
　〜

データ
　〜
000001
000200
　〜

運転
×

モニタ
○

プログラム
△

NOT

3. もう一度　書込　キーを押します。

書込

5 - 8　オンラインエディット

書込

○ ○ ○

・2度目の　書込　キーの入力後、次スキャンから更新したプログラムを実行しま
す。
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■命令語の実行型の変更 運転
×

モニタ
○

プログラム
△

CPUユニットの動作モードが「モニタ」モードのときに、ユーザプログラムの命令語の
実行型を変更します。「プログラム」モードでの操作についてはP4-26をご覧ください。

例として、下記の回路のアドレス000200「LD  000001」のLD命令の実行型を立ち上
がり微分型に変更する場合で説明します。

←＠LD  000001に変更する

2. 以下のキー操作で実行型を指定して、　書込　キーを押します。

1. 挿入するアドレスのプログラムを読み出します。

クリア

2 0 0 ↓

００００００　ＣＴ００初期画面 

０００２００　ＣＴ００　　　０
ＬＤ　　　　　　　　０００００１

オンラインエテ゛ィット？
＠ＬＤ　　　　　　　０００００１

【基本操作】

【操作方法】

シフト

プログラムアドレスの表示

4. 　↑　キーを押して、変更した実行型を確認します。

書込

０００２０１　ＣＴ００　　　０
ＡＮＤ　　　　　　　０００２００

アドレス
　〜
000200
000201

　〜

命令
　〜
LD
AND

　〜

データ
　〜
000001
000200

　〜

書込

シフト

↑ ０００２００　ＣＴ００　　　０
＠ＬＤ　　　　　　　０００００１

シフト

●立ち上がり微分型

●立ち下がり微分型

●都度リフレッシュ型

3. もう一度　書込　キーを押します。

書込

5 - 8　オンラインエディット

書込

○ ○ ○

・2度目の　書込　キーの入力後、次スキャンから更新したプログラムを実行しま
す。

_↑
セット

_
↓

リセット

英字
!

_↑
セット
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００００００　ＣＴ００

０００２０１　ＣＴ００　ケンサク
ＴＩＭ　　　　　　　　　０００１

1. 設定値を変更するタイマ /カウンタを表示します。

2. 設定値の変更を実行します。

０００２０１　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　　　＃０１００

クリア

TIM 1 検索

↓

初期画面 

3. 設定値変更1画面から、定数指定またはチャネル指定で、設定値を変更することが
できます。

変更 ０００２０１セッテイチ？
　　　　　　　　　　　＃０１００

設定値変更1画面 

【基本操作】

【操作方法】 例として、TIM0001の設定値を変更する場合で説明します。

5 - 8　オンラインエディット

タイマ/カウンタの設定値の表示 書込変更
定数指定

チャネル指定

■タイマ / カウンタ設定値変更 1（定数 / チャネル指定）

ユーザプログラムのタイマ /カウンタの定数指定の設定値を変更します。

■タイマ / カウンタ設定値変更 運転
×

モニタ
○

プログラム
△

○ ○ ○

定数指定で変更する場合
設定値変更1画面で、定数を入力します。

オンラインエテ゛ィット？
セッテイチ　　　　　　＃０１２０

1 2

書込

接点
＃定数

０００２０２　ＣＴ００
ＬＤ　　　　　　　　０００１００

0

書込 書込

書込 書込
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5-8　オンラインエディット

チャネル指定で変更する場合
設定値変更1画面で、チャネルアドレスを入力します。

オンラインエテ゛ィット？
セッテイチ　　　　　　　００１０

シフト 1 0CH
＊DM

書込 ０００２０２　ＣＴ００
ＬＤ　　　　　　　　０００１００

０００２０１セッテイチＵ／Ｄ？
　　　　　　　　　　　＃００２１

3. 定数指定の設定値を1ずつ増減します。

4. 新しい設定値に変更します。

/

■タイマ / カウンタ設定値変更 2（定数指定の微調整）

ユーザプログラムのタイマ/カウンタの定数指定の設定値を1ずつの増減による微調節
で変更します。

↓ ↑

クリア クリア

００００００　ＣＴ００

０００２０１　ＣＴ００　ケンサク
ＴＩＭ　　　　　　　　　０００１

1. 設定値を変更するタイマ /カウンタを表示します。

2. 設定値の変更を実行します。

０００２０１　ＴＩＭ
セッテイチ　　　　　　＃００２０

クリア

TIM 1 検索

↓

初期画面 

変更 ０００２０１セッテイチＵ／Ｄ？
　　　　　　　　　　　＃００２０

設定値変更2画面 

↑

↓ キーで1増加

キーで1減少

オンラインエテ゛ィット？
セッテイチ　　　　　　＃００２１

【基本操作】

【操作方法】 例として、TIM0001の定数指定の設定値を微調整で変更する場合で説明します。

変更

クリア変更 変更
↓

↑

クリアタイマ /カウンタの設定値の表示

○ ○ ○

書込

書込
０００２０２　ＣＴ００
ＬＤ　　　　　　　　０００１００

書込 書込

書込

書込
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■時計時間の読み出し / 設定

1. 特殊機能選択画面を表示します。

CPUユニット内蔵の時計の設定、読み出しをします。

運転
△

モニタ
○

プログラム
○

クリア 初期画面 

FUN 特殊機能選択画面 シフト モニタ

2. “０：トケイ”を選択します。

0

6 - 1　時計時間の読み出し / 設定

・SYSMAC CSシリーズCS1 CPUユニットは、工場出荷時にバッテリを内蔵していま
せん。したがって、バッテリをCPUユニットに装着しただけでは、CPUユニットの
内蔵時計は“00年01月01日（00-01-01）00時00分00秒（00:00:00）日曜日（SUN）”
など、不定の状態であり、計時はしていません。本操作（または他の周辺ツールに
よる時計設計ないしFINSコマンド発行ないしユーザプログラムでの時計補正命令
DATEの実行）によって、CPUユニットの内蔵時計の計時が開始されます。
・CPU ユニットの内蔵時計の時計データは、特殊補助リレーの時計データエリア
（A351～ 354CH）に格納されます。
・「運転」モードでは読み出しはできますが、設定や変更はできません。

【基本操作】 初期画面 FUN シフト モニタ 変更 ↑

↓

年月日時時分秒指定

データ 書込0

【操作方法】 例として、初めて時計データを設定する場合で説明します。

○ ○ ○ ００００００　ＣＴ００

０：トケイ

トケイ　　　　　００－０１－０１
００：００：００　ＳＵＮ（０）
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3. 設定を変更するときは、　変更　キーを押します。

変更

↓

↑

0 9～

キー操作 カーソルを右に移動します。

カーソルを左に移動します。

数値を入力します。

4. 　書込　キーを押すと設定が完了します。

書込

・　クリア　キーを押すと、書き込みを中止します。

時
00～23

分
00～59

秒
00～ 59

曜日
日～土（0～ 6）

西暦下2桁 00～ 99 月 01～12 日 01～31

6 - 1　時計時間の読み出し / 設定

・　変更　キーを押すと変更桁にカーソルが表示されます。

トケイヘンコウ？９８－０４－０３
１４：２５：５８　ＦＲＩ（５）

トケイ　　　　　９８－０４－０３
１４：２５：５８　ＦＲＩ（５）
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1. 実行中のプログラムのサイクルタイムの平均値を表示します。

■サイクルタイム読み出し

実行中のユーザプログラム全体（各タスクの合計）のサイクルタイムの平均値を表示
します。

運転
○

モニタ
○

プログラム
×

クリア

モニタ

初期画面 

サイクルタイム表示 

実行中のユーザプログラム全体のサイクルタイムの平均値
（リアルタイムで更新されます。）

6 - 2　サイクルタイムの読み出し

【基本操作】

【操作方法】

初期画面 モニタ モニタ・・・

○ ○ ○ ００００００　ＣＴ００

００００００サイクルタイム
　　　　　　　　　１１２．１ＭＳ
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・運転停止異常の表示・解除はプログラムモードでしかできません。
・異常の原因が取り除かれていないと、異常は解除できず、異常表示は継続します。
・ ↓　キーで読み出した場合は、異常を解除しないで、現在発生中の異常を確認
することができます。

●異常がないときは、「ヨミタ゛シOK」が表示され処理を終了します。

●複数の異常が発生している場合、さらに　モニタ　キーを押すと、次に重みの高い
異常を表示します。（表示の順は、次ページに示します。）

■異常およびメッセージ読み出し / 解除 運転
○

モニタ
○

プログラム
○

発生中の異常（運転停止異常と運転継続異常）メッセージおよびメッセージ表示命令
(MSG)によるメッセージの読み出し、異常表示の解除をします。

クリア

モニタ

FUN

モニタ

モニタ

初期画面 

例：メモリ異常の場合 

例：サイクルタイムオーバーの場合 

メッセージ表示の場合 

異常がない場合

●異常がある場合は、次のような表示になります。

●メッセージ表示命令MSG（046）を実行することでメッセージが登録されている場
合、　モニタ　キーを押すと、異常メッセージに続いて登録されたメッセージが表示
されます。
　注：ただし、FAL命令実行中は、MSG命令による登録メッセージは表示されません。

●すべての異常がなくなり、かつMSG命令によりメッセージ登録を解除する（Nに定数を指定
する）と、次の表示に切り替わります。

サイクルタイムオーバー

6 - 3　異常およびメッセージ読み出し / 解除

【基本操作】

【操作方法】

モニタ 異常表示解除完了時 

初期画面 FUN モニタ モニタ・・・

○ ○ ○ ００００００　ＣＴ００

００００００
ＦＵＮ（？？？）

イシ゛ョウ／メッセーシ゛
ヨミタ゛シ　ＯＫ

メモリイシ゛ョウ

イシ゛ョウ／メッセーシ゛
ヨミタ゛シ　ＯＫ

メッセーシ゛
サ゛イリョウキ゛レ

初期画面 FUN モニタ ↓ ・・・ ↓
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■異常メッセージ

1. メモリ異常

7. プログラムエラー

2. I/Oバス異常

8. サイクルタイムオーバー

3. No.二重使用エラー

4. INNERボード停止異常 9. システム異常（ＦＡＬＳ）

6. I/O設定異常

運転停止異常

10. システム異常（FAL） 13. PCシステム設定異常

11. 割込タスク異常 14. I/O照合異常

12. 基本 I/O異常

運転継続異常

プログラムエラー

Ｉ／Ｏハ゛スイシ゛ョウ　○

サイクルタイムオーハ゛ー

ユニットＮｏ．ニシ゛ュウシヨウ

ＩＮＮＥＲ　テイシ　イシ゛ョウ システムイジョウＦＡＬＳ　○○○

Ｉ／Ｏセッテイイシ゛ョウ

システムイシ゛ョウＦＡＬ　○○○ ＰＣシステムセッテイイシ゛ョウ

ワリコミタスクイシ゛ョウ Ｉ／Ｏショウコ゛ウイシ゛ョウ

キホンＩ／Ｏイシ゛ョウ

6- 3　異常およびメッセージ読み出し / 解除

CPUが運転不能の状態にある場合は、以下の表示となります。

同時に複数の異常が発生した場合は、以下の1.～ 21.の順で異常メッセージが表示さ
れます。（重みの高い異常順の表示です。）

CPU待機中

CPUタイキチュウ

5. I/O点数オーバー

Ｉ／Ｏテンスウオーハ゛ー

15. INNERボード継続異常

ＩＮＮＥＲ　ケイソ゛クイシ゛ョウ

メモリイシ゛ョウ

ラックＮｏ．ニシ゛ュウシヨウ

ラックNo.
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17. 高機能 I/O異常 20. CPU高機能ユニット設定異常

18. SYSBUS異常 21. 高機能 I/Oユニット設定異常

コウキノウI/Oイシ゛ョウ　　○○ ＣＰＵコウキノウセッテイ　　○○

ＳＹＳＢＵＳイシ゛ョウ○ コウキノウI/Oセッテイ　　　○○

6- 3　異常およびメッセージ読み出し / 解除

16. CPU高機能異常 19. 電池異常

ＣＰＵコウキノウイシ゛ョウ  ○○ デンチイシ゛ョウ

■ MSG（メッセージ表示）命令によるメッセージ

MSG命令は同時に8個のメッセージまで表示可能です。
　モニタ　キーを押すと、異常発生中は異常メッセージの後に、異常が発生していな
い場合はすぐに、MSG命令によって登録されたメッセージが表示されます。複数の
MSG命令実行中は、次のいずれかの方法で、次のメッセージを表示させてください。

・続けて、　モニタ　キーを押すと、現在表示中のメッセージ表示をクリアし、次の
メッセージを表示します。
・続けて、　↓　キーを押すと、現在表示中のメッセージ表示をクリアせず、次のメッ
セージを表示します。

●MSG（046）命令の使用例

MSG

S

N

命令の動作の説明
Nで指定したメッセージ格納下位CH番号から、16CH分のASCIIコードをデータ
メッセージ番号Sとして（NULを含めて）最大32文字まで、周辺ツール（プログ
ラミングコンソールを含む）に表示します。

オペランドの説明
S：&0～7
N：メッセージ表示時はCH指定
メッセージ解除時は0000～ FFFFHex指定

DE

D8

B3

DE

00

格納チャネル

BB

B2

AE

B7

DA

N

N＋ 1

N＋ 2

N＋ 3

N＋ 4

メッセーシ゛
サ゛イリョウキ゛レ

※上位→下位バイトの順でプログラミング
コンソールの画面下段に表示します。

（下位）（上位）

ユニット番号

号機No.

RM No.

ユニット番号

号機No.

異常発生中は、メッセージの表示はできません。



7-1

７
　
メ
モ
リ
カ
ー
ド
の
操
作

第７章

メモリカードの操作



7-2

７
　　　　　
メ
モ
リ
カ
ー
ド
の
操
作

7-1　ファイルメモリの読み書きについて

CPUユニットに装着したファイルメモリ（メモリカードまたはEMファイルメモリ）の読み出
し /書き込みをします。
読み出し /書き込み可能なデータは、次のとおりです。
　・全ユーザプログラム
　・I/Oメモリの各エリア種別
　・パラメータエリア（PCシステム設定など）
　注 . I/O名称テーブル、行コメントは不可。

■ファイルメモリの種類

ファイルメモリの種類（メモリのタイプ）

メモリカード（フラッシュメモリ）

CPUユニットが認識できる
ファイル内のデータ内容

メモリ容量

EMファイルメモリ（RAM）

形式

15MB

30MB

64MB

形HMC-EF172

形HMC-EF372

形HMC-EF672

EMエリアの指定
バンク以降最終バ
ンクまで（PCシス
テム設定で指定）

EMエリア
バンク0
：

バンクn
：

バンクC

EMファイルメモリ
（バンクn以降）

1）ユーザプログラム全体
2）I/Oメモリの指定範囲
3）パラメータエリア（PCシス
テム設定など）

4) I/O名称テーブル  *1
5) 行コメント  *1

1）ユーザプログラム全体
2）I/Oメモリの指定範囲
3）PCシステム設定（PCシス
テム設定など）

4) I/O名称テーブル  *1
5) 行コメント  *1

・EMエリアのファイルメモリ使用開始バンクの指定方法については、8章「PCシ
ステム設定」をお読みください。

  *1. I/O名称テーブルファイル（拡張子SBL）、行コメント
ファイル（拡張子RGL）は、プロコンでは取り扱うこ
とができません。
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■メモリカード /EM ファイルメモリの操作の概要

操作 内容

メモリカードまたは、EMファ
イルメモリを初期化

PC からメモリカードまたは
EMファイルメモリへ転送
メモリカードまたは EMファ
イルメモリからPCへ転送
メモリカードまたは EMファ
イルメモリ内のデータとCPU
ユニット内のデータの照合
メモリカードまたは EMファ
イルメモリ内のデータの削除

全ユーザプログラム

I/O
メモリ

CIO
内部補助リレー（WR）
保持リレー（HR）
特殊補助リレー（AR）
データメモリ（DM）
拡張データメモリ（EM）

各エリア種別の転送開
始アドレスと転送終了
アドレスを指定

注）1エリア種別＝1ファイル

初期化

PC →メモリカード /
EMファイルメモリ転送
メモリカード/EMファイ
ルメモリ→PC転送
メモリカード/EMファ
イルメモリとPC内デー
タの照合
メモリカード/EMファ
イルメモリの削除 パラメータエリア（PCシステム設定など）

■転送 /削除内容

・CS/CJシリーズでは、1）メモリカード、２）EMファイルメモリの指定範囲を、
ファイル格納用メモリとして使用できます。いずれも、ユーザプログラム全体、
I/Oメモリ、パラメータエリア（PCシステム設定など）をファイルとして記憶す
ることができます。

CPUユニット

メモリカード

EMファイル
メモリ

7 - 1　ファイルメモリの読み書きについて

CIO

HR

WR

AR

DM

EM

I/Oメモリ

ユーザプログラム

パラメータエリア
 PCシステム設定
 I/Oテーブルなど

xxxxxxxx.OBJ

xxxxxxxx.IOM

xxxxxxxx.STD

メモリエリア

ファイルメモリ

（　　　　　　）
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■メモリカード初期化

2

9 7 1 3 書込

パスワードを入力します

運転
○

モニタ
○

プログラム
○

2. 「２：ショキカ」を選択します。

7 -2　メモリカードの初期化

注）“9713”はメモリカード初期化、I/Oテーブル作成など
　　のためにシステムが定めたパスワード（固定）です。

【基本操作】

【操作方法】 1. メモリカード操作メニューを表示します。

クリア 初期画面 

FUN シフト メモリカード操作メニュー

↓

初期画面 FUN シフト 2↓ 書込

メモリカードまたは、EMファイルメモリを初期化します。

パスワード

固定：9713（メモリカード）
8426（EMファイルメモリ）

○ ○ ○

接点
＃定数

メモリカート゛ショキカ？
　　　　　　　？？？？　　＊＊

メモリカート゛ショキカ　オワリ
　　　　　　　９７１３　　　ＣＦ

・メモリカードを初期化する場合

8 4 2 6 書込

パスワードを入力します
メモリカート゛ショキカ　オワリ
　　　　　　　８４２６　　　ＥＭ

・EMファイルメモリを初期化する場合

注）“8426”はEMファイルメモリ初期化のためにシステム
　　が定めたパスワード（固定）です。

接点
＃定数

００００００　ＣＴ００

０：テンソウ
１：ショウコ゛ウ

２：ショキカ
３：サクシ゛ョ

メモリカート゛ショキカチュウ
　　　　　　　８４２６　　　ＥＭ

メモリカート゛ショキカチュウ
　　　　　　　９７１３　　　ＣＦ
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0

0

2. メモリカード操作メニューから、「０：テンソウ」を選択します。

運転
○

モニタ
○

プログラム
○

CPUユニットの全ユーザプログラム、I/Oメモリの各エリア種別の指定範囲、PCシス
テム設定を、メモリカードまたは EMファイルメモリに転送します。

■メモリカード書き込み

7-3　CPU ユニット→メモリカード /EM ファイルメモリ転送

例として、CPUユニットの I/OメモリのCIOエリア2345 ～ 2446CHを、ファイル名
「SAMPLE.IOM」として、メモリカードに転送（保存）する場合で説明します。
注：AUTOEXEC（電源ON時自動転送用）ファイルを作成（メモリカードに転送）する場合は、

7-9ページを参照してください。

【基本操作】

【操作方法】

初期画面 FUN シフト

1. メモリカード操作メニューを表示します。

0

3. 「０：PC→メモリカード」を選択します。

0
↓

↑
書込

転送開始アドレス ↓ 転送終了アドレス 書込 ファイル名 書込

クリア 初期画面 

FUN シフト メモリカード操作メニュー

○ ○ ○

接点
＃定数

ＰＣ→メモリカート゛？　（ＯＢＪ）
テンソウシュヘ゛ツ　　　　ＵＭ＜

全ユーザープログラム

4.転送元の転送種別にCIOを指定します。

ＰＣ→メモリカート゛？　（ＩＯＭ）
テンソウシュヘ゛ツ　　　ＣＩＯ＜

CIO ↓

書込

転送元開始アドレス 転送元終了アドレス

接点
＃定数

００００００　ＣＴ００

０：テンソウ
１：ショウコ゛ウ

０：ＰＣ→メモリカート゛
１：メモリカート゛→ＰＣ

ＰＣ→メモリカート゛？　ＣＩＯ
ＳＴ　　００００ＥＤ　　６１４３
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7-3　CPU ユニット→メモリカード /EM ファイルメモリ転送

5. 転送元の種別が“CIO”、“HR”、“WR”、“AR”、“DM”、“EM□＿”の場合は、転送
元開始アドレスと転送元終了アドレスをCH単位で指定します。

2 3 4 5

転送元開始アドレス

転送元開始アドレス　例：2345CH

注 . I/Oメモリのファイルの場合、CIO、保持リレー、内部補助リレー、特殊補
助リレー、データメモリ、拡張データメモリの各エリア種別の範囲で、1エ
リア種別の指定アドレス～指定アドレス（CH単位）を1つのファイル（拡
張子 .IOM）として、メモリカード /EMファイルメモリに保存します。

データメモリ *1 ＰＣ→メモリカート゛？　（ＩＯＭ）
テンソウシュヘ゛ツ　　　　ＤＭ＜

↓ ↑/

拡張データメモリ *2 ↓ ↑/

ＰＣ→メモリカート゛？　（ＳＴＤ）
テンソウシュヘ゛ツ　　　ＳＴＤ＜

↓ ↑/

ＰＣ→メモリカート゛？　（ＩＯＭ）
テンソウシュヘ゛ツ　　ＥＭ０＿＜

・　↓　↑　キーを押して、転送元の転送種別を指定します。

ＰＣ→メモリカート゛？　（ＩＯＭ）
テンソウシュヘ゛ツ　　　ＣＩＯ＜

ＰＣ→メモリカート゛？　（ＩＯＭ）
テンソウシュヘ゛ツ　　　　ＨＲ＜

ＰＣ→メモリカート゛？　（ＩＯＭ）
テンソウシュヘ゛ツ　　　　ＷＲ＜

CIO 

保持リレー 

内部補助リレー 

↓ ↑/

↓ ↑/

↓ ↑/

特殊補助リレー ＰＣ→メモリカート゛？　（ＩＯＭ）
テンソウシュヘ゛ツ　　　　ＡＲ＜

↓ ↑/

ＰＣ→メモリカート゛？　（ＯＢＪ）
テンソウシュヘ゛ツ　　　　ＵＭ＜

全ユーザープログラム

*1.電源ON時自動転送用のデータファイル（AUTOEXEC.IOM）を作
成する場合は、必ず“DM<”を選択してください。

*2.ＥＭ０＿ を表示中は、バンクNo.（0～C）の入力が可能です。

パラメータエリア *3 

ＰＣ→メモリカート゛？　ＣＩＯ
ＳＴ　　２３４５ＥＤ　　６１４３

*3.パラメータエリアとは、PCシステム設定、登録I/Oテーブル、ルー
チングテーブル、CPU高機能システム設定を示します。
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6. ファイル名を入力するために、英字入力モードにします。

シフト
英字
!

・　↓　↑　キー押下で、カーソルが移動できます。
・ファイル名の“0：”を“1：”に変更すると、メモリカードではなく、EMファ
イルメモリに転送することができます。
・　検索　キー押下で、メモリカードまたはEMファイルメモリに書き込まれてい
るファイル名を表示することができます。このときは、6.7.8.の操作は不要です。

7. メモリカードに格納するときのファイル名を入力します。
　ファイル名は、プロコンの場合、英文字A～Zまたは数字0～9で最大8文字です。
カタカナ、特殊文字は入力できません。

FUN
A M P LS E

＊EM_
EM_/EXT

EM
DM

AR
HR

DR
IR

AA
LD

2 4 4 6

転送終了アドレス　例：2446CH

例：SAMPLE

↓

7 -3　CPU ユニット→メモリカード /EM ファイルメモリ転送

書込

転送元終了アドレス

0：メモリカード
1：EMファイルメモリ

・拡張子（全ユーザープログラム“.OBJ”、I/Oメモリの 1エリア種別の指定範囲
“.IOM”、パラメータエリア“.STD”）は入力不要です。テンソウシュヘ゛ツから
自動的に以下のように付加されます。

テンソウシュヘ゛ツ
OBJ
CIO
HR
AR
DM
EM□ _
STD

拡張子
.OBJ

.IOM

.STD

→

→

→

ＰＣ→メモリカート゛？　（ＩＯＭ！
ファイル”０：ＳＡＭＰＬＥ　　”

ＰＣ→メモリカート゛？　（ＩＯＭ！
ファイル”０：　　　　　　　　”

ＰＣ→メモリカート゛？　（ＩＯＭ）
ファイル”０：　　　　　　　　”

ＰＣ→メモリカート゛？　ＣＩＯ
ＳＴ　　２３４５ＥＤ　　２４４６

CF
検索 メモリカート゛→ＰＣ？　（ＩＯＭ）

ファイル”０：ＳＡＭＰＬＥ　　”

ＰＣ→メモリカート゛？　ＣＩＯ
ＳＴ　　２３４５ＥＤ　　６１４３



7-8

７
　
メ
モ
リ
カ
ー
ド
の
操
作

9. 書き込みを実行します。

書込

メモリカードに拡張子が同じの　
同名ファイルがある場合 

10. メモリカードに拡張子が同じの同名ファイルが存在している場合に上書きを実行す
るときは、以下の操作をしてください。

書込

・上書きしたくない場合は、　クリア　キー入力後、ファイル名を再入力してくださ
い。

・ファイル名として誤ってボリュームラベルやディレクトリ名を指定した場合、“ウ
ワガキ？”と表示されます。このときは　クリア　キー入力後、再操作を行って
ください。

ＰＣ→メモリカート゛　オワリ
ファイル”０：ＳＡＭＰＬＥ　　”

ＰＣ→メモリカート゛ウワカ゛キ？
ファイル”０：ＳＡＭＰＬＥ　　”

ＰＣ→メモリカート゛　オワリ
ファイル”０：ＳＡＭＰＬＥ　　”

8. 英字入力モードから通常入力モードに戻ります。

クリア ＰＣ→メモリカート゛？　（ＩＯＭ）
ファイル”０：ＳＡＭＰＬＥ　　”

7-3　CPU ユニット→メモリカード /EM ファイルメモリ転送
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AUTOEXEC（電源ON 時自動転送用）ファイルを作成する場合の
留意事項

AUTOEXEC.IOM DMエリア
D20000
〜

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注. 転送種別“DM”を選択のこと。
開始アドレス“20000”を入力のこと。

電源ON時
自 動 転 送

7 -3　CPU ユニット→メモリカード /EM ファイルメモリ転送

お願い

1. ファイル名に AUTOEXEC と入力
本プロコンで、電源ON時自動転送用の以下のファイルを作成し、メモリカードに書
き込むことが可能です。その場合、ファイル名は、必ず、“ AUTOEXEC"としてく
ださい。
　電源ON時自動転送ファイル

プログラムファイル ：AUTOEXEC.OBJ
パラメータファイル ：AUTOEXEC.STD
データファイル ：AUTOEXEC.IOM

2 . AUTOEXEC . IOM の場合、転送種別はDM、開始アドレスは
20000 と入力

とくに、データファイルのAUTOEXEC.IOMを作成する場合、転送元の転送種別は
必ずデータメモリ（DM）を選択し、かつ開始アドレスは20000に設定してください。
操作：転送元種別で"DM＜ "を選択、→転送元開始アドレスを"20000"と入力

AUTOEXEC.IOMは、電源ON時にメモリカードから読み出され、ファイルの先頭か
らのすべてのデータが、D20000を先頭としたデータメモリ（DM）エリアに転送さ
れます。

AUTOEXEC.IOMファイルを作成する際には、必ず、開始アドレスにD20000を指定
してください。
プロコンでは、D20000以外であっても、AUTOEXEC.IOMファイルとして作成する
ことが可能です。しかし、実際に、電源ON時にメモリカードから転送される先は、
D20000を先頭としたアドレス（固定）です。したがって、エリア種別・開始アドレ
スに、D20000以外を指定しないでください。
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例として、メモリカード内のファイル名「SAMPLE.IOM」を、CPUユニットのI/Oメ
モリのCIOエリア2345～ 2446CHへ転送する場合で説明します。

運転
×

モニタ
△

プログラム
○

メモリカードまたはEMファイルメモリ内のデータ（全ユーザープログラム、I/Oメモリの
各エリア種別の指定範囲、PCシステム設定）を、CPUユニットに転送します。

■メモリカード読み出し

7-4　メモリカード /EM ファイルメモリ→CPU ユニット転送

【基本操作】

【操作方法】

1. メモリカード操作メニューを表示します。

クリア 初期画面 

初期画面 FUN シフト 10
↓

↑
書込

転送開始アドレス ↓ 転送終了アドレス ファイル名 書込

接点
＃定数

書込

0

2. メモリカード操作メニューから、「０：テンソウ」を選択します。

FUN シフト メモリカード操作メニュー接点
＃定数

1

3. 「１：メモリカード→PC」を選択します。

○ ○ ○

メモリカート゛→ＰＣ？　（ＯＢＪ）
テンソウシュヘ゛ツ　　　　ＵＭ＜

００００００　ＣＴ００

０：テンソウ
１：ショウコ゛ウ

０：ＰＣ→メモリカート゛
１：メモリカート゛→ＰＣ

　警　告

メモリカードからのI/Oメモリ読出し操作をするときは、「プログラム」モードに
おいても、安全を十分に確認してから行ってください。
CPUユニットは「プログラム」モードでもI/Oリフレッシュを行っており、出力
ユニット、高機能I/Oユニット、CPU高機能ユニットに割付けられたリレーエリ
アのデータを変更すると、PCに接続された負荷が思いがけない動作をする恐れ
があります。

!
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7-4　メモリカード /EM ファイルメモリ→CPU ユニット転送

↓

5. 転送先種別が“CIO”、“HR”、“WR”、“AR”、“DM”、“EM□＿”の場合は、転送先
開始アドレスと転送先終了アドレスをCH単位で指定します。

2 3 4 5

転送先開始アドレス

転送先開始アドレス　例：2345CH

データメモリ メモリカート゛→ＰＣ？　（ＩＯＭ）
テンソウシュヘ゛ツ　　　　ＤＭ＜

↓ ↑/

拡張データメモリ *1 ↓ ↑/

パラメータエリア メモリカート゛→ＰＣ？　（ＳＴＤ）
テンソウシュヘ゛ツ　　　ＳＴＤ＜

↓ ↑/

メモリカート゛→ＰＣ？　（ＩＯＭ）
テンソウシュヘ゛ツ　　ＥＭ０＿＜

・　↓　↑　キーを押して、転送元の転送種別を指定します。

メモリカート゛→ＰＣ？　（ＩＯＭ）
テンソウシュヘ゛ツ　　　ＣＩＯ＜

メモリカート゛→ＰＣ？　（ＩＯＭ）
テンソウシュヘ゛ツ　　　　ＨＲ＜

メモリカート゛→ＰＣ？　（ＩＯＭ）
テンソウシュヘ゛ツ　　　　ＷＲ＜

CIO 

保持リレー 

内部補助リレー 

↓ ↑/

↓ ↑/

↓ ↑/

特殊補助リレー メモリカート゛→ＰＣ？　（ＩＯＭ）
テンソウシュヘ゛ツ　　　　ＡＲ＜

↓ ↑/

メモリカート゛→ＰＣ？　（ＯＢＪ）
テンソウシュヘ゛ツ　　　　ＵＭ＜

全ユーザープログラム

*1.ＥＭ０＿ を表示中は、バンクNo.（0～C）の入力が可能です。

メモリカート゛→ＰＣ？　ＣＩＯ
ＳＴ　　２３４５ＥＤ　　６１４３

メモリカート゛→ＰＣ？　ＣＩＯ
ＳＴ　　２３４５ＥＤ　　６１４３

4.転送先の転送種別にCIOを指定します。

メモリカート゛→ＰＣ？　（ＩＯＭ）
テンソウシュヘ゛ツ　　　ＣＩＯ＜

CIO ↓

書込

転送先開始アドレス 転送先終了アドレス

メモリカート゛→ＰＣ？　ＣＩＯ
ＳＴ　　００００ＥＤ　　６１４３
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7-4　メモリカード /EM ファイルメモリ→CPU ユニット転送

6. CPUユニット側へ読み出すファイル名を入力するときは、英字入力モードにします。

シフト
英字
!

注 . 転送元ファイル内のエリア種別と、転送先エリア種別が異なっていても、CHデータと
してそのまま指定エリア種別へ転送されます。

メモリカード内ファイル
xxxxxxxx.IOM

CPUユニット内
転送先エリア種別

←転送先開始アドレス

←転送先終了アドレス
例：DMエリアのデータ 例：CIOエリアへ

ただし、転送元ファイル内のCH数と転送先CH数は以下のとおりであることが必要で
す。転送先CH数をオーバーする分は転送されません。

メモリカード内
転送元ファイル内のCH数　≧

CPUユニット内
転送先CH数

←転送先開始アドレス

←転送先終了アドレス

○ ○ ○ ○ ○

｝転送されません。
○ ○ ○ ○ ○

転送元ファイル内のCH数 ＜ 転送先CH数のときは、すべて転送されません。
“カキコミフカ”のメッセージが表示されます。

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

すべて転送されません。

メモリカート゛→ＰＣ？　（ＩＯＭ！
ファイル”０：　　　　　　　　”

書込

2 4 4 6

転送先終了アドレス

転送先終了アドレス　例：2446CH

0：メモリカード
1：EMファイルメモリ

メモリカート゛→ＰＣ？　（ＩＯＭ）
ファイル”０：　　　　　　　　”

メモリカート゛→ＰＣ？　ＣＩＯ
ＳＴ　　２３４５ＥＤ　　２４４６
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書込

9. 転送を実行します。

7. ファイル名を入力します。

FUN
A P LS E

＊EM_
EM_/EXT

EM
DM

AR
HR

DR
IR

・　↓　↑　キー押下で、カーソルが移動できます。
・ファイル名の“0：”を“1：”に変更すると、メモリカードではなく、EMファ
イルメモリから転送することができます。
・　検索　キー押下で、メモリカードに書き込まれているファイル名を表示するこ
ともできます。このときは、6.7.8.の操作は不要です。

M

AA
LD

例：SAMPLE

CF
検索

8. 英字入力モードから通常入力モードに戻ります。

クリア

プロコンによるメモリカードからの読み出し操作は、次のようなときに使用すると
便利です。
プログラム変更時、現場にメモリカードとプロコンのみを持参していきたいとき。
　1. パソコン上に格納されているプログラムファイル（xxxxxxxx.OBJ）をメモリ

カードへ保存。
　2. 現場にメモリカードをもっていき、CPUユニットに装着。
　3. プロコンを接続し、メモリカードからCPUユニットへプログラムを転送。

7 -4　メモリカード /EM ファイルメモリ→CPU ユニット転送

メモリカート゛→ＰＣ？　（ＩＯＭ）
ファイル”０：ＳＡＭＰＬＥ　　”

メモリカート゛→ＰＣ　オワリ
ファイル”０：ＳＡＭＰＬＥ　　”

メモリカート゛→ＰＣ？　（ＩＯＭ）
ファイル”０：ＳＡＭＰＬＥ　　”

メモリカート゛→ＰＣ？　（ＩＯＭ！
ファイル”０：ＳＡＭＰＬＥ　　”

メモリ
カード

SYSMACPROGRAMABLE CONTROLLERCPU42

OPEN

OPEN

PERIPHERAL

PORT (RS-232C)

BUSY

RUN

ERR/ALM

INH
PRPHL/COMN

MCPWR

PRO  01�
PRO  01�PROGRAMMING  CONSOLE

PROGRAMMING  CONSOLE

CTRS
VOL

減速停止�一時停止� 実行� エラー�リセット�

モニタ� JOG
MPG

変更�ティーチ�

原点�サーチ� 運転�
拡張� タスク�切替� オーバー�ライド�

7
8

9
+／–�

–X
+X
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1

3. 照合する種別にCIOを指定します。

2. メモリカード操作メニューから、「１：ショウゴウ」を選択します。

運転
○

モニタ
○

プログラム
○

メモリカードまたはEMファイルメモリ内のデータ（全プログラム、I/Oメモリの各エリア
種別の指定範囲、PCシステム設定）と、CPUユニット内のデータを照合します。

■メモリカード照合

7-5　メモリカード /EM ファイルメモリとCPU ユニット内のデータの照合

例として、メモリカード内のファイル名「SAMPLE.IOM」とCPUユニットのI/Oメモ
リのCIOエリア2345～ 2446CH照合する場合で説明します。

【基本操作】

【操作方法】

1. メモリカード操作メニューを表示します。

クリア 初期画面 

初期画面 1
↓

↑
書込

照合開始アドレス ↓ 照合終了アドレス 書込 ファイル名 照合

FUN シフト メモリカード操作メニュー接点
＃定数

ショウコ゛ウ？　　　　　（ＩＯＭ）
ショウコ゛ウシュヘ゛ツ　ＣＩＯ＜

CIO ↓

書込

照合開始アドレス 照合終了アドレス

００００００　ＣＴ００

０：テンソウ
１：ショウコ゛ウ

ショウコ゛ウ？　　　　　（ＯＢＪ）
ショウコ゛ウシュヘ゛ツ　　ＵＭ＜

ショウコ゛ウ？　　　　　ＣＩＯ
ＳＴ　　００００ＥＤ　　６１４３

FUN シフト 接点
＃定数
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7-5　メモリカード /EM ファイルメモリとCPU ユニット内のデータの照合

2 4 4 6

書込

照合終了アドレス

照合終了アドレス　例：2446CH

4. 照合種別が“CIO”、“HR”、“WR”、“AR”、“DM”、“EM□＿”の場合は、照合開始
アドレスと照合終了アドレスをCH単位指定します。

2 3 4 5

照合開始アドレス

照合開始アドレス　例：2345CH

↓

データメモリ ショウコ゛ウ？　　　　　（ＩＯＭ）
ショウコ゛ウシュヘ゛ツ　　ＤＭ＜

↓ ↑/

拡張データメモリ *1 ↓ ↑/

パラメータエリア ショウコ゛ウ？　　　　　（ＳＴＤ）
ショウコ゛ウシュヘ゛ツ　ＳＴＤ＜

↓ ↑/

ショウコ゛ウ？　　　　　（ＩＯＭ）
ショウコ゛ウシュヘ゛ツＥＭ０＿＜

・　↓　↑　キーを押して、照合する種別を指定します。

ショウコ゛ウ？　　　　　（ＩＯＭ）
ショウコ゛ウシュヘ゛ツ　ＣＩＯ＜

ショウコ゛ウ？　　　　　（ＩＯＭ）
ショウコ゛ウシュヘ゛ツ　　ＨＲ＜

ショウコ゛ウ？　　　　　（ＩＯＭ）
ショウコ゛ウシュヘ゛ツ　　ＷＲ＜

CIO 

保持リレー 

内部補助リレー 

↓ ↑/

↓ ↑/

↓ ↑/

特殊補助リレー ショウコ゛ウ？　　　　　（ＩＯＭ）
ショウコ゛ウシュヘ゛ツ　　ＡＲ＜

↓ ↑/

ショウコ゛ウ？　　　　　（ＯＢＪ）
ショウコ゛ウシュヘ゛ツ　　ＵＭ＜

全ユーザープログラム

*1.ＥＭ０＿ を表示中は、パンクNo.（0～C）の入力が可能です。

0：メモリカード
1：EMファイルメモリ

ショウコ゛ウ？　　　　　（ＩＯＭ）
ファイル”０：　　　　　　　　”

ショウコ゛ウ？　　　　　ＣＩＯ
ＳＴ　　２３４５ＥＤ　　２４４６

ショウコ゛ウ？　　　　　ＣＩＯ
ＳＴ　　２３４５ＥＤ　　６１４３

ショウコ゛ウ？　　　　　ＣＩＯ
ＳＴ　　２３４５ＥＤ　　６１４３
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7. 英字入力モードから通常入力モードに戻ります。

クリア

照合

8. 照合を実行します。 OK：一致
NG：不一致

7 - 5　メモリカード /EM ファイルメモリと CPU ユニット内のデータの照合

5. ファイル名を入力するために、英字入力モードにします。

シフト 英字
!

6. ファイル名を入力します。

FUN
A P LS E

＊EM_
EM_/EXT

EM
DM

AR
HR

DR
IR

・　↓　↑　キー押下で、カーソルが移動できます。
・ファイル名の“0：”を“1：”に変更すると、EMファイルメモリ上のファイル
と照合することができます。
・　検索　キー押下で、メモリカードに書き込まれているファイル名を表示するこ
ともできます。このときは、5.6.7.の操作は不要です。

M

AA
LD

例：SAMPLE

CF
検索

ショウコ゛ウ　ＯＫ　　　（ＩＯＭ）
ファイル”０：ＳＡＭＰＬＥ　　”

ショウコ゛ウ？　　　　　（ＩＯＭ）
ファイル”０：ＳＡＭＰＬＥ　　”

ショウコ゛ウ？　　　　　（ＩＯＭ）
ファイル”０：ＳＡＭＰＬＥ　　”

ショウコ゛ウ？　　　　　（ＩＯＭ！
ファイル”０：ＳＡＭＰＬＥ　　”

ショウコ゛ウ？　　　　　（ＩＯＭ！
ファイル”０：　　　　　　　　”
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メモリカードまたはEMファイルメモリ内のデータ（全プログラム、I/Oメモリの各エリア
種別の指定範囲、PCシステム設定）を削除します。

運転
○

モニタ
○

プログラム
○■メモリカード削除

7 -6　メモリカード /EM ファイルメモリ上のデータの削除

例として、メモリカード内のファイル名「SAMPLE.IOM」を削除する場合で説明しま
す。

【基本操作】

【操作方法】

初期画面 FUN シフト 3
↓

↑
書込 ファイル名 書込

3

2. メモリカード操作メニューから、「３：サクジョ」を選択します。

1. メモリカード操作メニューを表示します。

クリア 初期画面 

FUN シフト メモリカード操作メニュー接点
＃定数

００００００　ＣＴ００

０：テンソウ
１：ショウコ゛ウ

サクシ゛ョ？　　　　　　（ＯＢＪ）
サクシ゛ョシュヘ゛ツ　　　ＵＭ＜

↓ ２：ショキカ
３：サクシ゛ョ

3. 削除する種別にCIOを指定します。

サクシ゛ョ？　　　　　　（ＩＯＭ）
サクシ゛ョシュヘ゛ツ　　ＣＩＯ＜

CIO ↓

書込

０：メモリカード
１：EMファイルメモリ

サクシ゛ョ？　　　　　　（ＩＯＭ）
ファイル”０：　　　　　　　　”

接点
＃定数 書込
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7-6　メモリカード /EM ファイルメモリ上のデータの削除

・　↓　↑　キー押下で、カーソルが移動できます。
・ファイル名の“0：”を“1：”に変更すると、EMファイルメモリ上のファイル
を削除することができます。
・　検索　キー押下で、メモリカードに書き込まれているファイル名を表示するこ
ともできます。このときは、4.5.6.の操作は不要です。

4. ファイル名を入力するために、英字入力モードにします。

シフト 英字
!

5. ファイル名を入力します。

FUN
A P LS E

＊EM_
EM_/EXT

EM
DM

AR
HR

DR
IR

M

AA
LD

データメモリ サクシ゛ョ？　　　　　　（ＩＯＭ）
サクシ゛ョシュヘ゛ツ　　　ＤＭ＜

↓ ↑/

拡張データメモリ *1 ↓ ↑/

パラメータエリア サクシ゛ョ？　　　　　　（ＳＴＤ）
サクシ゛ョシュヘ゛ツ　　ＳＴＤ＜

↓ ↑/

サクシ゛ョ？　　　　　　（ＩＯＭ）
サクシ゛ョシュヘ゛ツ　ＥＭ０＿＜

・　↓　↑　キーを押して、照合する種別を指定します。

サクシ゛ョ？　　　　　　（ＩＯＭ）
サクシ゛ョシュヘ゛ツ　　ＣＩＯ＜

サクシ゛ョ？　　　　　　（ＩＯＭ）
サクシ゛ョシュヘ゛ツ　　　ＨＲ＜

サクシ゛ョ？　　　　　　（ＩＯＭ）
サクシ゛ョシュヘ゛ツ　　　ＷＲ＜

CIO 

保持リレー 

内部補助リレー 

↓ ↑/

↓ ↑/

↓ ↑/

特殊補助リレー サクシ゛ョ？　　　　　　（ＩＯＭ）
サクシ゛ョシュヘ゛ツ　　　ＡＲ＜

↓ ↑/

サクシ゛ョ？　　　　　　（ＯＢＪ）
サクシ゛ョシュヘ゛ツ　　　ＵＭ＜

全ユーザープログラム

*1.ＥＭ０＿ を表示中は、パンクNo.（0～C）の入力が可能です。

サクシ゛ョ？　　　　　　（ＩＯＭ！
ファイル”０：ＳＡＭＰＬＥ　　”

サクシ゛ョ？　　　　　　（ＩＯＭ！
ファイル”０：　　　　　　　　”

CF
検索 サクシ゛ョ？　　　　　　（ＩＯＭ）

ファイル”０：ＳＡＭＰＬＥ　　”
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7. 削除の確認を行います。

6. 英字入力モードから通常入力モードに戻ります。

クリア

書込

書込

サクシ゛ョＯＫ？　　　　（ＩＯＭ）
ファイル”０：ＳＡＭＰＬＥ　　”

サクシ゛ョ　オワリ　　　（ＩＯＭ）
ファイル”０：ＳＡＭＰＬＥ　　”

8. 削除を実行します。

サクシ゛ョ？　　　　　　（ＩＯＭ）
ファイル”０：ＳＡＭＰＬＥ　　”

7- 6　メモリカード /EM ファイルメモリ上のデータの削除
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第８章

ＰＣシステム設定の操作方法
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モード
「モニタ」
モード

「運転」
モード（  　　　）（  　　） （  　 ）（　　　　　）

変更

変更する候補を順次表示

3. 設定値を変更します。

■ PC システム設定

1. システム設定画面を表示します。

PC本体のシステム設定エリアの読み出し /書き込みをします。

運転
△

モニタ
△

プログラム
○

クリア 初期画面 

FUN 照合

2. 電源ON時動作モード設定の変更はアドレスNo.をキー入力する必要はありません。
　「0：モード」を選択します。

０

PCシステム設定アドレス
（＋081：電源ON時動作モード設定）

システム設定画面 

【基本操作】

【操作方法】

FUN 照合
↓アドレス

変更 書込設定値

例1.電源ON時動作モード設定（＋081）を変更する場合を説明します。

００００００　ＣＴ００

ＰＣシステムセッテイ
０：モード　　１：ＰＣシステム

ＰＣシステムセッテイ
　＋０８１　　ＰＲＣＮ

現在の設定値が表示されます

ＰＣシステムセッテイ？
　＋０８１　　ＰＲＣＮ　ＰＲＣＮ

↓ ＰＣシステムセッテイ？
　＋０８１　　ＰＲＣＮ　ＰＲＧ

↓ ＰＣシステムセッテイ？
　＋０８１　　ＰＲＣＮ　ＭＯＮ

↓ ＰＣシステムセッテイ？
　＋０８１　　ＰＲＣＮ　ＲＵＮ

　↓　　↑　キーの押下で、モードを順次表示します。

　　　PRCN　　　　　　PRG　　　　MON　　　　RUN
プロコンのモード切替
スイッチに従う

▲ ▲

▲

▲

▲

▲

▲ ▲

０

１

8 PC システム設定の操作方法
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書込

・　クリア　キーの押下でシステム設定選択画面に戻ります。

ＰＣシステムセッテイ
　＋０８１　　ＲＵＮ

ＰＣシステムセッテイ
０：モード　　１：ＰＣシステム

変更

3. 設定値を変更するには次の操作をします。

1. システム設定画面を表示します。

クリア 初期画面 

FUN 照合

2. 電源ON時動作モード変更以外のPCシステムエリアを変更する場合は、「1：PCシ
ステム設定」を選択し、アドレス（＋の後の値）を指定し、設定値を読み出します。

１

PCシステム設定アドレス
（＋209：サイクルタイム監視時間）

システム設定画面 

【操作方法】 例2.サイクルタイム監視時間を2000ms（2秒）に変更する場合を説明します。

００００００　ＣＴ００

ＰＣシステムセッテイ
０：モード　　１：ＰＣシステム

ＰＣシステムセッテイ
　＋０００　　００００

シフト

・設定値を表示しているときは、　↓　　↑　キーの押下で前後のアドレスを表示
します。

例：サイクルタイム監視時間を変更する場合

２ ＰＣシステムセッテイ
　＋２０９

０ ９

設定値

↓ ＰＣシステムセッテイ
　＋２０９　　００００

例：2000msに変更する場合

２ ８
Ｃ

ＰＣシステムセッテイ？
　＋２０９　　００００　００００

ＰＣシステムセッテイ？
　＋２０９　　００００　８０Ｃ８

0８

8　PC システム設定の操作方法
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書込

・　クリア　キーの押下でシステム設定選択画面に戻ります。

ＰＣシステムセッテイ
　＋２０９　　８０Ｃ８

8　PC システム設定の操作方法



付録-1

付

付
　
録

付録



付録-2

付
　
録

付

プログラミングコンソールに表示できる文字の一覧です。
ただし、プログラミングコンソールでは、記号・カタカナは入力できません。

付録 -1　ASCII文字コード表

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

上位ビット

２　　３　　４　　５　　６　　７　　Ａ　　Ｂ　　Ｃ　　Ｄ　　Ｅ　　Ｆ

下
位
ビ
ッ
ト

0､1､
8､9



付録-3

付

付
　
録

誤った操作を行った場合、プログラミングコンソールにはエラーが表示されます。
操作上のエラーと処置については、下表をご覧ください。

処置
CPUユニットのディップスイッチのSW1が「ON」（書き込み不可）に
なっています。「OFF」（書き込み可）に設定し直しください。
最終アドレスがNOPでないため、これ以上プログラムを書き込め
ません。END命令以降をクリアしてください。
設定したアドレスが、ユーザープログラムエリアの最終アドレス
を超えています。アドレス設定をやり直してください。
I/Oデータ入力時に許容外のデータを入力しています。各命令の
データの入力範囲を確認して、入力をやり直してください。

エラー表示
ｶｷｺﾐﾌｶ
（ROM）
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｵｰﾊﾞｰ

ｱﾄﾞﾚｽｵｰﾊﾞｰ

IOﾅﾝﾊﾞｰｴﾗｰ

付録 -2　エラー表示

・PLCの状態を示すエラー表示に関しては「6-3　異常およびメッセージ」を参照し
てください。
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付
　
録
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付録-3　PCシステム設定のプロコンでの設定シート

値（Hex）

００
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６

１７

アドレス
　10□□□□

0ラック0スロット
入出力応答時間
8ms
フィルタなし
0.5ms
1ms
2ms
4ms
8ms
16ms
32ms

値（Hex）

００～１７

0ラック 1スロット
入出力応答時間
同上

アドレス
　11□□□□

アドレス
　49□□□□

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

値（Hex）

００～１７

0ラック 2スロット
入出力応答時間
同上

値（Hex）

００～１７

0ラック 3スロット
入出力応答時間
同上

値（Hex）

００～１７

7ラック 8スロット
入出力応答時間
同上

値（Hex）

００～１７

7ラック 9スロット
入出力応答時間
同上

注．CJシリーズの場合、アドレス＋
29□□□□まで（3ラックまで）
です。

アドレス
　50□□□□（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能搭載

タイプのみ）

値（Hex） 高速カウンタ0パルス入力方式

0 位相相4逓倍

1 パルス+方向
2 加減算
3 加算

値（Hex） 高速カウンタ0リセット方式

0 Z相信号+ソフトリセット
（リセット時比較停止）

1 ソフトリセット
（リセット時比較停止）

2 Z相信号+ソフトリセット
（リセット時比較継続）

3 ソフトリセット
（リセット時比較継続）

値（Hex） 高速カウンタ0数値範囲モード

0 リニアモード
1 リングモード

値（Hex） 高速カウンタ0使用する /しない

0 使用しない
1 高速カウンタを使用する（60kHz）
2 高速カウンタを使用する（100kHz）

アドレス
52 51

□□□□ □□□□

値（Hex） 高速カウンタ0リングカウンタ最大値

00000000～FFFFFFFF 高速カウンタ0のリングカウ
ンタ最大値
52が 16進上位4桁
51が 16進下位4桁

（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力
機能搭載タイプのみ）
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付

付
　
録

アドレス
　53□□□□（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能

搭載タイプのみ）

値（Hex） 高速カウンタ1パルス入力方式

0 位相差4逓倍

1 パルス+方向
2 加減算
3 加算

値（Hex） 高速カウンタ1 リセット方式

0 Z相信号+ソフトリセット
（リセット時比較停止）

1 ソフトリセット
（リセット時比較停止）

2 Z相信号+ソフトリセット
（リセット時比較継続）

3 ソフトリセット
（リセット時比較継続）

値（Hex） 高速カウンタ1 数値範囲モード

0 リニアモード
1 リングモード

値（Hex） 高速カウンタ1 使用する/ しない

0 使用しない
1 高速カウンタを使用する（60kHz）
2 高速カウンタを使用する（100kHz）

アドレス
55 54

□□□□ □□□□

値（Hex） 高速カウンタ1 リングカウンタ最大値

00000000～FFFFFFFF 高速カウンタ1のリングカウ
ンタ最大値
55が16進上位 4桁
54が16進下位 4桁

（CJ1M CPUユニット 内蔵入
出力機能搭載タイプのみ）

アドレス
　60□□□□（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能

搭載タイプのみ）

値（Hex） IN0の入力動作設定

0 汎用入力

1 入力割込（ダイレクトモードまたは
カウンタモード：MSKS命令による）

2 パルスキャッチ

値（Hex） IN1の入力動作設定

0 汎用入力
1 入力割込（ダイレクトモードまたは

カウンタモード：MSKS命令による）

2 パルスキャッチ

値（Hex） IN2の入力動作設定

0 汎用入力
1 入力割込（ダイレクトモードまたは

カウンタモード：MSKS命令による）
2 パルスキャッチ

値（Hex） IN3の入力動作設定

0 汎用入力
1 入力割込（ダイレクトモードまたは

カウンタモード：MSKS命令による）
2 パルスキャッチ

アドレス
　61□□□□（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能

搭載タイプのみ）

値（Hex） 汎用入力の入力時定数設定

00 8ms（デフォルト）
10 0ms（フィルタなし）
11 0.5ms

12 1ms
13 2ms
14 4ms
15 8ms

16 16ms
17 32ms

値（Hex）

C000
8000
4000
0000

アドレス
　80□□□□

電源ON時
I/Oメモリ
保持フラグ
保持
保持
非保持
非保持

電源ON時
強制リセット/
リセット保持フラグ
保持
非保持
保持
非保持
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アドレス
　 128□□□□

値（Hex）

C000
8000
4000
0000

電池異常
検出
検出しない
検出しない
検出する
検出する

割込タスク
異常検出
検出しない
検出する
検出しない
検出する

値（Hex）

8000
0000

アドレス
　83□□□□（CS1-H/CJ1-H/CS1D（CPU単独シス

テム） CPUユニットのみ）

運転開始条件設定

有効（運転開始する）
無効（運転開始しない）

値（Hex）
8000
0000

アドレス
　84□□□□（CS1-H/CJ1-H/CS1D CPUユニット

のみ）

特定INNERボード設定

特定INNERボード設定有効
特定INNERボード設定無効

注 . CS1D CPU二重化システムでは設定不可。

注. 割込タスク異常検出は、CS1D CPU二重化
システムでは設定不可。

アドレス
　95□□□□ CS1D CPU単独システム、CPU二重化シ

ステム（ユニット Ver.1.1以降）のみ有効

 

値（Hex） 通信ユニット二重化設定（プライマリーセカンダリ方式） 
 0000 

0001 
 
4000 
 

ビット00～14 
がユニット番 
号0～14に 
対応 

ユニット番号0～15すべて通信二重化設定無効 

ユニット番号0をプライマリユニットに設定 

 

ユニット番号14をプライマリユニットに設定 

 注：プライマリユニットのユニット番号＋1がセカ 
　　ンダリユニットのユニット番号となります。 
 

～
 

アドレス
　96□□□□（CS1D CPU二重化システムのみ有効）

 

値（Hex） 二重化転送実行時 
プログラム転送有効/無効設定 

 
EMエリア転送有効／無効設定 

0000 
8000 
40□□ 
 
C0□□ 
 

プログラムを転送する 

プログラムを転送しない 

プログラムを転送する 

 

プログラムを転送しない 

 

EMエリアを一度に転送する 

EMエリアを一度に転送する 

EMエリアを分割転送する 

注：□□は分割サイズ（ワード） 

EMエリアを分割転送する 

注：□□は分割サイズ（ワード） 

 

 

注：ビット11（INNERパラメータエリア設定）、ビット10（INNER 
　　変数エリア設定）はともに0とした場合です。 

 

 

アドレス
  121□□□□（CS1D CPUユニットのみ有効）

 

値（Hex） 通信ユニット二重化設定（アクティブ－スタンバイ方式） 

0000 
0001 
 
8000

ビット00～15 
がユニット番 
号0～15に 
対応 

ユニット番号0～15すべて通信二重化設定無効 

ユニット番号0のみ通信二重化設定有効 

 

ユニット番号15のみ通信二重化設定有効 

注：複数ビットをONにすることは可。ただし、同時ONとできる 
　　（二重化するユニット番号の）数は、最大3つまでです。 
 

～
 

アドレス
  122□□□□（CS1D CPUユニットのみ有効）

値（Hex） オンライン変換設定 

0000 
 
8000 
 

1台のユニットのオンライン交換中に他のユニットの 

オンライン交換不可 

一度に複数台のユニットのオンライン交換可能 

 
アドレス
  123□□□□（CS1D CPU二重化システムのみ有効）

 

値（Hex） 二重化イニシャル中の 
運転開始可/不可設定 

SPL→DPL自動復帰設定 

0000 
4000 
8000 
C000

運転開始不可 
運転開始可 
運転開始不可 
運転開始可 
 

自動復帰しない 
自動復帰しない 
自動復帰する 
自動復帰する 
 

 

 

アドレス
  127□□□□（CS1D CPU二重化システムのみ有効）

 

値（Hex） スタンバイCPUのRS-232Cポート設定 

0000 
5AA5

スタンバイCPUのRS-232Cポート使用不可 
スタンバイCPUのRS-232Cポート使用可 

 

 

値

PRCN
PRG
MON
RUN

アドレス
　81□□□□

電源ON時動作モード

プロコンのモード切替スイッチに従う
「プログラム」モード
「モニタ」モード
「運転」モード

注. PRCN/PRG/MON/RUN は、　↓　/　↑　
キーで選択します。
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値（Hex）

00
01
02
04
05
06
08
09
0A
0C
0D
0E

アドレス
　144□□□□

ストップ
ビット
2ビット
2ビット
2ビット
1ビット
1ビット
1ビット
2ビット
2ビット
2ビット
1ビット
1ビット
1ビット

データ長

7ビット
7ビット
7ビット
7ビット
7ビット
7ビット
8ビット
8ビット
8ビット
8ビット
8ビット
8ビット

パリティ

偶数
奇数
なし
偶数
奇数
なし
偶数
奇数
なし
偶数
奇数
なし

値（Hex）

00
80
82
84
85
89

シリアル通信モード

初期値（このとき､上記下2桁は無効）
上位リンク
NTリンク
ツールバス
上位リンク

シリアルゲートウェイ（CS / C J
シリーズユニットVer.3.0以降のみ）

値（Hex）

0000
0001
0002
0003
0004
0005
0006
0007
0008
0009
000A

アドレス
　145□□□□

ポート通信速度

9600bps
300bps
600bps
1200bps
2400bps
4800bps
9600bps
19200bps
38400bps
57600bps
115200bps

値（Hex）

0000
0001
  〜
001F

アドレス
　147□□□□

上位リンク号機No.

No.0
No.1
  〜
No.31

値（Hex）

0000
0001
〜
0007

アドレス
　150□□□□

NTリンクモード時最大号機No.

No.0
No.1
  〜
No.7

ペリフェラルポート

ペリフェラルポート

ペリフェラルポート

ペリフェラルポート

値（Hex）

0000
0080
0081
  〜
008C

アドレス
　136□□□□（CS1-H/CS1/CS1D/CJ1-H/CJ1 CPUユ

ニットのみ）

EMファイルメモリ化

なし
ファイルメモリ化あり、バンクNo.0
ファイルメモリ化あり、バンクNo.1
　　　　　　〜
ファイルメモリ化あり、バンクNo.C

値（Hex）

8000
0000

アドレス
　129□□□□（CS1-H/CJ1-H/CS1D CPUユニットのみ）

FAL異常の異常履歴への登録有無設定
異常履歴への登録なし
異常履歴への登録あり

注：NTリンクの場合、0000～0009Hex：標準
のNTリンク、000A Hex：高速NTリンク

値（Hex）

0
8

アドレス
　130□□□□

メモリカードの二重化設定

無効
メモリカードの二重化チェックを有効
にする

注：CS1D CPU二重化システムのみ設定可能。

未使用

値（Hex）

00
01～ FF

アドレス
　151□□□□

レスポンス監視時間

5S
100～25500ms（100ms単位）

ペリフェラルポート

注：シリアルゲートウェイの場合のみ有効。
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アドレス
　166□□□□

RS-232C通信ポート

値（Hex）

0
1
〜
7

NTリンクモード時最大号機No.

No.0
No.1
  〜
No.7

値（Hex）

0000
0001
  〜
270F

アドレス
　162□□□□

無手順モード時の
送信ディレイ設定時間
0ms
10ms
  〜
99990ms

RS-232C通信ポート

値（Hex）

00
01
〜
FF

アドレス
　165□□□□

無手順モード時の
受信データ数
256
1
〜
256

RS-232C通信ポート

値（Hex）

0
1
2

無手順モード時の
エンドコード設定
なし（受信データ数指定）
あり（エンドコード指定）
エンドコードをCR＋LFに設定

値（Hex）

0
1

無手順モード時の
スタートコード設定
なし
あり

値（Hex）

00
〜
FF

アドレス
　164□□□□

無手順モード時の
エンドコード
00
〜
FF

RS-232C通信ポート

値（Hex）

00
〜
FF

無手順モード時の
スタートコード
00
〜
FF

アドレス
　160□□□□

値（Hex）

00
01
02
04
05
06
08
09
0A
0C
0D
0E

ストップ
ビット
2ビット
2ビット
2ビット
1ビット
1ビット
1ビット
2ビット
2ビット
2ビット
1ビット
1ビット
1ビット

データ長

7ビット
7ビット
7ビット
7ビット
7ビット
7ビット
8ビット
8ビット
8ビット
8ビット
8ビット
8ビット

パリティ

偶数
奇数
なし
偶数
奇数
なし
偶数
奇数
なし
偶数
奇数
なし

値（Hex）シリアル通信モード

値（Hex）

0000
0001
0002
0003
0004
0005
0006
0007
0008
0009
000A

アドレス
　161□□□□

ポート通信速度

9600bps
300bps
600bps
1200bps
2400bps
4800bps
9600bps
19200bps
38400bps
57600bps
115200bps

RS-232C通信ポート

RS-232C通信ポート

注：NTリンクの場合、0000～0009Hex：標準
のNTリンク、000A Hex：高速NTリンク

値（Hex）
0000
0001
0002
  〜
001Ｆ

アドレス
　163□□□□

上位リンク号機No.
No.0
No.1
No.2
  〜
No.31

RS-232C通信ポート

00 初期値（このとき､上記下2桁は無効）
80 上位リンク

82 NTリンク
83 無手順
84 ツールバス

85 上位リンク
87 シリアルPLCリンク子局（CJ1M

CPUユニットのみ）
88 シリアルPLCリンク親局（CJ1M

CPUユニットのみ）

89 シリアルゲートウェイ（CS/CJシ
リーズユニットVer.3.0以降のみ）

値（Hex）シリアルPLCリンク　リンクCH数

0 10 CH
1 1 CH

〜 〜

A 10 CH

00 全局リンク方式
80 親局リンク方式
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値（Hex）

0000
8000

アドレス
　197□□□□

命令エラー発生時動作

停止しない
停止する

値（Hex）

0000
0001

アドレス
　195□□□□

定時割込単位時間

10ms
1.0ms

値（Hex）

0～ 7

アドレス
　198□□□□（CS1-H/CJ1-H CPUユニットのみ）

バックグラウンド処理で使用す

る通信ポートNo.

通信ポート（内部論理ポート）
No.0～ 7

値（Hex）
テーブルデータ処
理命令のバックグ
ラウンド処理

バックグラウンド処理設定

文字列処理命令
のバックグラウ
ンド処理

データシフト命
令のバックグラ
ウンド処理

E00 あり あり あり
C00 あり あり なし
A00 あり なし あり

800 あり なし なし
600 なし あり あり
400 なし あり なし

100 なし なし あり
000 なし なし なし

注：CS1D CPU二重化システムは設定不可。

注：CS1D CPU二重化システムは設定不可。

アドレス
　167□□□□

RS-232C通信ポート

値（Hex） シリアルPLCリンク子局号機No.

0～ 7 シリアルPLCリンクでの自局の
子局号機No.：0～7

RS-232C通信ポート

値（Hex） レスポンス監視時間

00 5s
01～ FF 100 ～25500ms（100ms単位）

アドレス
　200□□□□（FB内通信命令設定 Smart FBライブラ

リ専用）

値（Hex） 再送回数（FB内でFINSメッセー
ジ通信命令、またはDeviceNet
Explicitメッセージ通信命令実行
時のコマンド送信リトライ回数
を設定）

0～F 0～15

アドレス
201

□□□□（FB内通信命令設定 Smart FBライブラリ専用）

値（Hex） FB内FINSメッセージ通信命令レ
スポンス監視時間（FB内でFINS
メッセージ通信命令を実行した
とき、レスポンスが設定時間を
超えるとレスポンスタイムアウ
トとみなす）

0001～FFFF 0.1～ 6553.5秒
0000 2秒

アドレス
202

□□□□（FB内通信命令設定 Smart FBライブラリ専用）

値（Hex） FB内DeviceNet通信命令レスポ
ンス監視時間（FB内でDeviceNet
Explicitメッセージ通信命令を実
行したとき、レスポンスが設定
時間を超えるとレスポンスタイ
ムアウトとみなす）

0001～FFFF 0.1～ 6553.5秒
0000 2秒

値（Hex）

0000
0001
　〜
7D00

アドレス
　208□□□□

サイクルタイム一定時間設定

サイクルタイム一定化しない
サイクルタイム一定化：1ms
　　　　〜
サイクルタイム一定化：32,000ms

値（Hex）

000
001
  〜
FA0

アドレス
　209□□□□

サイクルタイム監視時間

初期化：1,000ms（1 秒）
10ms
  〜
40,000ms

値（Hex）

0000
8000
8001
  〜
80FF

アドレス
　218□□□□

周辺サービス時間一律設定

初期化（前サイクルの4%）
00ms
0.1ms
  〜
25.5ms

注：シリアルゲートウェイの場合のみ有効。
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値（Hex）

アドレス
　219□□□□＊

設定項目

00 周辺サービス優先モードを使用
しない

01～FF タイムスライス周辺サービス実
行時間（0.1～25.5ms 0.1ms単位）

値（Hex） 設定項目

00 周辺サービス優先モードを使用
しない

05～FF タイムスライス命令実行時間
（5～255ms 1ms単位）

値（Hex）

アドレス
　220□□□□＊

設定項目

00 特定周辺ツールサービスを行わ
ない

10～1F CPU高機能ユニット（0～15）
（ユニット番号＋10（Hex））

20～7F 高機能I/Oユニット（0～96）
（号機No.＋20（Hex））

E1 INNERボード

FC RS-232Cポート

FD ペリフェラルポート

値（Hex） 特定周辺ツールサービスの対象（号機アドレス）

00 特定周辺ツールサービスを行わ
ない

10～1F CPU高機能ユニット（0～15）
（ユニット番号＋10（Hex））

20～7F 高機能I/Oユニット（0～96）
（号機No.＋20（Hex））

E1 INNERボード

FC RS-232Cポート

FD ペリフェラルポート

値（Hex）

アドレス
　 221□□□□＊

特定周辺ツールサービスの対象（号機アドレス）

00 特定周辺ツールサービスを行わ
ない

10～1F CPU高機能ユニット（0～15）
（ユニット番号＋10（Hex））

20～7F 高機能I/Oユニット（0～96）
（号機No.＋20（Hex））

E1 INNERボード
FC RS-232Cポート

FD ペリフェラルポート

値（Hex） 特定周辺ツールサービスの対象（号機アドレス）

00 特定周辺ツールサービスを行わ
ない

10～1F CPU高機能ユニット（0～15）
（ユニット番号＋10（Hex））

20～7F 高機能I/Oユニット（0～96）
（号機No.＋20（Hex））

E1 INNERボード
FC RS-232Cポート

FD ペリフェラルポート

値（Hex）

アドレス
　 222□□□□＊

特定周辺ツールサービスの対象（号機アドレス）

00 特定周辺ツールサービスを行わ
ない

10～1F CPU高機能ユニット（0～15）
（ユニット番号＋10（Hex））

20～7F 高機能I/Oユニット（0～96）
（号機No.＋20（Hex））

E1 INNERボード

FC RS-232Cポート

FD ペリフェラルポート

未使用

＊：チャネル219～222の設定は、ロットNo.001201□□□□以降（2000年12月 1日以降）製造分のCPUユニッ
トより可能です。

・周辺サービス優先モードの場合
　タイムスライス周辺サービス時間

・周辺サービス優先モードの場合
　タイムスライス周辺サービス時間

値（Hex） 設定項目

値（Hex） 設定項目

00 並列処理モードを使用しない

01 I/Oメモリ同期アクセス

02 I/Oメモリ非同期アクセス

値（Hex） 設定項目

注：CPU二重化システムは設定不可。

特定ツールサービスの対象（号機ア
ドレス）（注）

特定ツールサービスの対象（号機ア
ドレス）（注）

注：CPU二重化システムは設定不可。

・並列処理モードの場合（注）



付録-11

付

付
　
録

0000
0001
0002
0003
0004
0005
  〜
FFFF

アドレス
　226□□□□
〜

　231□□□□

号機

95

高機能 I/Oユニット ENDリフレッシュ 0：リフレッシュする 1：リフレッシュしない

94 93 92 91 90 89 88 87 86 85 84 83 82 81 80

0
0
0
0
0
0

1

0
0
0
0
0
0

1

0
1
0
1
0
1

1

0
0
1
1
0
0

1

0
0
0
0
1
1

1

0
0
0
0
0
0

1

0
0
0
0
0
0

1

0
0
0
0
0
0

1

0
0
0
0
0
0

1

0
0
0
0
0
0

1

0
0
0
0
0
0

1

0
0
0
0
0
0

1

0
0
0
0
0
0

1

0
0
0
0
0
0

1

0
0
0
0
0
0

1

0
0
0
0
0
0

1

値（Hex）

0000
0001
  〜
000A
8000
8001
  〜
800A

アドレス
　225□□□□

電断検知
遅延時間
0ms
1ms
  〜
10ms
0ms
1ms
  〜
10ms

電断割込タスク

無効

有効

注：CS1D CPU二重化システムは設定不可。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
値（Hex）

〜

アドレス
　256□□□□（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能

搭載タイプのみ）

値（Hex） パルス出力 0 原点サーチ機能を
使用する /しない

0 使用しない

1 使用する

値（Hex） パルス出力0 限界入力信号機能指定
（CJ1M CPUユニット ユニットVer.2.0のみ）

0 原点サーチ機能のみで限界入力
信号を使用する（NC）

1 常時、限界入力信号を使用する
（NO）

値（Hex） パルス出力0 加減速カーブ指定
（CJ1M CPUユニット ユニットVer.2.0のみ）

0 台形加減速（リニア）

1 S字加減速

アドレス
　257□□□□（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能

搭載タイプのみ）

値（Hex） パルス出力0 原点サーチ動作モード

0 モード0
1 モード1

2 モード2

値（Hex） パルス出力0原点サーチ動作指定

0 反転モード1

1 反転モード2

値（Hex） パルス出力0 原点検出方法指定

0 原点検出方法0
1 原点検出方法1
1 原点検出方法2

値（Hex） パルス出力0 原点サーチ方向指定

0 CW方向
1 CCW方向



付録-12

付
　
録

付

アドレス
259 258

□□□□ □□□□

値（Hex） パルス出力0 原点サーチ/原点復帰起動速度

00000000～ 000186A0 パルス出力0の原点サーチ/原点復帰起動速度
（0～ 100000pps）
259が 16進上位4桁
258が 16進下位4桁

（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能搭載タイプのみ）

アドレス
261 260

□□□□ □□□□

値（Hex） パルス出力0 原点サーチ高速速度

00000001～ 000186A0 パルス出力0の原点サーチ高速速度
（0～ 100000pps）
261が 16進上位4桁
260が 16進下位4桁

（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能搭載タイプのみ）

アドレス
263 262

□□□□ □□□□

値（Hex） パルス出力0 原点サーチ近傍速度

00000001～ 000186A0 パルス出力0の原点サーチ近傍速度
（0～ 100000pps）
263が 16進上位4桁
262が 16進下位4桁

（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能搭載タイプのみ）

アドレス
265 264

□□□□ □□□□

値（Hex） パルス出力0 原点補正データ

80000000～ 7FFFFFFF パルス出力0の原点補正データ
（-2147483648 ～2147483647）
265が 16進上位4桁
264が 16進下位4桁

（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能搭載タイプのみ）

アドレス
266

□□□□（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能搭載タイプのみ）

値（Hex） パルス出力0 原点サーチ加速比率

0001～07D0 パルス出力0の原点サーチ加速比率
CJ1M CPUユニット ユニットVer.表記なし　1～2000パルス/4ms

0001～FFFF パルス出力0の原点サーチ加速比率
CJ1M CPUユニット ユニットVer.2.0　1～65535パルス /4ms

アドレス
267

□□□□（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能搭載タイプのみ）

値（Hex） パルス出力0 原点サーチ減速比率

0001～07D0 パルス出力 0の原点サーチ減速比率
CJ1M CPUユニット ユニットVer.表記なし　1～2000パルス/4ms

0001～FFFF パルス出力 0の原点サーチ加速比率
CJ1M CPUユニット ユニットVer.2.0　1～65535 パルス/4ms



付録-13

付

付
　
録

アドレス
　268□□□□（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能

搭載タイプのみ）

値（Hex） パルス出力 0 限界入力信号種別

0 NC
1 NO

値（Hex） パルス出力0 原点近傍入力信号種別

0 NC

1 NO

値（Hex） パルス出力 0 原点入力信号種別

0 NC
1 NO

値（Hex） パルス出力 0 原点未確定指定
（ユニットVer.2.0以降）

0 パルス出力を停止し直前の状
態を維持

1 パルス出力を停止し強制的に
原点未確定状態

アドレス
269

□□□□（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能搭載タイプ
のみ）

値（Hex） パルス出力0 位置決め監視時間

0000～270F パルス出力0の位置決め監視時間
0～9999ms

アドレス
　274□□□□（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能搭載

タイプのみ）

値（Hex） パルス出力1 原点サーチ機能を使用
する/しない

0 使用しない
1 使用する

値（Hex） パルス出力1 限界入力信号機能指定
（CJ1M CPUユニット ユニットVer.2.0のみ）

0 原点サーチ機能のみで限界入力
信号を使用する（NC）

1 常時、限界入力信号を使用する
（NO）

値（Hex） パルス出力1 加減速カーブ指定
（CJ1M CPUユニット ユニットVer.2.0のみ）

0 台形加減速（リニア）
1 S字加減速

アドレス
　275□□□□（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能

搭載タイプのみ）

値（Hex） パルス出力1 原点サーチ動作モード

0 モード0
1 モード1
2 モード2

値（Hex） パルス出力1原点サーチ動作指定

0 反転モード1
1 反転モード2

値（Hex） パルス出力1 原点検出方法指定

0 原点検出方法0
1 原点検出方法1
2 原点検出方法2

値（Hex） パルス出力1 原点サーチ方向指定

0 CW方向

1 CCW方向



付録-14

付
　
録

付

アドレス
277 276

□□□□ □□□□

値（Hex） パルス出力1 原点サーチ/原点復帰起動速度

00000000～ 000186A0 パルス出力1の原点サーチ/原点復帰起動速度
（0～ 100000pps）
277が 16進上位4桁
276が 16進下位4桁

（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能搭載タイプのみ）

アドレス
279 278

□□□□ □□□□

値（Hex） パルス出力1 原点サーチ高速速度

00000001～ 000186A0 パルス出力1の原点サーチ高速速度
（1～ 100000pps）
279が 16進上位4桁
278が 16進下位4桁

（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能搭載タイプのみ）

アドレス
281 280

□□□□ □□□□

値（Hex） パルス出力1 原点サーチ近傍速度

00000001～ 000186A0 パルス出力1の原点サーチ近傍速度
（1～ 100000pps）
281が 16進上位4桁
280が 16進下位4桁

（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能搭載タイプのみ）

アドレス
283 282

□□□□ □□□□

値（Hex） パルス出力1 原点補正データ

80000000～ 7FFFFFFF パルス出力1の原点補正データ
（-2147483648 ～2147483647）
283が 16進上位4桁
282が 16進下位4桁

（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能搭載タイプのみ）

アドレス
284

□□□□（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能搭載タイプのみ）

値（Hex） パルス出力1 原点サーチ加速比率

0001～07D0 1～2000パルス/4ms（CJ1M CPUユニット ユニットVer.表記なし）
0001～FFFF 1～65535パルス/4ms（CJ1M CPUユニット ユニットVer.2.0以降）

アドレス
285

□□□□（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能搭載タイプのみ）

値（Hex） パルス出力1 原点サーチ減速比率

0001～07D0 1～2000パルス/4ms（CJ1M CPUユニット ユニットVer.表記なし）
0001～FFFF 1～65535パルス/4ms（CJ1M CPUユニット ユニットVer.2.0以降）



付録-15

付

付
　
録

アドレス
　286□□□□（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能搭

載タイプのみ）

値（Hex） パルス出力 1 限界入力信号種別

0 NC
1 NO

値（Hex） パルス出力1 原点近傍入力信号種別

0 NC
1 NO

値（Hex） パルス出力 1 原点入力信号種別

0 NC

1 NO

値（Hex） パルス出力 0 原点未確定指定
（ユニットVer.2.0以降）

0 パルス出力を停止し直前の状
態を維持

1 パルス出力を停止し強制的に
原点未確定状態

アドレス
287

□□□□（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能搭載タイプのみ）

値（Hex） パルス出力1 位置決め監視時間

0001～270F 0～9999ms

アドレス
271 270

□□□□ □□□□

値（Hex） パルス出力0 原点復帰目標速度

00000001～ 000186A0 パルス出力0の原点復帰目標速度
（1～ 100000pps）
271が 16進上位4桁
270が 16進下位4桁

（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能搭載タイプのみ）

アドレス
272

□□□□（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能搭載タイプのみ）

値（Hex） パルス出力0 原点復帰加速比率

0001～07D0 1～2000パルス/4ms（CJ1M CPUユニット ユニットVer.表記なし）
0001～FFFF 1～65535パルス/4ms（CJ1M CPUユニット ユニットVer.2.0以降）

アドレス
273

□□□□（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能搭載タイプのみ）

値（Hex） パルス出力0 原点復帰減速比率

0001～07D0 1～2000パルス/4ms（CJ1M CPUユニット ユニットVer.表記なし）

0001～FFFF 1～65535パルス/4ms（CJ1M CPUユニット ユニットVer.2.0以降）



付録-16

付
　
録

付

アドレス
290

□□□□（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能搭載タイプのみ）

値（Hex） パルス出力1 原点復帰加速比率

0001～07D0 1～2000パルス/4ms（CJ1M CPUユニット ユニットVer.表記なし）

0001～FFFF 1～65535パルス/4ms（CJ1M CPUユニット ユニットVer.2.0以降）

アドレス
291

□□□□（CJ1M CPUユニット 内蔵入出力機能搭載タイプのみ）

値（Hex） パルス出力1 原点復帰減速比率

0001～07D0 1～2000パルス/4ms（CJ1M CPUユニット ユニットVer.表記なし）

0001～FFFF 1～65535パルス/4ms（CJ1M CPUユニット ユニットVer.2.0以降）

値（Hex）

アドレス
　448□□□□＊

プロテクト対象外ノード数

　 プロコンアドレス449～480に設
定したプトテクト対象外ノード
数を設定します。00～20Hex（0
～32ノード）

値（Hex） ネットワーク経由でのFINS書込プロテクト機能

80 有効

00 無効

ネットワーク経由でのFINS書込プロ
テクト有効／無効およびプロテクト
対象外ノード

注：CS/CJシリーズCPUユニットVer.2.0以降の
み設定可能。

00
〜
20

値（Hex）

アドレス
　449□□□□

　480□□□□

FINS送信元ノードアドレス

01

～

FE

FF ノードアドレスを指定しない
（全ノード）

プロテクト対象外ノード指定
（最大32ノード分を各々指定）

注：CS/CJシリーズCPUユニットVer.2.0以降
のみ設定可能。

〜

プロテクト対象外ノードの
ノードアドレス

値（Hex） FINS送信元ネットワークアドレス

00
〜

7E

プロテクト対象外ノードの
ネットワークアドレス
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 All Rights Reserved.C

●FAXによるお問い合わせは下記をご利用ください。 
　テクニカルセンタ  お客様相談室　FAX 055-982-5051

●インターネットによるお問い合わせは、 
　オムロンIndustrial Webホームページをご利用ください。 
　http://www.fa.omron.co.jp/　 

●その他のお問い合わせ先 
　納期・価格・修理・サンプル・承認図は貴社のお取引先、 
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　音声ガイダンスが流れますので、案内に従って操作ください。 

クイック オムロン 

0120-919-066

営業統轄事業部 
東京都品川区大崎1-11-1  ゲートシティ大崎ウエストタワー14F（〒141-0032） 

 
【技術のお問い合わせ時間】 
　■営業時間：9:00～12:00/13:00～19:00 
　　　　　　 （土・日・祝祭日は9:00～12:00/13:00～17:00） 
　■営 業 日：年末年始を除く 

上記フリーコール以外に、055-977-6389（通話料がかかります） 
におかけいただくことにより、直接FAシステム機器の技術窓口につながります。 

【営業のお問い合わせ時間】 
　■営業時間：9:00～12:00/13:00～17:30（土・日・祝祭日は休業） 
　■営 業 日：土・日・祝祭日/春期・夏期・年末年始休暇を除く 
 

このマニュアルは古紙配合率100％の再生紙を使用しています 

オムロン商品のご用命は 
 

オムロンFA機器の最新情報がご覧いただけます。 

Industrial Webホームページ　http://www.fa.omron.co.jp/

インターネット情報サービス 

標準在庫機種の緊急ご購入の際にご利用ください。 
 
コンタクトセンタ　TEL：03-5825-2324  http://www.omron24.co.jp/

携帯電話・PHSなどではご利用いただけませんので、その場合は下記電話番号へおかけください。 

電話 055-982-5015（通話料がかかります） 
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